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  今日、進化論の有害な教えが学校や大学ではびこっており、説教壇では高等批評が説かれています。これが私たちの祖先たちが告白した信仰からの致命的逸脱の原因です。


  この憂慮すべき状況のゆえに、書き記された神の御言葉の真理を提示する新しい方法が必要です。


  私は自分の経験から、生物学的観点から聖書の基本原則を教えることの賢明さを知りました。これにより、論理的に、説得力をもって、不信仰な教師たちの破壊的働きに対抗し、彼らの狡猾な罠から若者たちを救うことができます。


  この聖書の学びの課程を用意するにあたって、各主題の統一性や関連性を考慮しつつ、このきわめて重要な真理を包括的に提示するよう心がけました。しかし、様々な主題に関して徹底的に取り扱ったわけではありません。


  私は聖書を学ぶ学生に、各主題についてさらに学ぶよう勧めます。そうするなら、さらに益を受けられるでしょう。


  そのような学びのために、この課程全体を通して多くの勧めがなされています。


  この学び全体を通して、語源的観点からではなく生物学的観点から永遠の命が提示されています。アイオニオス（aionios）という言葉は、未来だけでなく過去に関しても使われることがあります。最高の学者たちはこれを認めています。しかし、この言葉は再生の瞬間に与えられる命の性質を明確に示しているわけではありません。実際には、「非受造の命（Uncreated Life、創造されたのではない命）」という用語がキリスト・イエスにある神の命をよく定義しており、信者もこの用語を用いています。ヨハネによる福音書一章一節とヨハネ第一の手紙一章一、二節を注意深く読めば、その正しさがわかります。そこでは、永遠の命は非受造の御言葉であること、非受造の御言葉は父なる神と共にあったこと、そして非受造の御言葉は神であったことを宣言しています。


  



  クーリッジ、コーナー
 ブルックリン、マサチューセッツ


  



  第一部 神の贖いの御計画


  



  以下に述べる聖書教師たちへの提言は、多年にわたる祈り深い思索と、様々な聖書の授業における注意深い試行の成果です。


  私たちの教会ですら、贖いの真理の全体像を明確に認識している人は比較的少数です。この事実により、私たちの学びをカルバリの十字架に焦点づけて、神の贖いの御計画を明確に示すのが賢明であるように思われました。


  この表題の下で、私たちは以下の点について考えます。


  
    第一――贖いが必要になった諸々の状況
 第二――カルバリで完全に成就された神の贖いの御計画
 第三――取得・実証された贖いの結果

  


  聖書の授業を始める時、聖書が神の御言葉である証明に時間を費やしてはいけません。学びに集まった人々が「聖書は書き記された神の御言葉である」と信じていることを前提としなさい。もしこれを信じない人々がいる場合、彼らは聖書が無謬であることを信じていないのですから、そんな彼らに聖書の節を読んで、聖書の無謬性を証明しようとするのは合理的ではありません。また、彼らと議論してはいけません。ただ自分で聖書を読むよう、彼らに求めなさい。そして続けて、聖書の真理を示しなさい。疑問視されている問題が数学や化学の実演によって証明されるように、授業を通して聖書が確かに神の御言葉であることが証明されるようにしなさい。


  



  神――創造者


  



  「初めに、神は創造された」。創造者なる神は被造物ではなかった事実に注意しなさい。ですから、神は非受造（Uncreated）であると言えるでしょう。創造以前に存在しておられた、創造者なる非受造の神について、生徒に考えさせなさい。神は、創造以前も、創造以後と同じように、完全であり、完璧でした。神の創造の働きは、神の非受造の完全さに何も付け加えませんでした。これらのことを生徒に理解させなさい。この主題を駆け足で済ませてはいけません。なぜなら、この後の授業が価値を持つかどうかは、非受造の命（Uncreated Life）と創造された命（created life）の違いを明確に認識することにかかっているからです。


  



  非受造の命


  



  非受造の命には、始まりも終わりもありません。それは自存し、不変です。これを生徒に理解させなさい。このような命を象徴する幾何学的な絵を生徒に描かせなさい。きっと、彼らは円を描くでしょう。もし可能なら、生徒の何人かに、黒板か紙の上にこの絵を描かせなさい。この時、教師も自分の絵をつくるといいでしょう。この絵はこの学びの課程の挿絵の一つです。縦十四インチ、横十一インチの白い厚紙の上に、大きな金色の円形の紙を貼り付けて、紙の上側に「三一の神」、下側に「非受造の命」と書きなさい。（図一参照）


  



  図一
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  「始まりもなく、終わりもない」金色の円を全員が見つめている時、詩篇九〇篇二節と一〇二篇二七節を生徒に読ませなさい。または、これらの節を繰り返させなさい。


  次に、創世記一章一節全体を生徒に読ませなさい。「初めに、神は天（または、諸々の天）と地を創造された」。すなわち、神が宇宙を創造されました。この宇宙の原子一つ一つに関して、神は特定の目的を持っておられます。神は決して目的なくこの宇宙を創造されたのではありません。この思想を生徒に示しなさい。


  例として、人の手をあげなさい。手で何かを造るには、まず最初に注意深く計画を立てなければなりません。計画、図案、方法がなければ、価値あるものは何一つ造れません。


  この思想を拡張して、神が宇宙を創造されたのは、神がそれを望まれたからであることを示しなさい。神は望みのままに宇宙を創造されました。（黙示録四章十一節の最後の句を読みなさい。）


  



  創造の順序


  



  創造の順序に注意を促しなさい。第一に、天とその住人である天使が創造されました。次に、地が様々な形態の命と共に創造されました。


  ヨブ記三八章四～七節を読むとわかるように、地が創造される前に、天がその住人と共に創造されました。この箇所では、神ご自身が語り手です。神は僕であるヨブにご自分の創造的な力について語り、優美な詩の中でご自分を名工として描写しておられます。神は空間に地球を送り出して、天体の精妙な音楽を完成されました。そしてその上で、「神の子供たち」、すなわち天使たちが「喜び叫び」ました。生徒のだれかに天体の音楽に関する記事を読んでもらうと助けになるでしょう。「明けの星々が共に歌った」という表現は、素晴らしい詩の一節であるだけでなく、科学的発見によって明らかにされた事実をも示しています。これに関しては、Ａ．Ｔ．ピアソン博士の有益な著書「絶対確実な多くの証拠」の中の「御言葉の科学的真理」の章が役に立つでしょう。


  惑星創造のこの描写は、惑星進化の理論よりも遙かに納得できます。惑星進化の理論は、「火炎霧のかけらが原初の元素の混合物を進化させ、それが次第に大きくなって、無数の時代を経た後、いま私たちが生活している地球になった」と言います。それでは、「原初の元素」はどうやってできたのでしょう？


  この課程の目的は、この驚くべき章の残りの部分に書かれている素晴らしい科学的真理について述べることではありません。今日、科学は様々な発見をしていますが、その中のあるものは聖書が数千年前にすでに述べていたものです。信仰を持つ科学者は、それを示す節を次々と示せるでしょう。たとえば二二節と二三節が、現代の戦争で使われている高性能爆薬と関係あることを、いったい誰がこれまで考えたでしょうか？しかし今、信仰を持つ科学者たちはこの比喩を理解しています。


  



  天使の命


  



  さて、最初に創造された被造物である天使に注意を向けることにしましょう。天使は体を持たない（体を離脱したわけではない）、人格的存在であり、既知の物理法則を超越しています。聖書の多くの箇所が示しているように、天使は肉体の形を取って現れることができます。参照、民数記二二章二三節、歴代誌上二一章十五、十六、十八、二〇、二七節、使徒の働き十二章七～十節。天使は偉大な力と権能を持っています。ペテロ第二の手紙二章十一節、「天使たちは力にまさっており」。詩篇一〇三篇二〇節。テサロニケ人への第二の手紙一章七節と黙示録には、「力ある天使たち」が出てきます。この修飾的な形容詞から、天使たちは位と権威において異なると思われます。そしてこの推測は、天使たちの位や序列を示す他の節によって証明されます。たとえば、エペソ人への手紙六章十二節は「支配者たち、権威者たち、この世の支配者たち」（ロザハム訳）について述べています。


  聖書は、聖なる天使の名を二つしかあげていません。すなわち、ミカエルとガブリエルです。


  天使という言葉は「使者」を意味します。聖なる天使たちは、神の使者として宇宙を往来し、常に創造者に仕えていることがわかります。天使たちは自分の務めの領域を自分で選んでいるわけではありません。彼らは自分に割り当てられた奉仕を、疑問を抱かずに受け入れます。これに注目してください。天使たちは、空腹で落胆していた神の僕を喜んで食事に招き（一歴十九・五）、贖い主の誕生の素晴らしい知らせを告げ知らせました。天使たちは神の大いなる家族に仕える僕です（参照、ヘブ一・十三、十四）。


  次に、非常に重要であるにもかかわらず、ほとんど理解されていない主題に迫ることにしましょう。


  



  罪の起源


  



  宇宙の調和を乱す、恐ろしい不調和が生じました。この原因はエゼキエル書二八章十二節後半～十七節に述べられています。創造者は、天使たちの中で最も知恵があり、最も美しく、最も聡明な者に向かって語っておられます。神は、この天使のことを「油注がれたケルブ」と呼んでおられます。神は言われました、「あなたは、あなたの中に悪が見いだされるまで、その行いが完全であった」。神はさらに、彼に裁きを下して言われました、「あなたは罪を犯した。そこで、わたしはあなたを汚れたものとして神の山から追い出そう。おお、守護のケルブよ、わたしは火の石の間からあなたを絶とう」。彼の罪は何だったのでしょう？イザヤ書十四章十二～十五節を見ましょう。この箇所で、神は同じ天使に向かって語っておられます。神はその天使を「ルシファー（暁の子）」という名で呼ばれました。「あなたは心の中で言った。『私は天に上ろう。私は神の星々のはるか上に私の王座を上げよう。私はまた、北の果ての会合の山に座そう。私は雲の頂の上に上ろう。私はいと高き方のようになろう』」。


  「あなたは心の中で言った」という表現に注意してください。これは心の姿勢だけでなく、意志の姿勢をも示しています。これは思考過程以上のものです。これは知的思考を断固たる決意に結晶化することです。ルシファーは、「私は………しよう（I will）」と五回言いました。これは、創造者に対する彼の姿勢を端的に表しています。


  神の御言葉をよく調べると、ルシファーに地上と空中に対する支配権が与えられていたらしいことがわかります。「油注がれたケルブ」という称号は、彼が支配者や君主であっただけでなく、神の聖と神の御名を宇宙中に称揚するために創造されたことをも示すようです。「あなたのタンバリンとあなたの笛細工は、あなたが創造された日に、あなたの中に用意された」という表現から、彼が神に対する大いなる賛美を全宇宙で導いていたと考えられます。


  ルシファーの言葉によく注意してください。「私は天に上ろう」。彼は「天そのもの」に、すなわち神の直接的臨在がある「天の天」に上ろうとしました。彼は空中に対する主権に満足せず、天で主権を行使しようとしました。「私は神の星々のはるか上に私の王座を上げよう」という言葉は、彼が自分の空中の王座を、星々の天を越えて、天（二コリ十二・二の「第三の天」）にまで上げようとした事実を指します。「私はまた、北の果ての会合の山に座そう」という言葉は、彼が奪取することを狙った高い位――宇宙的主権――を示します。「私は雲の頂の上に上ろう」という言葉は、彼の支配の座が空中にあったこと、そして、神だけが主権と支配を行使しておられる領域を犯すことによって、彼が自分の領土を広げようと画策したことを啓示します。「私はいと高き方のようになろう（私はいと高き方と等しくなろう）」は、創造者と等しくなることが彼の狙いだったことをはっきりと示しています。いいえ、ルシファーの狙いはそれ以上でした。彼は、神を御座から追い出して、自分がその座につこうとしたのです！ですから、「あなたは罪を犯した」という厳粛な言葉が宇宙中に響き渡ったのも、不思議ではありません。それまで、神は決してこのような言葉を発したことがありませんでした。なぜなら、これが罪の始まりだったからです。最初に罪を犯したのはルシファーでした。


  ですから、「罪は人の思い込みにすぎない」という現代の教えの誤りがわかります。なぜなら、人の心が創造される遙か昔に、罪は発生したからです。


  



  罪の定義


  



  私たちはまた、罪の何たるかも見ることができます。多くの人は「罪は行いにすぎない」と思っています。しかし、罪は姿勢であることがわかります。ルシファーが罪深い行いをする前に、彼の心の中に罪がありました。神に代わって、「私は………しよう（I will）」と言った時に、すでに彼の心の中に罪がありました。堕落した知恵による悪魔的な計画、欺き、大いなる力による巧妙で狡猾な働きはみな、彼の心の中にあった罪の現れにすぎません。ですから、罪をこう定義できるでしょう、「罪とは神の主権に対して意図的にわざと抵抗しようとする姿勢である」。生徒たちをヨハネ第一の手紙三章四節に向かわせなさい。そして、改訂訳と比較させなさい。改訂訳では、「違反」という語が不法と訳されています。この二つの単語の違いを説明しなさい。違反は不法とはかぎりません。例として、私たちの国に来た外国人を挙げなさい。彼は無知のせいで、無意識に法律を破ってしまうかもしれません。それに対して、ある人は法律を知っていながら、意図的にわざと法律を破るかもしれません。不法とは、故意に違反することです。ですから、罪は不法です。この不法な姿勢の数々の現れが、罪、違反です。


  



  単数形の罪（SIN）と複数形の罪（SINS）の違い


  



  私たちは、単数形の罪（sin）と複数形の罪（sins）とを混同するべきではありません。単数形の罪（sin）は神に対する意志の姿勢であり、複数形の罪（sins）は意図的行いであり、単数形の罪（sin）の結果です。単数形の罪（sin）は幹であり、複数形の罪（sins）は枝々です。単数形の罪（sin）は、複数形の罪（sins）として現れるまで、目に見えません。「複数形の罪（sins）」は、単数形の罪（sin）が複数あることではなく、むしろ単数形の罪（sin）の現れです。神は単数形の罪（sin）をご覧になりますが、人は複数形の罪（sins）を見ます。神は被造物を、「それが何をしているか」にしたがってではなく、「それが何であるか」にしたがって評価されます。ですから、この単数形の罪（sin）の外側の現れがどうであれ、自己を神としている者は罪人です。単数形の罪（sin）が恐ろしい現実であることを、生徒に印象づけなさい。


  イザヤ書十四章十二～十五節とエゼキエル書二八章十二～十九節は注目すべき節です。この二箇所を注意深く何度も生徒たちに読ませなさい。文脈を見る時、生徒たちは多少混乱するかもしれません。なぜなら、イザヤ書の節では「バビロンの王」（四節）に向かって、エゼキエル書の節では「ツロの王」（十二節）に向かって、神が語っておられるように見えるからです。しかし神は、地上の支配者たちの背後に、彼らを自分の手先、操り人形として利用している者をご覧になっていたのです。これは、主がペテロの背後にいたサタンに語られたのと同じです。サタンは、自分の野望に致命的打撃を与えるカルバリの決定的行動を阻止するために、ペテロを代弁者として利用しました。


  この二箇所に記されている表現の多くは、天使ではなく人間を指しているように見えます。しかし、これらの人は別の手先、別の操り人形にすぎません。サタンは、長い間あたためてきた計画を実行するために、彼らを通して自分を現します。これらの節をよく理解するなら、預言解釈上の問題の多くが取り除かれるでしょう。


  「咎のない存在に創造され、誘惑する者がだれもいなかったのに、どうしてこの聡明な油注がれたケルブは罪を犯したのでしょう？」という質問があるかもしれません。これは謎です。全くの謎です。神は私たちに何の説明も与えておられません。ただ事実を述べておられるだけです。しかし、ルシファーが罪を犯したきっかけがエゼキエル書二八章十七節に示されています。「あなたの心は自分の美しさのゆえに高ぶり、あなたはその輝きのために自分の知恵を腐らせた」。聡明な油注がれたケルブは、神ご自身を見つめるかわりに、神の賜物である自分の美、自分の知恵、自分の聡明さを見つめました。ああ！これは自己注視の危険性を示しているのではないでしょうか？また、神から与えられた賜物を見つめることすら危険であることを示しているのではないでしょうか？贈り主よりも賜物を見つめることは、堕落と荒廃への道です。


  



  サタンの罪の結果


  



  油注がれたケルブは、もはや火の石の間を行き来できなくなりました。なぜなら、罪ある者は神の聖の臨在の中にとどまれないからです。（参照、イザ三三・十四、十五、ヘブ十二・二九。）神の臨在から追放されて、彼はどこへ行き、何をしたのでしょう？彼は「天そのもの」から追い出され、決してそこに戻りませんでした。彼は、自分の元々の領土である、地球を取り巻く大気中に住むことを許されました。彼は、この有利な立場を利用して、地球上の諸々の出来事を支配できました。ここで私たちは、「神はこの天使的存在を創造した時、彼に選択する力を与えられた」ことを思い出す必要があります。サタンは熟慮した上で、宇宙の最高支配者になることを選択しました。彼はすべての天使の前で、「自分は宇宙を支配できる」と宣言しました。また彼は、「自分が宇宙を支配している」と考えました。そのため神は、彼に自分の能力を示すことを許さなければなりませんでした。彼に委ねられていた宇宙のその一画に限って、神は彼に独立した支配権を許さなければなりませんでした。


  神の無限の力は、彼を砕くこともできました。しかし、そのように砕くことは神の精神的弱さを示すことになったでしょう。


  



  サタンの最初の失敗


  



  サタンは独立して支配権を行使しました。その結果が創世記一章二節に記されています。この節をロザハム訳で読みましょう。ロザハム訳は明らかに欽定訳よりもヘブル語に忠実です。「さて、地は荒れ果てて荒廃した。そして、暗闇が轟く淵のおもてにあった」。この御言葉はサタンの領土だった地上に強調点を置いていることに注意してください。サタンの領土の上にあった天は含まれていませんでした。聡明な油注がれたケルブは、自分の領土ですら独立して支配権を行使できない無能さを、きわめて明確に露呈したのです。


  「荒れ果て」、「荒廃し」、「暗闇」、「轟く淵」という単語について学びなさい。「神の子供たちが喜び叫んだ」美と光に満ちた地球はどこに行ったのでしょう？神の素晴らしい御手のわざを台無しにし、この混沌状態を招いたのは誰でしょう？ああ、「敵がこれをしたのです」。


  創造者だけが被造物を維持できます。神こそ、すべての支配権の中心です。サタンは被造物にすぎなかったので、自分の主権を維持することが（文字どおりには、まとめることが）できませんでした。また、サタンは神の主権からの独立を選んだので、善政を敷くことができませんでした。だから、完全に失敗したのです。


  サタンの悪政によってこの混沌状態が生じるまで、どれくらい時間が必要だったかはわかりません。かなり長い年月が必要だった、と言えば十分でしょう。この期間は、創世記一章一節に記録されている神の創造の御業と一章二節後半に記録されている神の再構成の働きの間に位置します。地質学的年代は、この期間の中に見いだされます。聖書をきちんと理解するなら、地質学の教えと聖書が完全に一致していることがわかります。これまで考察してきたこの廃墟に関する記事では、氷河期がわずか数語で示されています。


  この節は、神の御手から発した原初の地球を描写しているのではありません。思慮深い人なら、これを理解できるでしょう。地層や化石を研究している地質学者らは、もし聖書をきちんと理解しないなら、心に深い未解決の疑問を抱くにちがいありません。


  イザヤ書四五章十八節によると、神は地を「荒れ果てた」ものに創造されませんでした。「神はそれを人の住みかに形造られた」。それゆえ今、地は空しく荒廃しているので、神は忍耐強く再構成の働きに取り組まれます。創世記一章の残りの部分は、この働きについて描写しています。


  



  再構成された地球


  



  この物語では、「創造」という言葉が三回しか使われていません。すなわち、一節と二一節と二七節の三箇所だけです。一節では、原初の創造との関連で使われています。二一節では、神が動物の命を生じさせる時に使われています。二七節では、創造の冠たる人が現れる時に使われています。この「創造する」という動詞は、「それまで存在しなかったものを生じさせること」を意味します。この三つの時点のことを、進化論者たちは、進化論において「ミッシング・リンク（失われた鎖）」と見なしています。これは実に意義深いです。


  創造された命の序列を生物学的に研究することもまた、興味深いです。最初は、単純で意識を持たない植物の命でした。次は、意識はあるものの、自己意識を持たない動物の命でした。そして最後が、自己意識を持つ人の命でした。


  現代の比較解剖学によると、脳と脊髄神経の比は、魚で二対一、は虫類で二．五対一、鳥で三対一、ほ乳類で四対一、人で三三対一です。低級な命から高度な命に至るこの序列は、創世記一章二〇～二八節に記録されている創造の記事の中に示されています。


  



  三一の神


  



  これまで、この素晴らしい章の各節に関して、多くのことが述べられてきました。しかし、私たちと最も関わりがあるのは、人の創造について述べている御言葉です。「そして神は言われた、『われわれのかたち（image）に、われわれの似姿（likeness）に人を造ろう』」（二六節）。この短い句は、とても多くの内容を含んでいます！まず第一に、「われわれ」という複数形が使われていますが、これは神が三一である事実に注意を促します。三位一体を数学的に考えてはなりません。さもないと、三神論――三つの神――になってしまいます。「三一（triune）」という単語は、「一にして三であること（three in one）」、三重性を意味します。この三一性の例として、木を用いることができるでしょう。「木は、葉、樹皮、木繊維といった固形物を有する。これらはみな、目に見えるものである。さらに、木の構成の中には力と法則が存在する。力が木を構成し、法則がその構成を支配する。それゆえ、木はその本質的構成において一つである。そして、この三要素（その内の二つは目に見えない）は、木の中に構成し込まれるのである。」（Ｌ．Ｔ．タウンゼント）


  ハルデマン博士は、三つの光線を例にあげて三位一体をこう説明しています。「光は三つの光線から成る。これらの光線は互いに区別されるものである。これらの光線は三つの光を形造るのではなく、ただ一つの光を形造る。（中略）どの光線も、他の二つの光線がなければ、光ではない。一つの光線が光だとすると、それは他の二つの光線がそれに結合されているからである。（中略）三つの光線は、混同・分離することなく、一つの光のままである。各光線には独立した機能がある。第一の光線は開始し、第二の光線は形成して照らし輝き、第三の光線は完成させる。第一の光線は、見ることも、感じることもできない。第三の光線は、見ることはできないが、感じることはできる。第二の光線は、見ることも、感じることもできる」。


  科学的精神の持ち主なら、この類比を直ちに理解するでしょう。しかしおそらく、一般の人にとっては、「心の中の思い、言葉として表現された思い、聞き手の心の中に受け入れられた思い」という例が最もわかりやすいでしょう。私の心中の思いを友人に伝えるにはどうすればいいでしょう？自分の思いを言葉として表現しなければ、友人は私の思いを知ることができません。私は自分の思いを話すか、書き記すか、印刷しなければなりません。私が自分の思いを言葉として表現するなら、その思いは言葉によって友人の心に伝わります。友人の心中の思いと、言葉として表現された思いと、私の心中の思いとは一つです。しかし、三重性は直ちにわかります。私の心中の思いは完整な思いです。言葉として表現された思いは、同じ思いですが、そのすべてではありません。なぜなら、私の言葉は私の思いを十分に表現できないからです。他方、友人の心中の思いは、表現された思いの目に見えない写しです。


  「父なる神」という表現は完整な神を意味し、「御子なる神」は可視化された神を意味します。他方、「聖霊なる神」は、現された神の目に見えない写しです。神のすべての働きに、この三重性があてはまります。ですから、創世記一章一節は「神が宇宙を創造された」と述べていますが、ヨハネによる福音書一章三節は「万物はロゴス――御言葉――なる永遠の御子、可視化された神によって創造された」と述べています。また、創造に関する聖霊の働きについて述べている箇所もあります（ヨブ二六・十三、三三・四、創一・二）。私たちは、三位一体の中に三つの異なる性格が存在することを示す用語を使わないよう、用心しなければなりません。父なる神、子なる神、聖霊なる神を分けて考えてはいけません。私たちは、今まで神を見た者はいないし、これからもいないこと、しかし、永遠の御子なるキリストにおいてのみ、神の表現を見ることができることを、覚えておかなければなりません。（参照ヨハ一・十八。）これを心に留めて、創世記一章二六節の御言葉を考えることにしましょう。


  
    注記： 三位一体に関して、通常は「格位（person）」という言葉が使われています。教師たちは、「性格（personality）」と「格位（person）」の違いを注意深く説明するべきです。後者は、父・子・聖霊の違いが人格的性質によるものであることを示すのに使われます。「三位一体の三格位」という用語は、三つの異なる性格を意味するのではありません。

  


  



  神の「かたち（image）」に創造された人


  



  「かたち（image）」と「似姿（likeness）」という言葉は何を意味するのでしょう？これらの表現を調べると、この二つの語が同義語ではないことがわかります。前者は人の目に見えない部分、すなわち内なる人について特に述べており、後者は目に見える部分、すなわち外なる人、体について述べています。内なる人は、何らかの方法で、神に似せて造られました。神にかたどって造られた、と恭しく言ってもいいでしょう。しかし、私たちはこれをどのように、またどれくらい理解すればいいのでしょう？


  この節を正確に解釈しそこなうことが、多くの宗教的・哲学的思想体系の根本的誤りです。これを心に留めて、この問題を注意深く調べることにしましょう。


  神は考え、選び、愛される方です。神は御心を完全に満足させる定められた御旨を持っておられます。神のすべての働きは、この御旨を実現するためです。ですから、自分のかたちに人を創造したことには、次のような意義があることがはっきりとわかります。すなわち、神は人を御旨を認識して選択できる者に創造されたのです。人が御旨を選ぶなら、神の御心だけでなく自分の心も完全に満足させることができるでしょう。


  別の言い方をすると、人は考え、選び、愛する者として創造されました。しかし、人の思考、選択、愛は、創造された命の水準にあります。他方、神の思考、選択、愛は、遥かに超越した非受造の命の水準にあります。私たちはこれを覚えておかなければなりません。明晰かつ論理的に考えようとするなら、この二つの水準を明確に区別する必要があります。


  すでに述べたように、神は御心を完全に満足させる定まった御旨を持っておられます。そして、神のすべての働きはその御旨を実現するためです。それでは、こう尋ねましょう――人間を創造された神の目的は何だったのでしょうか？


  



  人間を創造した神の目的


  



  この問いは容易に答えられます。神が人を創造されたのは、「子にするため」です。神は、彼の性質を持ち、彼の愛に応答する者たちを欲されました。天使たちは考え、選択することができましたが、子になることはできませんでした。彼らは当初の無罪性を失って、罪深くなることはできましたが、神の非受造の命にあずかることはできませんでした。神の子になるには、神の非受造の命が必要です。神の性質にあずかることができなければ、子として非受造の愛を神に返すこともできません。子たちの非受造の愛だけが、御心を満足させます。


  この非受造の愛は、神の子供たちの心の中に「注がれて」います（参照、ロマ五・五）。しかし、聖書は天使たちの愛に関して、一言も述べていません。


  人が神のかたちに創造されたことは性格以上のものを含んでいることがわかります。それを「自己意識＋自己決定性」と定義できるでしょう。人は、より高い水準の命を受け入れる能力を持つ者として、創造されました。別の言い方をすると、最初に創造された時、人は神の子供になる可能性を付与されていました。人は神の子供になる可能性を持っていて、その可能性を認識しており、子たる身分を実現する神の非受造の命を選ぶ力を持っていました。これが人を創造された瞬間から道徳的に自由な主体に構成したのです。


  選択する力を使って、理解した神の御旨とは反対のものを選ぶまで、人は人間的な義と聖なる性向を持っていました。しかし、人は神の子供ではありませんでした。なぜなら、神の非受造の命の閃光が、人には全くなかったからです。


  以上を要約して、こう言えるでしょう。人が神のかたちに創造されたことに関するこの表現は、神が人に、知性、感覚、意志、義、良心、神の子供になる能力を授けられたことを意味するのです


  可能性としての子たる身分と実際の子たる身分の違いを、生徒たちに明確に理解させなさい。創造時に、人は神の子供になる可能性を持っていました。しかし、選択する力を使わないかぎり、人は実際に神の子供になることはできませんでした。


  



  神の「似姿（likeness）」に創造された人


  



  さて、「似姿（likeness）」という言葉について考えることにしましょう。人は「神の姿」に創造されたのではなく、「神の姿に似せて」創造されました。これに注意してください。外なる人は神の似姿に形造られました。この神の似姿とは何でしょう？すでに見たように、永遠なる御子は神の現れ、可視化された神です。御子なる神――御言葉――は、「肉体になる」（ヨハ一・十四）はるか以前に、人の姿で何度も人類に現れました。士師記十三章二～二二節と旧約聖書の他の箇所は、この事実を明白に啓示しています。さて、体はこの栄光の姿にかたどって造られました。しかし、ここでもまた、二つの命の水準を明確に区別して分けておかなければなりません。この栄光の姿は非受造の命の水準にありました。それに対して、人の姿は創造された命の水準にあり、はるかに劣ります。人は、本質的神性において神になることは決してできませんでしたが、土の体を栄化する神の命を選択することはできました。最後のアダムである主イエス・キリストの人体は、こうして栄化されました（参照、一コリ十五・四五）。この栄化された姿に似せて、最初の人はかたどられたのです。ですから、最初のアダムの創造に関する神の目的は、栄化された最後のアダムでした。


  非受造の命を描いた厚紙と同じ大きさの白い厚紙を用意して、その紙に小さな円を描き、その円の頂上から上に向かって垂直の短い線を描きなさい。そして、その絵の上側に「最初のアダム」、下側に「創造された命」と書きなさい（図二）。そして、この絵を生徒に見せなさい。


  



  図二


  [image: ]


  



  この二つの記号を並べて吊るし、両者の著しい違いが目に入るようにしなさい。生徒に両者の違いを述べるよう求めなさい。そして、次のように生徒を教えなさい。


  非受造の命には、始まりも終わりもありません。それは自存し不変です。


  創造された命には、はっきりした始まりがあります。それは神によって与えられ、神に依存し、変化します。


  創造された人の命の記号が描かれている厚紙の上のこの円は、人の永遠の存在を示していることを説明しなさい。永遠の存在と不死とを、生徒たちに混同させてはなりません。厳密に言うと、非受造の命だけが不死です（一テモ六・十六を見よ）。


  人の創造を描写するのに、三つの動詞が使われています。教師はこれに注意を喚起してもいいでしょう。第一は、二六節のアサ（Asah、ヘブル語）であり、「つくる、用意する」という意味です。第二は、創世記二章七節のヤツァル（yatsar、ヘブル語）であり、「形造る」という意味です。これは、陶器師が土を形造るのと同じ意味です。第三は、創世記一章二七節のバラ（bara、ヘブル語）であり、前に存在していなかったものを生じさせるという意味です。


  主なる神、永遠の御子、現された神は、以前創造した土のちりから最初の人の体を形造られました。次に、命のないこの土くれに人の生命原理を分け与え、それと同時に素晴らしい内なる人を創造されました。内なる人は、神の命を選択して、神の栄光、喜び、満足となることができるよう、用意されました。「命の息」という表現は、非受造の命の分与を示すものではないことに注意しなさい。それは、人の生命原理の分与を示すにすぎません。創世記二章七節を、六章十七節、七章十五、二一、二二節と比較しなさい。


  イザヤ書四三章七節では、これまで私たちが考察してきた人のこの創造の出来事に関して、この三つの動詞が使われていることがわかります。


  人の栄光と尊厳を生徒たちに示しなさい。そして、ルシファーが荒廃させた原初の地球には、人が全く存在しなかったことを生徒たちに印象づけなさい。神の再構成の働きのこの最終日まで、人の命は現れませんでした。創世記では「創造する」という動詞が注意深く用いられています。このことから、「アダム以前にも人が存在した」という説は否定されます。また、人の創造よりもかなり古い時代の動物の化石はたくさん発見されていますが、それより古い時代の人の化石は発見されたことがありません。


  



  三部分からなる人


  



  「内なる人」と「外なる人」という用語、あるいは、これらに相当する用語が、現代心理学で用いられています。しかし、聖書心理学はさらに細かく人を分析しています。聖書は、人の目に見えない部分の区分を示し、人が二部分からではなく、三部分からなることを教えています。これはテサロニケ人への第一の手紙五章二三節で明確に教えられており、ヘブル人への手紙四章十二節とルカによる福音書一章四六、四七節に示されています。


  三重丸を描いた三番目の厚紙を用いて、この三部分性を示すことができるでしょう。最も内側の円に「霊」、（それを取り巻く）第二の円に「魂」、外側の円に「体」と書きなさい（図三）。


  



  図三


  [image: ]


  



  霊は神を意識する座であり、魂は自己を意識する座であり、体は世界・感覚を意識する座です。これを生徒に説明しなさい。


  霊によって、私たちは神を知り、神との関係を知り、各被造物との道徳的関係を知ります。魂の力――知性、知覚、（愛情、感情）――によって、私たちは霊の直覚、魂のこの様々な機能の要求、肉体感覚の履歴を取り扱うことができます。


  箴言二〇章二七節は、人の魂ではなく「人の霊は主のともしびである」と述べています。この三つの言葉を不注意に用いないよう、生徒たちに注意しなさい。「霊」を意味するところで「魂」と言ってはいけませんし、その逆もいけません。「体、魂、霊」と言ってはいけません。なぜなら、このような言い方は神聖な序列を逆転しているからです。正常な状態では、霊の力が魂の力と体を治めます。説明のために、霊を女主人、魂を執事、体を召使いにたとえることができるでしょう。この序列を逆転させるなら、家は乱れます。


  多くの人は、霊と魂を同義語だと思っており、この筋道に沿って両者の違いを教えようとすることは不必要だと感じているようです。おそらく、この教えを最も支持する根拠は、聖書がこの違いを啓示している事実でしょう。聖書のある箇所でなぜこれらの言葉が使われているのか、その理由が常にはっきりわかるとはかぎりません。しかし、そのような問題の節をさらに深く研究するなら、皮相的な読み方では見落としていた多くのことが必ず明らかになります。


  この主題についてしかるべき教育を与えてこなかったことが、「魂的」なものが「霊的」だと見なされる結果を招いた大きな原因です。これは嘆かわしいことです。


  外なる人である体は、目に見えない内なる人の素晴らしい力を現すために形造られました。ですから、両者の間には精妙な関係が存在します。


  もし魂と霊の力が創造された当初の正常で釣り合いのとれた状態のままだったなら、体は変わることなく存在し続けたでしょう。しかし、もし神の非受造の命が人の霊の中に入っていたなら、それは直ちに魂の力に浸透し、内なる人のこの造り変えの結果、体を構成する地的粒子は死と腐敗の可能性を除き去る変化を経験していたでしょう。


  他方、神に依存することをやめた結果、内なる人の力が無秩序と暗闇を経験するなら、ちりの体の中に元々備わっている死の可能性は、もはや停止状態のままではないでしょう。そして、人の肉体的部分は分解と腐敗を経験するでしょう。


  次の主題に進む前に、神が最初の人間の夫婦を創造された時、なんと素晴らしいものが存在するようになったのかを考えることにしましょう。また、ここで次の点をよく見ることにしましょう。これまで男の創造についてだけ述べてきましたが、エバの人格もアダムの人格と同じように創造されたことを、私たちは覚えておかなければなりません。


  



  最初の人間の夫婦の優越性


  



  私たちは、自分たちの方が優れているという幻想上の優位的観点から、「人類が代々築き上げてきた知恵と知識を全く知らないとは、なんと哀れなのだろう！」と考えて、この最初の夫婦を見下しがちです。ああ、私たちは大いに間違っています！最初の人は、直感的知識により、今日の科学者が多年の勤勉な学びと無数の人材の助けがなければできないことを、人間的に言って、だれの助けも借りずに容易に行えました。創世記二章十九、二〇節に注目してください。神である主は、ご自分が創造した様々な動物をアダムの所に連れてきて、「彼がそれにどんな名をつけるか」ご覧になりました。「アダムが生き物に名をつけると、それがその生き物の名になった」。今日の科学者で、このような分類の偉業を成し遂げられる人がいるでしょうか？


  最初の夫婦は、神の創造的な御手によって造られたばかりでした。彼らの霊の力は、強く、汚れがありませんでした。また、彼らの魂の力は、均衡が取れ、活発でした。さらに、彼らの体の力は、損なわれておらず、自由でした。このような最初の夫婦を見ることができさえするなら、「ああ、私たちはなんと堕落していることか！」と私たちは叫ぶでしょう。


  



  アダムとエバの自然環境


  



  さて、最初に創造された夫婦の自然環境を調べる必要があります。「主なる神は、エデンの東方に園を設け、そこにご自分が創造した人を置かれた」（創二・八）。この園の美しさと豊かさを想像できるでしょうか？私たちはしばしば、美しい景色を眺めて、それを楽しみ、堪能します。しかし、朽ちかけている枝、しぼんだ葉、イバラや雑草を見る時、結局のところ、自然界の美しさが不完全さによって損なわれていることを実感させられます。私たちは、バラの素晴らしい美しさと、その芳香のかぐわしさを賞賛します。しかし、ああ、そのトゲは私たちを傷つけます！この園はなんと異なっていたことでしょう！そこには、トゲ、アザミ、イバラ、毒草はありませんでした。枯れ木や朽ち木もありませんでした。すべての草木が、新鮮で、美しく、正常で、完全でした。私たちはこれまで一度も、不正常な状態から解放された自然界を見たことがありません。


  この園に生えていた木が、特に私たちの注意を引きます。この園には、神の創造の御旨にしたがって、三種類の異なる木が生えていたようです。「主なる神は、その土地から、見るに良く、食べるに良いすべての木を生えさせた。また園の中央に命の木、それから善悪の知識の木を生えさせた」（創二・九）。第一は「見るに良い木」、すなわち緑陰樹です。神は、人に賦与した美的感覚を満足させることを良しとされます。第二は「食べるに良い木」、すなわち果樹です。この木が、肉体の維持に必要なものをすべて供給しました。第三が「園の中央の命の木、それから善悪の知識の木」です。この最後に述べられている二本の木の用途は、体のために食物を供給することでも、人の魂を感情的に満足させることでもありません。私たちはこう尋ねることができます。「何の目的のために、この二本の木がそこに置かれたのでしょう？」。


  この質問に答える時、命の木が最初に述べられていること、そしてそれが園の中で最も目立つ場所、すなわち「園の中央に」あったことに注意しなさい。もう一方の「善悪の知識の木」は、劣った場所にありました。まるで、命の木の卓越性のゆえに他の木々がかすんでしまうよう、創造者が仕組まれたかのようです。これはみな、とても示唆に富んでいます。


  また、次のこともわかります。神は、命の木から自由に食べることを許可されましたが、もう一方の木にあずかることを厳しく禁じて、不従順の罰がいかなるものかを彼らに告げられました（創二・十六、十七を見よ）。神はなぜ、一方にあずかることを許可し、他方にあずかることを禁じたのでしょうか？


  



  命の木


  



  主なる神は荒野でモーセに素晴らしい幕屋の計画を与えられましたが、この幕屋に関する指示はすべて、永遠の真理の象徴でした。また、主はいけにえの供え物の精緻な体系を設けられましたが、その詳細はどれも、カルバリの贖いの御業と関係している方を物語っていました。ですから、まさにこの人類史の開始の時点でも、神が二人に知って欲しい諸々の真理を、象徴によって教えようとされた可能性は十分あるのではないでしょうか？


  主は後に、人の手が用意したパンを裂き、それをご自分の裂かれた体の象徴として用いられました。また主は、人の足が圧搾して造ったぶどう酒を、ご自分が流した血の象徴として用いられました。ですから、このエデンの園において、受肉以前に、主は園の中央にあった木を選んで、それを神の非受造の命――この命は人のために主の中に蓄えられていました――の象徴とされた、と信じることができるのではないでしょうか？また、私たちの始祖は、霊と精神の素晴らしい力――神の創造的な御手によって造られたばかりの力――によって、この象徴を十分に理解して見抜き、この命を選ぶことができたのではないでしょうか？この命は、彼らが園で会話した栄光の主のうちに、現実に表現されていました。誰がこれを疑えるでしょう？しかし、それでも彼らがこの木にあずからなかったことは明白です。別の言い方をすると、彼らは非受造の命、永遠の命――この言葉の方がよく使われています――を選びませんでした。もし命の木から食べていれば、彼らは単純な信仰を通して、神の命――この命は彼らのために永遠の御子の内にありました――を受けていたでしょう。そして、直ちに神の子供になり、造り変えのための供給を受け続けることにより、最終的に「永遠の御子のかたちに同形化」されていたでしょう。


  



  神の子ではないアダム


  



  最初のアダムは神の子ではなかったことを、生徒たちに印象づけなさい。生物学的にどうしてなのかわかります。彼は同じ種類の命を持っていませんでした。「贖いは、最初のアダムの堕落以前の水準に人を回復する」という誤った考えがあります。もしそうなら、これは実に悲しいことです。なぜなら、子たる身分について何もわかっていないことになるからです。贖いは私たちを、永遠の御子による子たる身分の水準に置きます。アダムとエバは自分の選択する力を用いて神を選んでいれば、この水準に達していたでしょう。また、次のことにも注意しなさい。かりにアダムとエバが永遠の命――永遠の御子のうちにある神の非受造の命――を選んで神の子供になっていたとしても、彼らはその命を子供たちに伝えることはできなかったでしょう。彼らは、罪のない人の命を聖なる性向と共に、子供たちに伝えることはできたでしょう。しかし、彼らの子供たちは、非受造の命に関して、自分の選択する力を個人的に用いなければならなかったでしょう――なぜなら、非受造の命は常に神からの賜物だからです。


  神は人を、より高い水準の命を受け入れる能力とそれを選ぶ力とを持つ者に創造されました。また、より高度な道徳的理解力を、人に与えられました。ですから、これらの卓越した力を使うための機会を、人の生活環境は備えていなければならないことがわかります。それで、これまで考えてきたこの二本の木が楽園にあったのです。


  この素晴らしい「神の園」に関する記述の様々な面を詳しく学ぶには、多くの時間が必要でしょう。ですが、こう述べて直ちに要約することにします。主なる神は、最初に創造した夫婦を理想的環境の中に置き、地上の被造物を治める力を彼らに与え（創一・二八）、霊・魂・体の力に必要なものをすべて備えてくださったのです。「おお、地球よ、汝は天の如し！」とミルトンが叫んだのももっともです。


  



  人に対する道徳的テスト


  



  さて、一つの物語を見ることにします。もし神が、他の聖書の箇所を通して、この物語をはっきりと理解する鍵を与えてくださっていなければ、私たちはこの物語を全く理解できなかったでしょう。生徒全員に創世記三章一～七節を読ませなさい。この奇妙な誘惑の光景の意味は何でしょう？誘惑者は誰でしょう？誘惑者は明らかに蛇でした。明るい色をした蛇は、園の中で神が禁じられた唯一のものに巻き付いていました。しかし、蛇が語った言葉を読むと、この爬虫類は実際の誘惑者ではありえないことがわかります。なぜなら、爬虫類は動物の命の水準にあり、自己意識の水準以下にあることがわかっているからです。蛇が語った数語の言葉から、自己意識と驚くべき知力と優れた意志と神意識さえも伺われます。ですから、蛇を代弁者・手先として使っている、目に見えない実際の誘惑者を求めて、私たちは他所を捜さなければなりません。動物の被造物をすべて探索対象から外して、「一体何者がこの誘惑者なのか？」と尋ねましょう。アダムとエバ以外にも人がいて、何らかの陰険な動機で、彼らを神の命令に背かせようとしていたのでしょうか？全くありえません。なぜなら、神の偉大な宇宙にはこの男女しかいなかったからです。神が、その結果をよく知りながら、ご自分が禁じたことを行うよう、彼らを誘惑されたのでしょうか？ありえません。神はだれも誘惑されません。それでは、誘惑者はいったい誰でしょう？


  誘惑者の条件を満たす、何か他の生命体が存在するのでしょうか？天使しか考えられません。ですから、「目に見えない誘惑者は天使であり、しかも明らかに高い位の天使である」と結論することにします。この誘惑者の正体に関して、何か手がかりはあるのでしょうか？心理学の注意深い学生なら、誘惑者の言葉は昔ルシファーが発した言葉によく似ていることを、直ちに指摘するでしょう。誘惑者の言葉は、ルシファーと同じように、「自分は神と等しい」という思い込みを示しており、神の至高の戒めを故意に無視しています。


  今後、私たちはルシファーをサタンと呼ぶことにします。思慮深い人なら、神が創造された人に関して、サタンがある特定の目的を持っていたことにも気づくでしょう。サタンは、神が地上の被造物に対する支配権を人に与えたことを知っていました。また、もし人が創造者に信頼し続けるなら、人は地的支配権の行使に成功するであろうこと、そしてその結果、自分の堕落した力では地上の領域を支配できなくなるであろうことを、容易に理解することができました。さらにサタンは、もし人が地上の領域で支配権を行使するなら、その結果、人は彼を大気中から追い出すほど強くなるであろうこと、そうして彼の野望は無に帰すであろうこと、また代々の昔に神が下した凄まじい裁きが恐るべき現実になるであろうことを、推論することができました。


  サタンの独立行政の結果、神の美しい地球は混沌状態に陥りました。しかし、この最初の失敗にもかかわらず、彼の性格は全く変わりませんでしたし、彼の野望もついえませんでした。サタンが自らの失敗に失望し、悔しがったのは間違いありません。しかし、彼は全く悔い改めませんでした。神によって再構成された地球が現れた後、彼は以前のようにその支配者になろうとしました。これらの事実や状況を見ると、サタンこそ蛇を代弁者として利用していた目に見えない誘惑者だったと信じざるをえません。


  この誘惑の光景は、よく学ぶ価値があります。誘惑の結果をよく理解するために、この誘惑の舞台を注意深く調べることにしましょう。舞台は神の素晴らしい園です。この園には、波打つ木々、芳香を放つ花々、きらめく水、自然美を備えたあらゆるものが揃っていました。サタンは驚くべき策略家です。彼は、人類史のこの決定的瞬間に関する詳細全般にわたって、慎重かつ十分に計画を練りました。第一に、彼はエバが一人だけの好機を狙いました。（彼はもしかしたら、それ以前に別の場所で、アダムの注意を引いたかもしれない、と思わずにはいられません。）次に彼は、エバの注意を引き、自分の代弁者にするために、特に目立つ動物の種族を選びました。明るい色をした蛇――古代、蛇は直立で、木から木へ優雅に滑走できたにちがいありません――が、エバの注意を禁断の対象に引くために用いられました。


  この章の記述を調べると、命の木が物語の中心にないこと、それどころか言及されてすらいないことがわかります。明らかに、エバの注意は質問者によってもう一方の木に向けられています。エバはその木を見つめることに夢中になるあまり、実を食べることを禁じられた木のことを、「園の中央にある」と言っています。彼女は、自由に食べることを許されていた園の中央にある木を忘れてしまったかのようです。創世記三章二、三節を二章十六、十七節と比較しなさい。


  この時、エバが命の木に背を向けて立っているのを、私たちは想像できます。彼女は、禁断の木に絡みついている、明るく曲がりくねった蛇の体を見つめています。おそらくこの時まで、その禁断の木を恐れを抱かずに見ることを、彼女は自分に許していなかったのでしょう。しかし今、禁断の木がその素晴らしい美しさでエバを魅了しました。誘惑者によってそそのかされるまで、彼女の心の中に不従順な思いは入り込んでいませんでした。三節を心理学的に分析すると、これがわかります。


  彼女は神の禁令に、「それに触れてもいけません」という言葉を付け加えました。これは彼女の心理状態を示しています。彼女は従おうとするあまり、禁断の木の実に触れようとすらしませんでした。きっと、彼女はそれを見つめようともしなかったでしょう。これは、無垢な心の正常な心構えです。今日、同じ心構えを良心的な子供や大人にも見ることができます。罪深い性質を受け継いだ人ですらそうなのですから、罪のない性質を持っていた人の場合、この心構えはどれほど強かったことでしょう。「あなたたちが死ぬといけないからです」という表現は、エバが不従順の結果を弱めようとしなかったことを示します。「～するといけないからです」という表現は、不確実性を意味しません。彼女は不従順の結果をありのまま述べたにすぎません。


  しかし今はじめて、神の戒めに対する不従順な思いが彼女の心に示され、そこに宿りました。しかし、誘惑者の働きは実に巧妙だったので、禁断の実を食べても全くの不従順ではないように思われました。サタンは彼女に「命の木」を忘れさせるよう、舞台を整えました。彼は彼女の目を支配し、自分の不従順な思いを彼女の心に投影し、神の御言葉を疑わせました。そして今、彼は、神の御言葉の代わりに自分の言葉を受け入れさせて、自分の計画どおりに彼女の意志を用いるために、彼女の心を完全に眩ませます。


  後に、彼はエバを用いてアダムを誘惑し、彼に選択させました――こうして、サタンのもくろみが遂げられました。サタンはアダムとエバを誘惑して、選択する力を誤用させることに成功しました。その結果、子になる当初の可能性は失われ、彼らの罪の無い状態は罪深くなり、彼らは彼の僕、奴隷になりました。


  この園の光景とその正当な結果を描写するとき、人類史におけるこの悲惨な瞬間の厳粛さを損なう表現を使わないよう注意しなければなりません。人類の母たるエバの行動には、恐ろしい結果が伴いました。リンゴの実を食べるエバの喩えは、その結果に対する認識の悲しむべき欠如を示しています。そしてそれはまた、神の御言葉の決定的真理に関する論理的思考の欠如をも示しています。


  今、教師はこの禁令に伴う刑罰に注意しなければなりません。神は、「それを取って食べるその日、あなたは必ず死ぬ」と言われました。神はこの御言葉で何を意味されたのでしょう？体の速やかな分解ではないことは明らかです。なぜなら、アダムとエバは堕落の後、長年にわたって生き長らえたからです。


  



  死という言葉で神が意味しておられること


  



  その意味を理解するには、「死は外界との交流を失うことである」という科学的な死の定義が助けになります。この主題を生徒によく理解させるには、次の例が役に立つでしょう。ここに人の目があります。見たところ、その構造は完全で、広く開かれており、前にあるものを何でも見ることができそうです。その目は周囲の明るい太陽光を浴びており、自然物を見ることができそうなのですが、全く反応がありません。その目は何も見ていません。なぜなら、視神経が切れているからです。その目は、目の前の美に対して死んでいます。


  ここに耳の全く聞こえない人がいます。鳥はさえずり、ベルは鳴り、話し声がします。しかし、この音波はそれを受け入れるべく開かれている他の耳には旋律を伝えますが、その耳はこの音波に反応しません。その耳は音に対して死んでいます。


  アダムとエバが不従順に振る舞ったその日、罪がアダムとエバの霊の中で、神を知る精妙な直感的知識を断ち切りました。彼らは自分の周りに臨在しておられる方に反応できなくなりました。彼らは神に対して死にました。ですから、人は道徳的で、教育もあり、上品で、心身共に強健かもしれませんが、それでも神に対して死んでいることがわかります。人は、神について多くのことを知り、神について語り、神について宣べ伝え、神について本を書くかもしれませんが、それでも神に対して死んでいます――御霊の御声に反応しません。これは、テモテへの第一の手紙五章六節、エペソ人への手紙五章十四節、ローマ人への手紙八章六節などの意味を理解する助けになります。


  人をこのように「死者」と「生者」のグループに分類することは、科学者の興味を引くでしょう。なぜなら、科学者もすべてのものを同じように分類するからです。科学者の前に多くのものを並べたとしましょう。彼は、子供がするように、美しいものを一つに積み上げ、美しさに欠けるものを別に積み上げるでしょう。しかし、彼は各々を命の有無に照らして吟味するでしょう。その結果、彼は一方には「生きている」というラベルを貼り、他方には「死んでいる」というラベルを貼るでしょう。


  神は人を道徳的美点や「善行」に基づいて分類されません。神は各人に関して、「この人は命を持っているか？わたしに対して生きているか？」と問われます。


  私たちの始祖の霊の中に確立されたこの死の過程は、内なる人全体にわたって速やかに明らかになりました。そして、しばらくして、体が分解する可能性――堕落以前、人が神に従順で神に依存していた時には、それは休止状態にありました――が現実のものになりました。地のちりから見事に形造られ、栄化される可能性を秘めていた体は、今やちりに戻りました。ここで教師は、霊・魂・体を表す三重丸を含む黒い円盤を、人の三部分を表す白い三重丸の上に重ねなければなりません。（図四）


  



  図四
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  遺伝の法則


  



  私たちは今、創世記一章の神の創造的御業の記事で数回使われている一つの句に注意する必要があります。この句は最初に二一節で使われています。「そこで神は、その種類にしたがって、海の巨獣と水に群がりうごめくすべての生き物、またその種類にしたがって、翼のあるすべての鳥を創造された」。さらに二四節は言います。「そして神は、『地は、その種類にしたがって生き物、その種類にしたがって家畜、はうもの、野の獣を生ぜよ』と仰せられた。神は、その種類にしたがって野の獣、その種類にしたがって家畜、その種類にしたがって地のすべてのはうものを造られた」。


  科学によると、動物の原初の胚は見分けがつきません*。原形質の一片は獣に成長し、別の一片は鳥、また別の一片は爬虫類に成長します。さらに驚くべきことに、顕微鏡による観察や化学者による分析では、植物、動物、人の原初の胚は全く同じです。しかし、なぜ一つの胚がオークを生じ、別の胚がライオンを生じ、また別の胚が人を生じるのか、科学者は説明できません。各々の胚の中に異なる生命原理があること、そしてこれらの様々な生命原理が不変的法則に則って現出すべく生命体を複製することは明らかです。科学界の限られた知識から神の単純な御言葉に向かうことは、なんという安息でしょう。神の創造的力は、これらの様々な生命体を生じさせました。そして、その複製は神の創造的働きの延長にほかなりません。（これが詩篇一〇四篇三〇節の素晴らしい詩で述べられているのを見てください。）「生命の自然発生」説を証明しようと多くの試みがなされましたが、どれも完全な失敗に終わりました。この惑星上の生命の起源とその複製の神秘に関するこの大問題を解くために、相継いで理論が提案され、実験に次ぐ実験がなされました。進化論者たちは、「自分たちの緻密な研究は成功によって報われるはずだ」とたびたび感じてきました。しかし今、彼らの間の鋭い論理的思考力の持ち主は、「自分たちの鎖は完全である」などと言う意欲を持ちません。なぜなら、致命的に弱い鎖があり、それが彼らを困惑させ、落胆させているからです。


  
    * 今日の科学知識によると、すべての生き物の細胞中には、生体の設計図である遺伝子が含まれています。そして、すべての種は遺伝子レベルで異なります。全知全能の神は、遺伝子という超微細な設計図をすべての生き物に与えられました。これは実に驚異的であり、神の素晴らしい知恵を示します。しかし、著者がこの本を出版した一九二〇年代には、まだ遺伝子は発見されていませんでした。（訳注）

  


  「生命の複製は神の創造的御業の延長である」という前に述べた思想を心にとめるなら、神ご自身によって一つの法則――この法則からの逸脱は決してありえません――が定められたことを認識するのは難しくありません。各生命体は、その生命の複製が続くかぎり、「その種類にしたがって」複製されます。


  もう一つの自明な事実に注目しましょう。生命体にはそれぞれ、決まった目標があります。目に見えない、しかし固有の生命原理が、生命体をその目標に至らせます。科学の専門用語では、この目標のことを型と呼びます。生命体はこの型と同じ形になります。これに関連して、型のことを「特質の集合体」と定義してもいいでしょう。これまでの考察からわかるように、ある水準にある命が別の水準にある命を生み出すことは不可能です。いかなる生命原理も、その特定の水準にある命を現して成熟に至らせることしかできません。たとえば、ユリの球根内にある生命原理はユリの命を生じ、妨げられないかぎり、その命のすべての特質を完成に至らせます。しかし、ユリの生命原理は決して鳥の命を生み出しません。また、鳥の卵の中にある生命原理は鳥の命を現すことしかできません。鳥の命は自分の目標に達することはできますが、それ以上高く進めません。言いかえると、鳥は羽を広げて空中を遥か高くまで舞い上がり、甘美な歌を歌うことはできますが、決して人の命を生み出せません。人の命だけが、人の命を複製できます。人の命は、さらに高度な水準にある命――神の非受造の命――を生み出せません。


  さて、この遺伝の法則を堕落した状態にあるアダムとエバに適用しましょう。彼らが複製するべき命の特徴は何でしょう？第一に、それは創造された命です（自存する命ではありません）。第二に、それは人の命であって、神の命ではありません。第三に、それは罪深い命であって、罪の無い命ではありません。ですから、「アダムとエバの子供たちは、罪深い、創造された、人の命を持ってこの世に生まれる」と言えるでしょう。罪の毒が人の胚の中にあり、生命の開花と共に現されます。そうなるしかないのです。ですから、アダムとエバの子孫はみな、同じ種類の命、すなわち、罪深い、創造された、人の命を持ってこの世に生まれます。ローマ人への手紙五章十二節の使徒パウロの言葉は、この変更不可能な遺伝の法則と完全に一致します。「一人の人を通して罪がこの世に入り、罪によって死が入り、こうして死がすべての人に及びました。なぜなら、すべての人が罪を犯したからです」。


  次のことを思い出さなければなりません。前に見たように、罪は行い以上のものです。また、罪と死の間には関係があります。ですから、遺伝の法則と「罪と死の法則」は人間界全体を平行して進みます。


  別の主題に進む前に、教師は罪に関するこれまでの話を復習した方がいいでしょう。生徒たちに以下の要約を復唱させるか、暗記させなさい。


  
    単数形の罪（Sin）は、神の権威に対して、故意に、意図的に反抗する姿勢です。この姿勢の現れが複数形の罪（sins）です。


    単数形の罪はサタンに由来し、人が創造される代々の昔に発生しました。サタンの罪により、直ちに以下の結果が生じました。


    （ａ）サタンは神の臨在から永久に追放されました。
 （ｂ）サタンは支配権を失いました。
 （ｃ）サタンは恐れの虜になりました。


  


  （ｃ）に関して次のことを生徒に説明しなさい。最初に罪を犯した者に神が下された恐ろしい裁きの言葉を、サタンは忘れられません。サタンはその言葉をよく覚えており、非常に恐れています。しかし常に、この滅びの判決の完全な執行を妨げようとしています。


  サタンに支配権が与えられていた地球に関して言うと、彼の罪の結果、地球は無秩序で混沌とした状態になりました。


  
    サタンはアダムとエバを罪に誘惑しました。


    彼らの罪により、直ちに以下の結果が生じました。


    （ａ）彼らは死にました。すなわち、彼らは神から分離され、神に応答できなくなりました。
 （ｂ）彼らは支配権を失いました。
 （ｃ）彼らはサタンの虜になりました。


    人に支配権が与えられていた地上の被造物に関して言うと、人の罪の結果、人と動植物の生命水準は無秩序な、苦しい、瀕死の状態に陥りました（ロマ八・二二を見よ）。

  


  罪が大気と土地に及ぼした結果を、この時点で詳しく述べる必要はないでしょう。しかし、「罪が地的被造物を変え、歪めたため、その痕跡は至る所に見られる」と言っても差し支えないでしょう。どの人にも、また、どの動植物にも、人の罪の結果を認めざるをえません。驚くべきことに、「地上の王が道に迷った」にもかかわらず、地は再び「荒れ果てて、荒廃し」ませんでした。神はそれを維持されました。神は人類に関してある御旨を抱いておられ、この罪で呪われた世界で成就されるべき計画を持っておられたからです。


  さて、人類に関するこの偉大な永遠の御旨について、もっと詳しく考えることにしましょう。生徒たちにローマ人への手紙八章二九、三〇節、エペソ人への手紙一章三～五節を読ませなさい。


  



  象徴の独特な混ざり合い


  



  これらの御言葉を慎重に熟考すると、二つの象徴が使われていることがわかります。その二つの象徴とは、建物と親子です。この二つは独特な方法で混ざり合わされています。「あらかじめ定める」という言葉は、「選定すること」を意味します。建築家が素晴らしい建物の集団を心に思い描いて、それと同じ一つの計画――全体と様々な部分との関係を詳細に示す計画――を立てるように、偉大な建築家である神は聖書の中で、多くの建物――各々の建物は栄化された人です――から成る「都」の素晴らしい栄光に満ちた概念を描写されました。「土台のある都、その設計者と建設者は神です」（ヘブ十一・十）。この都は神の住まいのためです（人の住まいのためではありません）。この都は黙示録の中に美しく描写されています。これらの節の中で聖霊は象徴を用いておられることを私たちは覚えておかなければなりませんが、しかし他方で、その象徴が啓示しようとしている幸いな真理を識別しなければなりません。


  さて、もう一つの象徴である親子と、この象徴と今考察したばかりの建物の象徴との独特な混ざり合いを見ることにしましょう。エペソ人への手紙一章五節では、この都の個々の建物は「子」と呼ばれていることがわかります。また、神の究極的御旨が示されています。神の究極的御旨は、神に創造された人が永遠の御子の中に自分のために蓄えられている神の命にあずかること、そしてこの命の造り変えによってついには御子のかたちに同形化されることです。ヘブル人への手紙二章十節は、この完成を示しています。


  ですから、人に対する神の永遠の御旨は、人が永遠の御子を通して神の子になることであり、そして、これらの栄化された個々の人が、「都」（黙二一・二、三、二二、二三）として述べられている一つの共同体を団体的に形成して神の住まいになること、もしくは「兄弟たちの大きな群れ」を御父の家で形成することです。


  



  宇宙最大の問題


  



  今、私たちは宇宙最大の問題に直面します。神に対して死んでおり、「咎と罪の中で死んでいる」人間は、どうしたら神の子供（children）になり、最終的に「栄化された子（sons）」になれるのでしょう？生物学的には不可能です。なぜなら、どの水準の命も自分自身を複製することしかできないからです。生命は、より高い水準の生命を生み出せません。人はどんなに努力しても、神の命に至れません。科学は、「肉から生まれるものは肉であり、霊から生まれるものは霊である」（ヨハ三・六）という聖書の宣言と完全に一致します。様々な水準にある生命は、永遠に別々に隔たっていなければなりません。ですから、人がどんなに努力しても、全人類は罪深い命の水準に永遠にとどまらなければなりません。「すべての人が罪を犯しました」。それゆえ、すべての人が「神の栄光に欠けています」（ロマ三・二三）。


  神は絶対的に聖なる方です。神は罪に耐えられません。神は罪を許すことができません。私たちは、罪を軽く扱うような神を礼拝できません。生徒たちに罪の恐ろしさを印象づけなさい。しかしその際、生徒たちが罪の法則の存在を悟れるようにしなさい。自然界の法則に必然的結果が伴うように、罪の法則にも必然的結果が伴います。（ロマ八・二後半を参照。）ある人々は、「神は愛なる方なので、罪人を罰せられない」と言います。しかし、このような説得力に欠ける非論理的推論に生徒たちが耽るのを許してはなりません。神は愛に欠けているから、人が絶壁から身を投じる時、落下することを許されるのでしょうか？いいえ、重力に逆らうことはできません。神は愛ではないから、わざと火の中に入れた手は焼けるのでしょうか？いいえ、私たちは自然法則の働きに通じており、その不変性を知っています。


  神はでたらめに罪を裁かれるわけではありません。これを生徒たちに理解させなさい。神の裁きは、不変的法則の必然的結果であり、因果律の実例です。気まぐれに怒って罪人を罰する方として神を描写することは、これまで多くの悪影響を及ぼしてきました。神は聖にして愛なる方です。神は、絶対的・不変的な「罪と死の法則」の働きの致命的結果を生活の中で経験している罪深い人々のことを、嘆き悲しんでおられます。罪人の神からの永遠の分離は、罪の論理的結果にちがいありません。


  神の聖と人の罪深さは、決して一つになれません。神は聖以外の何ものでもありえませんし、人の天然の状態は罪深い以外の何ものでもありえません。


  ですから、神の聖の要求により、罪人は神の御前から除かれなければならず、両者の間のいかなる交わりや関係も不可能なことがわかります。


  しかし、神は聖なる方であるだけではありません。神は愛なる方でもあります。「神は愛です」（一ヨハ四・八）。神の聖の要求だけでなく、神の愛の要求も考慮されなければなりません。神の愛は罪人の種族を慕い求めます。神は、永遠に変わらない非受造の愛で、罪人を愛しておられます。神は、罪人を御腕に抱いて、子と呼ぶことを願っておられます。


  ここに正反対の要求があります。神の聖は「わたしから去れ」と罪人に言わなければなりませんが、神の愛は御腕を開いて罪人を受け入れなければなりません。この正反対の要求はどうすれば調和されるのでしょう？法理的な方法、すなわち法律上の義の形によるしかありません。例として、反対の要求を持つ二人の人を考えましょう。彼らは正義の法廷に行き、自分の話を語ります。裁判官は彼らの話に忍耐強く耳を傾け、それから判決を下します。この判決は、裁判官に提訴された訴えの真実に関する公的宣言であり、その国の法律に基づきます。


  聖書の中で裁きという言葉は、懲罰的意味以上に、この弁護的意味で用いられていることを心に留めましょう。それは「正すこと」です。この説明を心に留めて、神の聖と神の愛という反対の要求に関するこの裁きがどうなるのかを考えましょう。それをこう述べることができるでしょう。「神の愛の要求は正しいものであり、神の愛は、罪深い人々の状態を変えて、御心を満足させる者にする権利を持ちます。しかしまた、この状態の変更は神の聖を確定・満足させるものでなければなりません」。


  さて、この状態の変更が何を含むのか考えましょう。第一に、それは新しい生命原理、性質、遺伝を必要とします。第二に、「罪と死の法則」よりも高い法則の働きが実現されなければなりません。第三に、サタンの領域と支配からの解放が成し遂げられなければなりません。


  さらに、この状態の変更は、神の聖が讃えられ、神の道徳的支配が全宇宙で正当化されるような方法で成就されなければならないことがわかります。


  しかし、人類の罪の問題は法理的に解決されなければならないだけでなく、一つの決定的行いによって決定的に解決されなければなりません。そして、それは効果的に解決されなければなりません。言い換えると、「正すこと」は、この大いなる問題の詳細を一点も欠いてはなりません。


  さて、「これまで考えてきた変更を十分に成し遂げる決定的行いの性質は、いかなるものでなければならないのか？」と問う用意が整いました。この答えは短く次のような文章で述べることができます、「それは、人の罪の結果と同じ分だけ、神の苦しみが表されることでなければなりません」。この文章を注意深く検討するなら、これ以外の方法では神の不変の愛と聖は調和されえないこと、そしてこれ以外の方法では両方とも適切に表されえないことがわかります。苦しむ愛と絶対的な聖のこの表れは、罪深い人が神の子供になるための唯一の方法でもあります。


  生徒たちにこの点をさらによく理解させるには、おそらく次のような例が役に立つでしょう。ここに一人の人がいます。彼には心から愛する友人がおり、彼はしばしばその友人と会って、交わりを楽しみます。彼は親しい交わりの年月を期待しています。しかしある日のこと、彼は友人が膨大な金を横領していること、そして無謀な投機ですべてを失ったことを知ってショックを受けます。彼の繊細な正義感はその人とこれ以上親交を持つことを許しませんが、彼の愛はそのような友情の断絶に大いに苦しみます。彼はその人の罪を蔑む一方、その人をあわれみます。この正反対の感情はどうすれば調和させられるのでしょう？両方の感情を表す一つの行いによるしかありません。ですから、彼は友人を訪問し、その悪行のひどさを突き止め、自分の財産をなげうって、友人の不正の犠牲になった人々の損失を償います。この犠牲的行いによって、その人の愛と正義感が表されます。さらに、これに加えて、もしその友人の心が触れられて、真に悔い改めるなら、その人のこの自己犠牲的行動は、罪人に及ぶ贖いの恵みのささやかな絵図になります。


  今、神の愛と聖のこの表れをもっと詳しく考えなければなりません。この表れは罪深い人がその意義を悟れるような形でなければならないことは明らかです。ですから、人間が神の御心を理解できるよう、神は人性をまとわなければなりません。しかしながら、容易にわかるように、神全体を人の姿で網羅することはできませんでした。神は無限であり、この創造された宇宙は神を制限できません。しかし、永遠の御子――現された神――は、ご自分の独立した神聖な力とその栄光の多くを放棄して、しかし神聖な性質は放棄せずに、衣のように人性を身にまとわれました。


  



  ユニークな方―――神・人


  



  この事実がヨハネによる福音書一章十四節とピリピ人への手紙二章五～七節に明白に述べられているのがわかります。二つの水準の命がひとりの方の中で結合されることにより、この世にユニークな存在「神・人」がもたらされました。


  ここで教師は、このユニークな方に関して述べている聖書中の最初の言葉に、注意を喚起しなければなりません。生徒に創世記三章十四、十五節を読ませなさい。十四節で、主なる神は蛇に対して呪いを宣告しておられることを説明しなさい。この爬虫類はサタンの道具であり、状態の変化を経験しなければなりませんでした。神は、蛇の退化が時の終わりへの実物教材となるよう、意図されました。栄光の千年王国時代、他の動物は元どおりの状態に戻ります。しかし蛇は、毒はなくなるものの、ちりの中をくねりながら進み続けます。（イザ六五・二五、十一・六～八を見よ。）


  十五節で、主なる神は蛇を代弁者として利用していた者に向かって語っておられます。すでに見たように、この者はアダムとエバを罪に誘惑したサタンでした。神が語られた言葉に細心の注意を払いなさい。なぜなら、この節は贖いの全啓示の胚珠を含んでいるからです。「わたしは敵意を置く。おまえと女との間に、おまえの種と女の種との間に。彼はおまえの頭を砕くが、おまえは彼のかかとを砕く」（ロザハム訳）。何度も読み返すと、人称代名詞の「彼」が強調語であることがわかります。明らかに、ユニークで力強い方が示唆されています。この方は「女の種」と言われていますが、これは生物学的に考えると尋常ではない表現です。なぜなら、通常の子孫に関しては、「男の種」という表現が使われるからです。人間の父親が示されていない事実、そしてこの種がサタンの頭を「砕く」事実は、彼が超人であることを示します。また、小さな蛇の頭を砕くことがその蛇にとって致命的打撃になるように、サタンの頭を砕くことはサタンの野心的力と支配にとって致命的打撃になることがわかります。さらに、この強い方が蛇の頭を砕く時、そのかかとを砕かれることは、この蛇が彼のかかとに毒に満ちた力をすべて集中して、言語を絶する苦しみを彼に与えることを意味することがわかります。


  さて、「女の種」というこの独特な表現に対応する節が他にも見つかるかどうか、見ることにしましょう。イザヤ書七章十四節、「見よ、一人の処女（原文では『その処女』）がみごもっている。そして、男の子を産み、その名をインマヌエルと呼ぶ」。この名はとても示唆的です。それは、二つの水準の命、すなわち神の非受造の命と人の創造された命の結合を暗示します。インマヌエルという言葉は「私たちと共におられる神」を意味します。この「私たち」は人のことであり、この表現は人の中の神を強調しています。


  イザヤ書九章六節で、再び「私たち」という言葉が使われていることがわかります。「私たちに（人に）、一人の子が生まれる」。しかし、次の節によく注意しなさい。「一人の男の子が与えられる」。この男の子は「生まれる」のではありません。これは、この男の子の起源が人の水準よりも高いことを示しています。また、彼に与えられる名前に注目しなさい。「素晴らしい助言者、大能の神、永遠の父、平和の君」。人に由来する子供がこのような名を帯びることが可能でしょうか？


  ミカ書五章二節から、この神・人の誕生の地がわかります。この節を読む時、最後の句に注意を喚起しなさい。「その出ることは、昔から、永遠の昔からである」。また、詩篇九〇篇二節の最後の句と比較しなさい。


  さて、マタイによる福音書一章十八～二五節に向かいましょう。この箇所には、ベツレヘムにおけるインマヌエルの誕生が記録されています。また、医者ルカが記録している、この方の誕生に関する美しい記事を読みなさい。ルカによる福音書二章一～二〇節を見なさい。天使たちが喜び叫ぶのも不思議ではありません。なぜなら、罪深い人類を贖うために、神が人性を身にまとわれたからです。


  ここで四番目の厚紙の印を示しなさい。この四番目の厚紙は、前に使った厚紙と同じ大きさです。そして、三番目の厚紙で示した三重丸の上に、金色の大きな星をのせてあります。その星には金属の留め具がついていて、厚紙にはさむことができます。星の上に神・人という言葉を記し、星の下にそれより小さな文字で「最後のアダム」と書きなさい（図五参照）。コリント人への第一の手紙十五章四五、四七節に注意を喚起して、「最後のアダム」という表現について説明しなさい。また、この表現を救い主を意味する主の人名「イエス」と関連させなさい。（マタ一・二一を見よ。）主の人性を象徴するこの白い三重丸を示して、主が本当に人の性質を取られたことを生徒たちに明らかにしなさい。ヘブル人への手紙二章十四～十八節、四章十四、十五節を読ませなさい。主は人体の養いのために食物を必要とし、疲労回復のために眠りを必要とされました。この事実をよく考えなさい。これらの事実を証明する福音書の様々な節に注意を喚起しなさい。主の神性を象徴する金色の星を示しなさい。福音書の中から、主の神性を示す証拠を生徒たちに挙げさせなさい。主が罪を赦し、礼拝をお受けになったことを述べている節を読ませなさい。しかし、主が人としてなさった行いを含めないよう、注意しなさい。主は人として、神を信じる信仰を行使し、神に全く信頼されました。荒野での断食、水上歩行、ナザレで猛り狂う群衆の間を通り過ぎたことなどは、その例です。これらの行動や他の記録された主の行動を見ると、当初人に与えられていた支配権を主が行使されたことがわかります。最初のアダムは罪を通してその支配権を失いましたが、最後のアダムはそれを完全に現されました。また、父なる神に対する主の信頼を強調している、以下の節を読ませなさい。ヨハネによる福音書六章三八節、七章十六節、七章二八、二九節、八章二八、二九、三八、四九、五〇節、五章三〇節。


  



  図五


  [image: ]


  



  エデンの園での誘惑の光景と荒野での誘惑の光景を比較すると、大いに助けになるでしょう。一つの授業全体をこれにあててもいいでしょう。最後のアダムは、最初のアダムを打ち負かしたのと同じ誘惑者を相手にされたことに注意しなさい。美しい園で注意深く誘惑の計画を練った同じ狡猾な精神の持ち主が、最後のアダムを罠にかけて打ち負かすために、荒野で誘惑を用意しました。しかし、私たちの始祖が神の御言葉に疑いを持ち、不従順だったその所で、最後のアダムは「このように記されている」と繰り返し、最後まで堅く従順を貫き、信頼のうちにへりくだられたことに注意しなさい。最初のアダムは、罪を犯した時、神から賜った支配権を失い、サタンの奴隷になりましたが、最後のアダムは支配権を行使し、王として荒野から上られました。


  ここで、この文脈で使われている「支配」の意味について、生徒たちに説明しなさい。なぜなら、この主題はほとんど理解されていないからです。真の支配は、被支配者の最高の幸福を目的としており、自分を犠牲にしてこれを行うことを選んで、これを実現する力を持っています。支配は独裁の正反対です。独裁は、配下の者たちを犠牲にして利己的野望を遂げることを目的としています。


  「神は人を地上の支配者として創造された。人はこの地上で、神の代表、王となるべきであった。万物が人に服すべきであった。王職の概念は、人から人に委ねられる権威のことではない。それは下からではない。それは、天と地の至高の主によって与えられる力と主権である。」（アドルフ・サフィア）


  罪を犯した時、サタンは支配権を失い、独裁の生涯に入りました。サタンは王として臣民を治めたのではなく、主君として奴隷たちの上に君臨したのです。この事実に注意を喚起しなさい。


  「大天使といえども、独立した王ではなく、臣下にすぎない。もし自分に委ねられた王国を正しく治めないなら、それは他の者に与えられるのである。」（ストックマイヤー牧師）


  この神・人の人性が無罪・依存・勝利であることを見るのは、今や容易でしょう。彼には、宇宙が創造される前から神の御心の中にあった、人類を贖うためのあの計画を遂行する用意があります。神が全知であることを思い起こしさえすれば、これは証明されます。神にとっては、常に現在時制です。神には過去も未来もありません。人を創造する前に、神は人の罪の結果をご覧になりました。そして、選択する力を持つ者を創造することから来る責任を担われました。神は、一つの道を備えることにより、その責任を果たされました。その道により、人は選択する力を用いて、罪から解放され、栄化された神の子になることができます。こういうわけで、神の贖いの計画は人の罪――これにより神の贖いの計画が必要になりました――に先立つのです。


  



  贖い主は何をなさなければならないか


  



  さて、この計画を遂行するにあたって贖い主が何をなさなければならないか、慎重に指摘することにしましょう。第一に、彼は罪深い人類と同じにならなければなりません。これは深いへりくだりを意味します。ピリピ人への手紙二章八節にこれが示されていることがわかります。その前の節は、「彼はご自分を無にして、人の姿になられました」と述べていますが、この節では、「彼は人としての有り様で見いだされ、ご自分を低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまでも従順になられました」と述べています。


  第二に、罪の完全な刑罰――すなわち、死、神からの分離――を受けるために、彼は罪人と同じになり、身代わりとして罪と死の法則の働きの下に来なければなりません。


  第三に、彼は身代わりとしてこの刑罰を受けて、より高次の法則、命――神の命――の霊の法則の働きを現さなければなりません。


  第四に、栄化された神・人として、彼は贖われた人類の新秩序のかしらにならなければなりません。贖われた人類は、彼の命にあずかり、ついには彼のかたちに同形化されて、彼の似姿になります。


  神・人であるイエス・キリストは、これをみな行おうとしておられました。なぜなら、「見よ、わたしはあなたの御旨を行うために来ました。おお、神よ」と彼は言われたからです。


  



  第二部 完全に成就された神の贖いの御計画


  



  この学びの第二区分に入る時、授業を受けている生徒たちは、第一区分で述べた事柄をよく理解している必要があります。さもないと、人類を贖うための神の素晴らしい御計画の遂行を、完全に理解することはできないでしょう。


  



  苦しむ三位一体


  



  この贖いの御計画は、三位一体の神の苦しむ聖愛の現れです。そして、この苦しみはカルバリにおける歴史的現れに先立ちます。教師はこの事実を強調しなければなりません。メイビー博士は「十字架の神聖な理由」の中でこう述べています、「深い意味で、神は十字架上で『死を味わわれた』のです。十字架は、カルバリに立てられる前に、天にありました。イエスの地上の母親であるマリヤの心を貫く遥か前に、剣が天の御父の心を貫きました。この有史以前の神の苦しみは、キリストの犠牲的生涯の一部だっただけでなく、そのすべての源泉でもありました。『神はそのひとり子を賜ったほどに、世の人を愛された』のです」。


  苦しむ三位一体のこの見解は、「聖なる神は、ただ御子の贖いの御業によってのみ、罪人を滅ぼさないよう宥められる」という誤った教えの受容を不可能にします。メイビー博士は続けて言います、「これまでしばしば、父なる神は無情な観念的主権者として示されてきました。そして、罪人を御父から守る存在として、御子が御父に対抗する地位に置かれてきました。これは福音の体系にとって災いだったのではないでしょうか？この観念は真の父権を大いに損なってきたのではないでしょうか？そして、神の主要な関心事は観念的な愛なき栄光を維持することであり、キリストはこの水準を保つためにあらゆる苦しみを耐え忍ばれ、他方、人はその恩恵にあずかるかのように、思わせてきたのではないでしょうか？」。


  前述したことを証明するために、次の節を読ませなさい。コリント人への第二の手紙五章十九節、テモテへの第一の手紙三章十六節、使徒の働き二〇章二八節後半。「彼（神）がご自身の血をもって買い取られた」という表現に注意しなさい。この表現は、三一の神の唯一性だけでなく、イエス・キリストの神性をも証明します。私たちは今、「世の基が置かれる前から定められていた小羊」について述べている節を、よりよく理解できます。ペテロ第一の手紙一章十八～二〇節、黙示録十三章八節。「贖いは、その原則において、また神において、永遠である。しかし、贖いは永遠ではあるが、人に効力を及ぼす時は歴史的である」（メイビー博士）。これは真実です。


  



  予表された神の小羊


  



  さて、この歴史的出来事を詳細に調べることにします。興味深いことに、旧約聖書は贖いの達成の事実だけでなく、それが成就される方法も予表・予告しています。この犠牲的要素が、一筋の真紅の紐のようにページを貫いています。最初それは、創世記三章二一節に見られます。この節を生徒たちに注意深く読ませなさい。主なる神が罪深い夫婦に着せたこの「皮」とは何だったのでしょう？一つの手がかりを与えている創世記四章二、四節に注意を喚起しなさい。主なる神はアダムに、一頭の小羊をほふって、必要な覆いを用意するよう指示された、と信じるのが合理的ではないでしょうか？聖書全体を通して、小羊が罪のためのいけにえの供え物と関係している事実を考えると、これは論理的推論ではないでしょうか？主なる神はアダムに、最上の愛情を惜しみなく注いできた一頭の小羊――おそらく、とっておきの小羊――を取って、何ら死に値することをしなかった無垢な信頼しきっている獣の体に、自分の手で鋭い火打ち石を突き立てるよう指示された、と信ずべきあらゆる理由があるのではないでしょうか？命の血が流れ出た時のこの人の気持ちを想像できるでしょうか？次に、彼がその皮から自分の罪のために必要になった覆いを造りはじめた時、この犠牲的死の意味を教えてもらう必要はあったでしょうか？彼は自分の内側深くで、自分の罪のために犠牲になった命は、その罪の結果を覆うだけでなく、それを効果的に解決する、さらに尊い命の型・象徴であることを知っていた、と私たちは信じることができるのではないでしょうか？


  今アダムの心の中で、約束された「女の種」がほふられた小羊と結びついたのではないでしょうか？彼は今、「かかとを砕く」ことは約束された方の犠牲を意味し、蛇の「かしら」を砕くことは「女の種」が成就する輝かしい究極的結末を意味することを、理解したのではないでしょうか？ほふられた小羊の覆いを身にまとった時、彼はそれにより、約束された方の犠牲的御業と罪やサタンに対する完全な勝利とによって、自分が彼と一体化されることを認識したのではないでしょうか？アダムとエバが神の贖いの御計画をどの程度理解したのかはわかりません。しかし、聖霊なる神の照らしを通して、彼らが神のほふられた小羊を信じるのに十分な理解を得たことはわかります。


  この時から、罪のためのいけにえの思想が人の心に宿りました。ですから、アベルが神の指示どおりに、いけにえの供え物にするために自分の小羊を連れてきたのを、私たちは見ます。後に、イスラエルのエジプトからの脱出と関連して、聖書は過越の小羊について述べています。この過越の供え物は、荒野の幕屋や後のエルサレム神殿で継続的に記念されました。実に創世記から黙示録まで、聖書全体を通して、ほふられた小羊の象徴や実質が見られます。


  



  人は命の木への既得権を失う


  



  今、創世記三章二二～二四節を読む必要があります。もし正しく理解するなら、この節は人類の成員に、贖いと輝かしい子たる身分の尊い希望を与えます。ロザハム訳からこの節を読みましょう。「そこで神であるヤハウェは言われた。『見よ！人は善悪を知ることに関してわれわれのひとりのようになった。それゆえ今、人が手を伸ばして、命の木からも取って食べ、代々に生きることがないように』。そこで、神であるヤハウェは人をエデンの園から追い出されたので、人は自分がそこから取られた土を耕すようになった。こうして、神は人を追放して、命の木への道を保つ（あるいは、守る）ために、エデンの園の前に、ケルビムと回る炎の剣を置かれた。」


  「神であるヤハウェ（あるいは、エホバ・エロヒム）」は、欽定訳では「神である主」と訳されています。この表現は、人が創造されるまで聖書に出てきません。（創二・四、七を見よ。）それは「自分自身を啓示する、自存する方」、現された神を意味し、それゆえ永遠の御子を暗示します。旧約でエホバと訳されているヤハウェは、贖う神の御名です。それは新約のキリストを暗示します。創世記一章二六節等に見られるエロヒムは、完全な三重性における神を暗示する複数名詞です。この節と少なくとももう一つの節（創十一・七）で使われている「ヤハウェ・エロヒム」は、「われわれ」という人称名詞と同じく複数形です。


  「善悪を知ることに関して」という表現は、絶対的に神に依存し続ける結果生じる経験的知識よりも、独立した行動の結果生じる経験的知識を、人が選んだ事実を示します。この表現は、人類の成員は「おのおの自分の道に向かって行った」という宣託の言い替えです。二二節は未完了時制で、説明するのが困難です。しかし、象徴としての命の木に関して前に述べたことをすべて慎重に考慮するなら、この難解な句は理解しやすくなります。おそらく次のような言い換えが、この言葉を語られた時の神の御心をよく伝えるでしょう。「人は命の木から食べることを選ぶかわりに――命の木から食べていたなら、人は永遠の命と不死を得ていたでしょう――善悪を知る知識の木から食べることを選んだので、人はエデンの園から送り出されて、自分の選択の結果を悟らなければならない」。前に注意したように、「………しないように」という表現は不確実性を意味しません。神がエデンの園から人を送り出されたのは、命の木が象徴するものを人から剥奪するためではなく、人に「自分は命の木への既得権を持っている」と思わせないためでした。人は命の木への権利を失いました。


  



  命の木への道は保たれる


  



  しかし今、次の貴重な事実に注目しなさい。すなわち、人は命の木から食べる既得権を失いましたが、その木への道は守られており、人に対して開かれています。ですから、その道を選ぶなら、人はその木への権利を持ち、その実を自由に食べることを許されます。命の木へのこの道を守るためになされた素晴らしい備えに、注意深く注目しなさい。神の聖と愛は、それによって罪深い人が神の命にあずかるよう、一つの道を用意しました。命の木を取り囲むケルビムと回る炎の剣は、この神の聖と愛の絵図であり、見る者に畏敬の念を生じさせます。しかしおそらく、「なぜこのように絶え間ない守りが必要なのでしょう？」と問う人がいるでしょう。それは、サタンができるものならその道を閉ざそうとしているからです。サタンは、もしこの道が罪深い人に対して開かれ続けるなら、人に対する自分の支配が永久に終わるであろうことを、直ちに認識しました。彼の諸々の狙いは成就しないでしょう。この道とは何でしょう？神の小羊のいけにえの供え物――神の贖いの御計画です。


  



  サタンは命の木への道を閉ざそうとする


  



  これまで述べてきたように命の木への道は守られました。これが象徴する神の御旨を悟ったその瞬間から、サタンはその腐敗した知恵と利己的な力をすべて一つの目的に傾注しました。神の贖いの御計画を挫折させることに傾注したのです。この世にはじめて生まれた子供であるカインに対して、サタンが成功を収めたことがわかります。カインの知性は罪深い遺伝のせいですでに汚されていましたが、その知性にサタンはある思いを吹き込みました。その思いとは、ほふられた小羊以外の何か別のいけにえの供え物をささげるというものでした。創世記四章一～八節に記されている二つの供え物の記事を生徒たちに読ませなさい。そして、各々の意義を説明しなさい。六節と七節のロザハム訳はとても助けになります。「そこでヤハウェはカインに言われた、『なぜあなたはこれに怒っているのですか？なぜ顔を伏せるのですか？もしあなたが正しいことをしているなら、顔を上げるべきではないですか？しかし、もしあなたが正しくないなら、入口に罪を担うものが横たわっています』」。この最後の句は、主なる神が次の事実に注意を喚起された事実を示しています。すなわち、アベルは自分の群れから取った一匹の小羊を供え物として彼に与えるつもりだったのです。アベルはそうすることを望んでいたことを、まさにヘブル語本文は示しているように思われます。なぜなら、アベルはこの象徴を理解しており、自分のいけにえをささげることにより、神の小羊を信じる信仰を表明したからです。（ヘブ十一・四を見よ。）アベルの模範に従うよう、カインはさんざん機会を与えられましたが、意図的にそれを拒みました。神の贖いの御計画と、ほふられた神の小羊を信じることとを拒否した最初の罪人は、カインであることがわかります。


  次に、この贖いの計画の実行を妨げようとするサタンの試みについて見ることにします。事実、サタンはカインを導いて自分の兄弟を殺害させ、こうして女の種の約束を無効化しようと計画しました。というのは、サタンは将来を見通すことができず、この約束された方がベツレヘムに生まれることがわからなかったからです。疑いなくサタンは、アダムやエバ同様、この来たるべき方はエバの子供であると見込んでいました。


  旧約聖書の大部分は、贖い主が出ることになっているこの種族、部族、家族の歴史を扱っています。興味深いことに、どの世代でも、サタンはこの約束された方の誕生に関する諸々の預言を無に帰そうとしました。ダビデの王家の系統が絶滅するかのように思われる時が幾度もありました。しかし、神はヨアシの場合のように、それを阻止されました。（二歴二二・十～十二を見よ。）ありとあらゆる偶像崇拝や邪悪さがこの国に災厄をもたらしましたが、約束された贖い主に関する神の御言葉は文字どおり成就しました。神・人の誕生後、サタンはこの方を殺そうとしました。この方のバプテスマの後、サタンは巧妙な誘惑により、この方を支配しようとしました。神・人の地上の務めの間ずっと、それをなすようこの方に与えられた御業を、サタンは邪魔し、無に帰し、阻止しようとしました。神・人は、「わたしは自分の羊のために『自分の命を捨てます』」と言われましたが、ゲッセマネの園でその命をサタンは奪おうとしました。（ヨハ十・十四～十八参照。）用いうるあらゆる方法を尽くして、サタンは神の贖いの計画の遂行を妨げようとしました。


  



  神の贖いの成就―― 一つの決定的な行い


  



  すでに述べたように、人類を贖う神の愛と聖は一つの決定的行いとして現されました。これをもう少し詳しく調べることにしましょう。神がこの罪の問題の解決に取り組まれる場合、それは数世紀に及ぶ過程の形を取るのではなく、一つの行いによって成就される、と推定できるように思われないでしょうか？


  しかし、「あらゆる時代や経綸の罪人たちを、神はどうやって法理的に一瞬で取り扱えるのか？」という質問があるかもしれません。それはただ、彼らの公的頭首を取り扱うことによってであり、代表者としてのこの方の数々の御業を彼らが自分の選択する力を用いて個人的に承認することによってです。ですから、イエス・キリストが、非受造の（永遠の）命の領域に生きる最後のアダムとして、その地上の歩みにより、拠り頼む、聖なる、勝利の命を明らかにされた後、彼には最初のアダムの種族に関して代表者として行動する用意がありました。この方は、最初のアダムの種族とご自身を同一視されました。罪のない者であるこの方は、命、聖潔、平和、愛の領域の中に生きておられましたが、最初のアダムの子孫たちが住んでいたこの領域の罪で毒された大気の中に人性をもって自発的に下ることをよしとされました。個人的には、彼に罪はありませんでした。代表者として、全人類の罪が彼の上に置かれました。そして、彼の人性は「罪と死の法則」の作用圏内に入りました。この「罪と死の法則」は完全に不動のものであることを、私たちは見いだしました。その時、彼は代表者として、罪深い人類がそれに値する、この打撃、滅び、刑罰を担わなければなりませんでした――神の聖がこれを要求したのです。


  この罪を担う方の無罪性のゆえに、神の聖があがめられることは明らかです。罪人たちはこの一撃を受けるに値しました。この罪の無い方はそうではありませんでした。ですから、「イエスの死は、罪人全員の死よりも、義なる支配の正当性を示す輝かしい証拠だったのです」（メイビー博士の「十字架の意義とメッセージ」から）。


  



  旧約聖書が予示していたキリストの死に方


  



  さて、この裁きによる死に方について考えることにしましょう。使徒の働き二章二三節にこれが述べられているのがわかります。「この方は、神の定めた計画と予知によって渡されましたが、あなたたちはこの方を捕らえて、邪悪な手で十字架につけて殺したのです」。この死に方は旧約聖書に示されていたのでしょうか？過越の小羊はユダヤ人の祭壇上にささげられました。しかし、磔殺による死はユダヤ人の処刑法ではありません。周知のとおり、当時、ローマ帝国が不遜な世界の支配者であり、パレスチナはその統治下にありました。ですから、神の小羊はローマの十字架につけられたのです。比喩的に言って、全世界がこの十字架を見ることができました。ローマが征服するよりも早い時代やマケドニヤの支配の間に彼が死に渡されていたなら、その死はあまり壮観ではなく、外部に対してあまり印象的でもなかったでしょう。神は贖いの計画を実行するために、人類史の中の適切な時を選ばれました。


  *素晴らしいことに、この贖いの物語はすべて、星空に記されました。人が創造される遥か昔、星座が蛇、乙女、子供について告げ、そしてとりわけ明るく、南天の空に十字架を輝かせていたのです。


  
    *注記： この主題について調べたい教師は、シースによる「星々の福音」の写しを得るといいでしょう。

  


  頑丈な梁がカルバリに実際に立てられる前の数百年間、神は十字架を示唆するものをたくさん与えてくださったように思われます。過越の小羊の体は、焼かれる前に木の棒の上につけられました。それによって形造られた十字架を見ずに、イスラエル人が過越の小羊を用意することは決してなかったでしょう。その体が垂直方向に伸ばされれば伸ばされるほど、水平方向の端から端までは短くなりました。私たちから見ると、この類似は実に驚きです。しかし、昔の人々がそれにどんな印象を抱いたのかはわかりません。


  十字架の形は、幕屋の調具の配置の中に見られます。また、竿の上の蛇も十字架について物語ります。（出四〇・二〇～三〇、民二一・八、九を見よ。）


  スコフィールド博士は、詩篇二二篇のことを「磔殺による死の絵図」として描写しています。この詩篇を生徒たちに読ませなさい。そして、キリストの磔殺の詳細を、著者がほぼ完全にすべて描写していることに、注意させなさい。著者はまるで、数百年前に書いているのではなく、その光景の目撃者だったかのようです。スコフィールド博士はこう付け加えています、「磔殺がユダヤ人ではなくローマ人の処刑法だったことを思い出すとき、霊感を示すこの証拠にあらがうことはできません」。ですから、小羊だけでなく十字架も旧約聖書の中に予示されていたことが明確にわかります。これは使徒の働き二章二三節で述べられている神の予知と完全に一致します。


  



  磔殺の物語


  



  さて、四福音書が語る磔殺の出来事について、生徒たちは読まなければなりません。マタイによる福音書だけが与えていて、他の物語には見られない、この出来事の諸々の詳細に注意しなさい。それらの詳細について黙想しなさい。マルコによる福音書の御言葉を調べて、他には見られない表現があるかどうか見なさい。ルカの記事の中にある表現で、その福音書に固有のものに注意しなさい。また、ヨハネによる福音書の中の詳細で、他の福音書から省かれているものを見つけなさい。この光景全体が心眼の前に鮮やかに浮かび上がるまで、これらの物語をまとめあげなさい。十字架におけるキリストの様々な発言を順序どおりに並べて、それらの発言について時間をかけて祈り深く黙想しなさい。イザヤ書五三章一～九節を読ませて、注意深く、恭しく、一つ一つの節を思い巡らせなさい。六節を読む時、教師は円形の穴があいた黒い円盤を、厚紙に描かれた「神・人」の象徴である星の上にかぶせなさい。この円形の穴はこの星の中心を示すものでなければなりませんが、「魂と体」を示す他の円を完全に覆わなければなりません。（図六を見よ。）彼の本質的神性の上に罪が置かれることはありえなかったこと、しかし、その目的のために彼の人性がこの世にもたらされたことを説明しなさい。（ヘブ二・九を見よ。）イザヤ書五三章六節の「すべての」という言葉に注意を喚起しなさい。全人類の罪が彼の上に置かれました。そして、私たちの咎のために、「この打撃が彼の上に降りかかりました」（ロザハム訳）。その証拠は、「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」という、この恐ろしい叫びの中に見いだされます。その少し前に、この方の口は、「父よ、あなたがわたしの願いを聞き届けてくださったこと、常に聞き届けてくださることを、わたしは知っています」（ヨハ十一・四一、四二）と述べていました。この発言は罪なき彼の人性にとって自然な発言でした。しかし今、聖なる神から分離された罪人たちの種族の叫びを、彼は発します。


  



  図六


  [image: ]


  



  まことに、「罪を全く知らない方が、私たちのために罪とされた」（二コリ五・二一）のです。まさにこの時、彼はすべての人のために死を味わっておられました(ヘブ二・九を見よ）。死とは「外界との交流がなくなること」であることを思い出しましょう。神は依然として彼の周りにおられましたが、かつて経験したことのない恐るべき何かが彼の人性の上にのしかかりました。その何かとは、神に応答しないものであり、言い尽くせぬ苦しみを引き起こすものでした。その何かとは人類の罪という大きな山であり、それが彼の人たる魂を砕いたのです。


  



  神・人の身代わりの苦しみ


  



  神・人のこの身代わりの苦しみを理解できるでしょうか？できません。神がキリストにあってご自身の苦しむ愛と聖を現された、あの恐るべき時のこの奥義は決して理解できません。しかし、神は私たちを創造する時、低い水準で身代わりとして苦しむ能力を与えてくださいました。これは、この苦しみの時をかすかに理解する助けになります。多くの人が他人のために苦しんできました。ある人々の場合、この身代わりの要素があまりにも強いため、彼らはまさしく他人の心情の中に入り込んで、他人が経験していることを実際に感じているかのように思われます。わがままな子供の非行のせいで苦しみを被っている敬虔な父や母にとって、まさにそうだったことがしばしばです。しかし、このような苦しみは、たとえそれがもっとも辛くて犠牲的なものだったとしても、この罪の無い方の苦しみを私たちに理解させることはできません。この方は、一人の人の罪ではなく、人類全員の罪を実際に感じたのです。イザヤ書五三章で魂という言葉が贖い主の苦しみに関して三回見られることに注意しなさい。十節～十二節を読みなさい。前に見たように、魂は自己意識の座です。ですから、この語がこの節で使われているのは、大いにもっともなことです――なぜなら、この方の全人格が、罪との接触の恐るべき衝撃を感じたからです。心理的に、彼は最も恐るべき「複合体」を経験しておられました。罪が、彼の罪の無い性質の上に置かれて、その魂を死に至るまで注ぎ出させました。彼の愛と従順の姿勢は常に、「見よ、わたしはあなたの御旨を行うために来ました」でした。しかし今、全人類の罪であるあの恐るべき神への敵意が、人たる自分の魂の上に置かれるのを、彼は感じました。私たちに贖いをもたらしたこの身代わりの苦しみが、私たちの主の人性の内なる人の中に生じたことを、生徒たちに印象づけなさい。


  神・人は身代わりで罪を担い、その罪によりその人間的魂は砕かれました。それだけではありません。彼はまた、サタンの敵勢すべてに取り囲まれました。それはまさに、彼が語られた「暗闇の時と力」でした。（ルカ二二・五三を見よ。）サタンと、その堕落した使いたちや悪鬼どもが、彼を包囲しました。それはサタンにとって戦略的瞬間であり、自分の力を十字架上の御方の上に傾注し尽くしました。この御方は、それまでサタンを撃退して征服してこられましたが、今や、神の御顔から分離された苦しみの中、罪人として十字架にかけられています。「神は彼を見捨て、迫害し、取り去られた」が、まことに彼の心の声でした。


  この瞬間、遥か昔にサタンに関して述べられた、「あなたは彼のかかとを砕く」という預言が成就されました。ああ、この時の暗闇！不可視の領域でなされていたこの恐るべき戦いに、自然の諸力が応答したのも不思議ではありません。（マタ二七・四五参照。）


  突然、大きな勝利の叫びが十字架からあがります――「成就した」。そして次に、平安の中で、「父よ、わたしの霊を御手に委ねます」という声が続きます――こうして、すべてが完了しました。


  自分たちのメシヤを渡して十字架につけた信心深いユダヤ人たちは、特に聖なる過越の安息日に彼が十字架につけられたままではまずいと、たいそう心配しました。彼らはこの安息日を汚すことを入念に避けました。彼らはまた、疑いなく、人々の反応を恐れました。多くの人が敬っていたこの人、その恵みを人々が受けていたこの人の、瀕死の苦しみを見ることを許されたら、人々はどう反応するでしょう。磔殺による死は、ゆっくりした、延々と続く過程であり、十字架につけられた人は十字架上で何時間も生き延びることがしばしばでした。ですから、これを知っていたので、この三人の犠牲者の足を折って死を早める許可を、彼らはピラトから得ました。それにしたがって、兵士たちは進み出て、「彼と共に十字架につけられた最初の者と、もう一人の足を折った。ところが、イエスのところに来ると、すでに死んでいるのが見えたので、彼の足を折らなかった」。ヨハネによる福音書十九章三一節～三三節。これは預言の成就だったことに注意してください。この詳細も、イスラエルの家族が食べた過越の小羊との関連で予示されていましたが、これにも注意してください。小羊を出す時、骨を一本も折らないよう、とても気をつけていたのです。（民九・十二、詩三四・二〇を見よ。）彼がすでに死んでいるのを見つけて、兵士たちは驚きました。壮年の男性の場合、これはとても異例のことでした。彼らはその死を説明できませんでした。しかし、自分への命令を忠実に果たすために、「兵士の一人が槍で彼の脇を貫いた。すると、直ちに血と水が流れ出た」。これは目撃証人の証しであり、愛された弟子であるヨハネの証しです。ヨハネはこの出来事を大いに強調しているように思われます。なぜなら彼は、証人としての証しに関して、こう付け加えているからです、「この証しは真実です。彼が真実を述べていることを、彼は知っています。それは、あなたたちが信じるためです」。この証しの意義は何でしょう？この証しは、すでに述べられている真理を、どのように確立するのでしょう？医者なら教えてくれるでしょう。この死は実際に心臓破裂によって引き起こされたものであり、神・人が私たちのために「罪とされた」時に経験した、恐るべき苦しみの結果だったのです。


  



  イエスの死の肉体的原因


  



  ストラウト博士は、イエスの死の肉体的原因というこの主題について、とても明快な科学論文を書いています。その論文の中で、彼は心臓とその機能について描写した後、強烈な感情の結果、この器官が拡張状態にあったことを、続けて描写します。彼はこう付け加えています、「若くて活発な被験者の場合、心嚢の中に集められた血液は、すぐにその成分に分かれてしまう。すなわち、血清と呼ばれる青い水っぽい液体と、血塊と呼ばれる深赤色の軟らかい凝固体とに分かれるのである」。ですから、「すると血と水が流れ出た」という記述は、心臓破裂を示唆しています。しかし、他にも示唆がいくつかあります。医者であるルカが記した福音書では、血の汗について記しています。これは精神的苦しみによって引き起こされた心臓裂傷を示しています。「苦しみの中で、彼はさらに熱心に祈られた。そして、彼の汗が大きな血の滴のように地に落ちた」（ルカ二二・四四）。他の医者たちもこの記述について言及してきました。次のことをご理解ください。彼らはイエスの死の肉体的原因が心臓破裂であり、ひどく恐ろしい致命的苦しみの結果であることを、明快に証明しています。そして、少なくとも一人の不信仰な医者が、イエスが人類のために罪を担われたことを証明するこれらの肉体的証拠に感銘を受けて、彼を贖い主として信じるよう導かれたのです。


  イエスの死の肉体的原因についてのこの知識の光に照らして見るとき、ゲッセマネの園の光景は、なんと大いに神聖なものになることでしょう。その場所で、神・人は人類の罪の大気の中に入り始めました。そして、苦しみが強まるにつれて心臓が膨張していくのを、彼は感じることができました。それは命にかかわることでした。四肢は冷たくなり、呼吸は困難になりました――これらの兆候が何を示すのか、彼はご存じでした。さらに苦しみは増し続け、血の汗の大きな滴が地面に落ちて、死が近いように思われました。それでも、彼は十字架に行かなければなりません。ゲッセマネで死ぬことはできませんでした。神に対する信頼は決して揺るぎませんでした。「そして、その場所に、天から彼に御使いが現れて、彼を力づけた」（ルカ二二・四三）。彼は静かに、自分を捕らえるために来た暴徒と会い、煩わしい不法な裁判を経過し、様々な侮辱を被り、自分の重い十字架を取って、磔殺の丘に向かって行かれました。ああ、私たちの心は彼――「カルバリの人」――神の小羊を偲びます！


  



  埋葬


  



  今、命なき体が十字架から取り下ろされ、葬りのために整えられます。この方は優しい目で、地上の務めの間、何度も群衆をご覧になり、自分の周りの小さな子供たちをかわいがって微笑まれました。その目は今や、死により閉ざされています。この方は御手で、らい病人、盲人、耳の聞こえない人、口のきけない人、病人にさわられました。その両手は、十字架から体を取り下ろされる時、力なく体のわきに垂れ下がりました。嵐をしずめ、悪鬼どもを追い出し、死人をよみがえらせ、命と希望の言葉を語られたその御声は、今は沈黙しています。少し前に、「わたしは復活であり、命です」と言われた方は、今や、死の中に静かに横たわっておられます。イエスは死なれました。


  次に、その体は墓の中に置かれ、大きな石がその墓所の入口に転がされました。（マタ二七・五七～六〇。）もしピラトがその石の上に碑文を刻むよう配慮していたら、「ユダヤ人の王であるイエス、ここに眠る」と記していたでしょう。サタンが碑文を記していたら、「私が征服したナザレのイエス、ここに眠る」となっていたでしょう。しかし、神が碑文を記しておられたら、「罪深い人類、ここに眠る」となっていたでしょう。


  



  キリストの死の二つの面


  



  私たちの代表であるイエス・キリストに言えることは、私たちにも言えます。この事実に何度も何度も注意を喚起する必要性を、教師は経験するでしょう。授業の生徒たちが神の贖いの計画に関する理にかなった適切な観念を得るには、彼の死の二つの面をはっきりと見てもらわなければなりません。贖いに関する諸々の真理を示す時、「キリストが死んでくださったのだから、自分は死ななくてもよい」「彼が自分の罪のために苦しんでくださったので、自分は刑罰を免れることができる」と聴衆が感じるような形で示してはなりません。むしろ、「この打撃が彼の上にふりかかった時、自分も処刑された」「彼が死を被られた時、自分も彼にあって死んだ」ことを、はっきりと示さなければなりません。（二コリ五・十四とロマ六・一～十一を見よ。）罪の無い最後のアダムは、最初のアダムの罪深い種族全体を御腕の中に集めて、カルバリに連れて行かれました。この打撃は、彼と彼が包含したすべての人の上に降りかかりました。そして、罪人として、全人類が神の聖の水平線から姿を消しました。


  キリストの贖いの御業について大いに黙想していた、ある若いクリスチャンは、「キリストが自分のために死んでくださった時、自分は罪人として、受けるに値するものを、どのように受けたのだろう？」と知的困難を覚えました。彼女は神の御言葉が述べている数々の事実を信じていましたが、彼女の正義感はこう言いました、「私は自分の罪のために罰せられるべきです。私がしたことのせいで他人が罰せられるのは、公平ではないように思われます」。神は彼女が必要としている照らしをお与えになりましたが、それはとても尊いことでした。ある晩、夢の中で、自分の愛する人が被告人として、正義を代表する厳格ないかめしい人物の前に立っているのを見ました。悪い行いをしたその人の顔は、罪を認めて恐れている表情をしていました。あたかも、正義の杖が今にも、その人の受けるべき恐ろしい罰を執行しようとしているかのようでした。その重たい杖が被告人の差し出された手の上に打ち下ろされようとしたその瞬間、その若い女性は、愛の権化となって前に進み出て、その罪人の手の所に自分の上向きの手を置き、その打撃をすべて受けました。被告人は、「自分は受けるべき刑罰を受けた」という表情をしました。そして、それと同時に、悪行を真に悲しむ表情をしました。苦しむ愛の介入と身代わりの行いによって目覚めた悲しみでした。その時、この若い女性はわかったのです。自分は罰せられたこと、罪人として受けるべき刑罰を自分は個人的に受けたこと、しかし、キリストがその打撃の威力を受けてくださったことがわかったのです。


  ここに一体化と身代わりの両方を見ることができます。「キリストは私のために死んでくださった」と言う時、それは私たちにはあずかれない彼の死のある要素のことです――（この「打撃」の威力のことです）。これは彼の死の身代わりの面です。「キリストにあって私は死にました」と言う時、それが示す事実は、私たちは代表者である彼の死の中で彼と一体化されたということです。


  



  キリストが「味わわれた」死


  



  しかし今、彼の死の身代わりの面について、もっと真剣に調べることにしましょう。彼が「すべての人のために死を味わわれた」とは、どういう意味でしょう？（ヘブ二・九を見よ。）これが分解以上のことを言っているのは明らかです。この死はいかなるものだったのでしょう？前の授業で述べた、「死とは外界との交流がなくなることである」という死の定義を、もう一度思い出しましょう。これが罪の合理的結果です。罪人たちは神に応答できません。この応答不能性は、神からの分離の自覚を生じさせます。すでに見たように、人に関するかぎり、この分離は永遠に続きます。神からの永遠の分離は、永遠の死を意味します。これがキリストが「味わわれた」死でした。


  ですから、次のことがとてもはっきりとわかります。もし彼がヨセフの息子だったなら、そして奇跡により、罪深い両親から生まれた子供を罪無き者とするために遺伝の法則が無効化されていたなら、彼はご自分の種族の罪のためのいけにえになろうとする慈悲深い試みにより、この永遠の死の中に巻き込まれていたでしょう。そして、この種族の構成員の状態には何の変化も生じていなかったでしょう。非受造の命を持つ方だけが、その力に捕らわれずに、永遠の死を「味わう」ことができました。「命の御霊の法則」の下にある方だけが、「罪と死の法則」の作用圏内にやって来て、それを超えて復活することにより、それを無効化することができました。


  とても単純な例証により、生徒たちはその意味を理解できるでしょう。一羽の鷹が険しい岩山の上にとまって、断崖を眺めています。すると、一匹の蛇が音もなくその岩に這い寄ってきて、その鳥の体にがっしりと絡みつきます。両方とも断崖の縁から落ちますが、底に着く前に、鷹は絡みつく蛇をほどいて、空高く舞い上がります。他方、蛇は下の地面に落ちます。蛇は、地面に向かって引き寄せる重力によって支配されます。鷹は重力の力を受けますが、浮力の力によってそれに打ち勝ちます。


  神・人は「死を担う体と命を与える力と共に」（メイビー）この世界にやって来られました。ですから、彼は永遠の死の領域に下ることができました。そして、ご自身の非受造の命によって永遠の死を超越することにより、行くことを選択する人々をご自身と共に連れて行くことができました。


  神の贖いの御計画の要求をすべて満たすには、キリストの死以上のものが必要であることが、今やわかります。神の聖の要求は満たされましたが、神の愛の要求も満たされなければなりません。神は子ら（sons）――神の命にあずかる者たちを欲しておられます。ですから、義であり、聖である、栄化された人類の新しい体制・種族のかしらとして、最後のアダムが現されなければなりません。罪深い人類のこの造り変えは、創世記一章二節が述べている神の再構成の御業に似ているように思われます。それを「新創造」（二コリ五・十七）と呼ぶのがふさわしいかもしれません。


  



  キリストの復活


  



  そこで、イエスの体が墓に納められてから三日目に、石が入口から転がってなくなっているのが見つかりました。キリストは復活されました。ああ、輝かしい復活の朝！これは私たちにとって何を意味するのでしょう？教師は、この出来事を記録している様々な節を読ませて、比較させなければなりません。復活後の最初のキリストの顕現は、マグダラのマリヤに対してでした。ヨハネによる福音書二〇章十四～十八節を見なさい。二番目の顕現は、マタイによる福音書二八章九節に述べられています。他の顕現の順序は次のとおりです。三番目の顕現については、ルカによる福音書の二四章十五～三二節。四番目はルカによる福音書二四章三四節とコリント人への第一の手紙十五章五節。五番目はルカによる福音書二四章三六～四三節。六番目はヨハネによる福音書二〇章十九～二五節。七番目はヨハネによる福音書二〇章二六～二九節。八番目はヨハネによる福音書二一章。九番目はマタイによる福音書二六章三二節と二八章十六節。十番目はコリント人への第一の手紙十五章六節。十一番目はコリント人への第一の手紙十五章七節。十二番目はコリント人への第一の手紙十五章七節。十三番目は使徒の働き一章九～十一節。十四番目はコリント人への第一の手紙十五章八節。各々の引用について学びなさい。そして、目撃者の人数や階級に注意しなさい。ご自分の栄化された体についてキリストが何と述べておられるのかについても、よく注意しなさい。栄化された体の十字架前の体との相違点に注意しなさい。


  福音書の記録の中で復活は最もよく証明されている事実である、と言われています。これはその重要性を示しています。なぜなら、復活がなければ、彼の死の有効性を示す積極的証拠は何もないことになるからです。（ロマ四・二五、一コリ十五・十二～二一を見よ。）


  復活したキリストには、ガリラヤを歩いて教えてまわられた頃と同じ人格が見られます。その優しく見通す目は昔のように光を放っていますが、新たな輝きを帯びています。釘で傷ついた両手は、病んで必要を抱えている人々に祝福のうちに分け与えられた頃と同じですが、その地的性質は消え失せました。弟子たちは、驚きと畏れの中、自分たちの栄化された主を見つめます。しかし主は、ご自分が「全く同じイエス」であることを、弟子たちに確信させます。彼はご自分に触れること、両手の傷と槍で傷つけられた脇腹の傷の治った跡を調べることを、弟子たちに許されます。（ヨハ二〇・十九～二九。）彼は弟子たちの前で食事をし（ルカ二四・四一～四三）、彼らの日々の必要を顧みて、朝食を用意されます。（ヨハ二一・一～十四。）


  復活の力を理解できるでしょうか？できません。なぜなら、復活の力は神に属するからです。しかし、私たちはそれを経験するでしょう。私たちの主の栄化された体は、私たちの栄化された体がどのようなものになるのかを示しています。一つの原子も失われずに、変えられます。教師は今、星を取り囲む黒い円を取り除いて、霊・魂・体を象徴する三重丸の上に、同様の三重丸と言葉が書いてある金色の円板を置かなければなりません。この星は神・人の神性を示しており、彼の栄化された人性を象徴する金色の円板の上にあることがわかります。（図七を見よ。）


  



  図七


  [image: ]


  



  キリストの昇天


  



  キリストは復活の体により四十日間地上にとどまられました。この事実に注意を喚起しなさい。それから、もうひとりの自分である「慰め主」を送ることを弟子たちに約束した後、彼は天に昇って行かれました。彼は、天から目に見える形で戻って来ることを弟子たちに告げ、ご自分の現れに備えて目を覚ましているべきことを弟子たちに要求されました。（使一・九～十一を見よ。）


  打ち破られた敵――横奪者サタン――の領域を、神・人は勝利のうちに通り抜けて上に昇り、敵対する君主たちや支配者たちをご自分から払いのけられました。彼はこの敵どもに「十字架によって勝利した時、彼らを捕虜として大胆にさらしものにされました」（コロ二・十五、ウェイマス訳）。


  「天そのもの」、第三の天に、神・人は昇って行き、神の贖いの御計画を完遂して、「神の右手に座しました。その時から、敵がご自分の足台にされるのを待っておられます」（ヘブ十・十二、十三）。


  イエスが十字架上で語られた「成就した」という御言葉を、神は確証されました。復活と昇天の力を示すことによってです。人類のための神の贖いの御計画は完遂されました。なすべきことは一つも残っていません。永遠の命と永遠の子たる身分が、それを選んで受け入れるすべての人のために用意されています。


  
    「日の下にはひとりもいない、
 　その上にも、この広大な地上のどこにも、
 　天のどこにも、
 　神とキリストに等しい者は。
 　すべてを結集してもこれを無に帰すことはできない、これは成就されたのだから！
 　徹底的に、輝かしく、
 　素晴らしく、勝利のうちに、
 　神ご自身がこれをなしてくださった！
 　我らはそれを維持する。
 　キリストの十字架の御業には無限の価値がある。
 　罪の根源を対処し、
 　その結果をことごとく対処する。
 　そして、神は安息し、キリストは安息しておられる。信じる人も
 　安らかに、しっかりと、喜んで安息することができる、
 　たとえ天と地が過ぎ去っても。
 　授かった命の中で十分に喜べるのだ。」

 　――マラキ・テイラー

  


  



  第三部 取得・実証された神の贖いの御計画


  



  これまで、私たちの学びは客観的観点からでした。今、主観的な面について考えることにします。


  この教程のこの部分に関して、注意の言葉を一言述べる必要があります。第一区分や第二区分で示された諸々の真理を生徒たちが真に理解するまで、生徒がこれらの学びにとりかかるのを教師は許してはなりません。たびたび復習することが必要です。それは、生徒一人一人の理解度を教師が確認するためです。なぜなら、主観的な教えはみな、堅固な客観的基礎の上に据えられなければならないからです。もしこの客観的基礎が弱いなら、厳しい長引く誘惑の圧力や、誤謬や狂信の巧妙な影響に、主観的教えは耐えられないでしょう。


  



  「取得」という言葉の意味


  



  おそらく、「取得する」というこの言葉をこの区分で使う理由を説明した方がいいでしょう。「取得する」という動詞の由来を調べると、それが自分自身の用のために何かを受け取る行為を示すことがわかります。そのイメージとしては、ある特定の用途に供するために与えられたものを受け取る、差し伸ばされた手が挙げられます。この言葉は、贈り物を受け取るために手を伸ばす以上の自己努力を示すものではありません。ですから、信仰の手を伸ばして神の賜物を受け取ることに関して用いるのに、この言葉は適切な言葉であるように思われます。


  



  取得すべきもの


  



  さて、取得すべきものについて考えることにしましょう。この問題に答えるにあたって、キリストの死と復活の代表的側面に、再び注意を喚起しなければなりません。キリストの死と復活の中に含まれるものはみな、その身代わりの御業を除いて、キリストと一体化されたすべての人にもあてはまります。キリストにあって、私たちは罪に対して死にました（ロマ六・一～十一）。そして、キリストにあってよみがえり、神に対して生きる者となりました。最後のアダムの命にあずかる者たちは、彼のかたちに同形化されます。立場的に、贖われた人はみな、キリストが復活されたときに復活しました。こうして、彼らは罪と死に対するキリストの勝利を現します。立場的に、彼らはキリストと共に昇天しました。こうして、彼らはサタンと暗闇の全勢力に対するキリストの勝利を現します。神の計算はキリストの死の代表的側面に基づきます。ですから、贖われた者たちについて述べる時、彼らが将来なるべきものにすでに経験的になっているかのように、神は語られます。これに関して、エペソ人への手紙二章四～六節とローマ人への手紙八章二八～三〇節を読みなさい。神の計算は、最後のアダムの命が彼を取得した人の中で成し遂げることに基づきます。神は、失敗や弱さを自覚している人に対して、「あなたは全く美しい、愛する者よ。あなたには何のしみもありません」と常に言うことができます。だれかが述べた次の言葉は真実です――神こそ、カルバリを信じた最初の方だったのです。


  神が何かをご覧になるには、その歴史的現れを待つ必要はありません。教師は生徒たちを導いて、これを理解させなければなりません。「神は、世の基が据えられる前に、私たちを彼（キリスト）にあって選ばれました。それは私たちが御前に責められることのない聖なる者となるためでした」（エペ一・四）。神は世界を創造する前に、遠い将来実現されることになるものを、はっきりとご覧になりました。すなわち、贖われた者たち――贖い主の命を取得すべき者たち――贖われた者たちの全軍勢が、最後のアダムの栄化された人性に同形化されて、御前に立つのをご覧になったのです。


  



  神の独特な存在構成


  



  神には過去も未来もないことを思い出さなければなりません。非受造の命にとっては常に現在です。神は存在しておられます。「神の存在構成は独特です。神は永遠の神であり、それゆえ、いかなる時にも依存されません――神は『わたしは在る（I AM）』であり、この方にとって、過去も現在も未来も、等しく今日です。神にはまるで始まりも終わりもなく、日々の移り変わりや状態の変化もないかのようです」（アーサー・Ｔ・ピアソン）。今日の相対性理論の議論に照らしてみると、これらの言葉は完全に合理的であるように思われますし、理解するのは決して不可能ですが、把握することはできるかもしれません。創造と贖いに関して、昔の記者の言葉で、こう述べることができます――「神が語られると、それは成る――数千年前に――しかし、私がそれを見いだすのは、後になってからである」。


  今、私たちは理解できます。主イエス・キリストの栄化された人性を満たしているのとまさに同じ命を、私たちは丸ごと取得しなければならないのです。この命は神の非受造の命であり、人の人格に浸透します。ヨハネの第一の手紙五章十一節を生徒たちに読ませなさい。次に、非受造の命を象徴する大きな円板の上に、これらの言葉を記した小さな金色の円板をとめなさい。（図八参照。）永遠の御子によらないかぎり、人は決して神の命を受けられないことを説明しなさい。非受造の命は、私たちのために、御子の内に蓄えられています。太陽の前に光が存在していました。しかし、創世記一章に記されている神の再構成の御業の出来事では――光の担い手あるいは容器として、神が太陽を用意されたことがわかります。それは、地球の大気中に光を拡散するためでした。それと同じように、神は御子――御言葉――キリスト・イエスを、非受造の命と光の担い手あるいは容器として用意されました。「彼の中に命があった。この命は人々の光であった」（ヨハ一・四）。これに関連して、「わたしは世の光です」とキリストはご自身について仰せられました（ヨハ九・五）。神が「御子を持つ者は命を持ちます。御子を持たない者は命を持ちません」（一ヨハ五・十二）と仰せられる時、神が何を言わんとしておられるのかを、私たちはいま理解します。この「命」という言葉は神の命――非受造の永遠の命を指すのであり、この命を神は私たちのために御子の中に格納されたのです。


  



  図八
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  取得に関する聖霊の諸々の働き


  



  神が私たちのためにキリスト・イエスの中に備えてくださったものをすべて取得する方法について、今、考える必要があります。言い換えると、これまで客観的に考察してきたこれらの真理が経験的に私たちのものとなる方法について、考える必要があります。


  前の授業でわかったように、神の一つ一つの行いとの関連で、神の三重性を考える必要があります。私たちは通常、三位一体の三つの「パースン」について語ります。これは、それより良い表現がないからです。しかし、三位一体は一つの人格であることを注意深く覚えておかないかぎり、これは誤解を招きます。私たちは神の三重性を決して分けてはなりません。「神はキリストにあって可視化されるが、聖霊にあって不可視の活動をなさる、唯一の神である」と常に考えるべきです。


  考えを明確にする目的のために、今、聖霊なる神の諸々の活動について述べることにします。聖霊なる神のおかげで、罪深い人類は贖いの御業を認識して取得できるようになります。この贖いの御業は、父なる神が計画し、子なる神によって実行されました。聖霊の方法は――もしこの言葉を使ってもいいなら――どの取得の局面でも同じです。常に「覆う過程」があり、それに続いて、人は必要を覚えるようになります。次に、カルバリで執行された神の贖いの計画に関する照らしが臨み、その必要を満たします。それに続いて、必要を抱えている人の内で信仰が覚醒し、次に、意志が強められて、選択できるようになります。いま述べた「覆う」という言葉は、創世記一章二節の最後の句、「神の霊、すなわち、神の聖霊が、水の面を動いていた（ヘブル語では、覆っていた）」の中に示唆されています。ストックマイヤー牧者は「創世記の黙想」の中で、混沌としていた地上の再構成に関する聖霊の御業と、損なわれた罪人における聖霊の御業との間の類似点を示しています。この予備的働きに関して彼は言います、「神の御霊は神の御言葉のための道を用意します。神が御言葉を語られる前に――（三、六、九、十四、二〇、二四、二六節）神の御霊はその道を備えなければなりません。御霊は浮かび、動き、その塊を覆われます。雌鶏が自分の卵を覆うように」。罪人はそれまで混沌とした世界の中に住んでいましたが、その世界の中から恵みに目覚める前に、不安がその人の上に臨まなければなりません。これは聖霊がその人を覆っているのです。神学者たちはこれを「聖定の恵み」と名づけています。私たちが祈っている人の中で、この予備的御業が成就されなければならないことを、教師は説明しなければなりません。公の集まりや個人的会話の中で、私たちが祈って神の御言葉を述べる時、聖霊は私たちの言葉やとりなしを用いて、この不安や欠乏感を生じさせてくださいます。この不安や欠乏感は成長していき、神学用語で言うところの「認罪」に至ります。罪を認めている罪人は、自分の必要を満たすカルバリを、必ず示してもらわなければなりません。そして、これを聖霊は進んで行ってくださいます――十字架につけられた救い主を啓示してくださいます。救い主が罪を担ってくださったおかげで、罪人は罪の領域から永遠の命の領域に移れるようになりました。信仰が覚醒して、カルバリの贖いの御業はもはや罪人全般のための歴史の一こまではなくなり、「彼は私のために死んでくださったのです」と罪人は叫びます。罪人は悔い改め、場合によっては強い感情を示すこともあります。しかし、強められた意志を行使して罪の領域から永遠の命の領域に移ることを選ばないかぎり、その人は真に再生されません。この意志の行使は悔い改めと呼ばれています。これは「信仰運動の通例」です。


  



  意志の行使としての悔い改め


  



  「悔い改めは意志の行使である。これはどんなに強調しても強調しすぎることはない。その初期のうちは、喜びの感覚や、神と和解したという感覚は、全く無いかもしれない。『生活の仕方が悪く、間違っており、神を傷つけて悲しませている』という意識や、願いしかないかもしれない。この願いは、『生活を改めよう。山々を形造り、風を創造された方、朝を暗闇にし、地の高き所を踏まれる方を求めよう』という決意に変わる。


  悔い改めは信仰の別の面と見なすことができる。両者は同じコインの裏表であり、同じ行いの二つの面である。考えを明確にするために、悔い改め（repentance）と懺悔（penitence）の使い方を区別するといいだろう。前者は、意志の最初の行使に関して用いる。その時、意志は神の霊により力づけられて生かされ、死んだ業から離れて生けるまことの神に仕えるようになる。後者は、年月がたつにつれて、御霊の示しによって強力に造り込まれた諸々の感情から発する。私たちの罪が引き起こした痛みや悲しみ、そして私たちの祝された主に与えている痛みや悲しみを、聖霊は示される。悔い改めは一度きりだが、懺悔は絶えずである。悔い改めは意志においてであり、懺悔は心においてである。」（Ｆ．Ｂ．マイヤー）


  クリスチャンたちが悔い改めの性質をもっとよく理解していれば、「神の子供でも永遠の命を失うおそれがある」ということを証明するためにたびたび引用される聖書の節、たとえばヘブル人への手紙六章六節によって悩まされることはなかったでしょう。教師はこの主題に十分な時間をかけて、悔い改めと懺悔の違いを生徒たちがはっきりと理解できるようにしなければなりません。事の性質上、悔い改めは――そう定義したように――決して繰り返されえない行為であることを、生徒たちは理解しなければなりません。五つ目の厚紙を教師が示すなら、生徒たちがこれを理解する助けになるでしょう。この厚紙は他の四つの厚紙と同じ大きさですが、縦ではなく横に置きます。その中央には十字架があり、十字架の左には黒い円板があります。その黒い円板の上には「罪と死の領域」と記さなければなりません。十字架の右には金色の円板を置き、その上には「キリスト・イエスにある永遠のいのちの領域」と記します。（図九を見よ。）


  



  図九
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  先に進んで、次のことを示しなさい。罪と死の領域の中にある罪人が、その領域を離れて、キリスト・イエスにある永遠の命の領域に入ることを選ぶ時、その人は実際に、一方から他方に経験的に移ります。門として立っている十字架が、その信仰による接触で開き、その人を中に通します。しかし、その門はその人の後で閉じ、十字架の命の側からは決して開かず、その人が戻るのを許しません。


  この選択がなされる時、永遠の命、神ご自身の非受造の命がある一定量、人の霊の中に到来します。生徒たちはこれを明確に理解しなければなりません。その人は今や真に再生されています。すなわち、再び生まれています。再生の次の定義に、生徒が慣れ親しむようにしなさい。


  



  再生とは誕生による神との関係である


  



  再生は誕生による神との関係であり、瞬間的かつ解消不能です。ここで、罪に染まった「霊」と「魂」と「体」を象徴する黒い円板の中央に小さな金色の円板を置き、ヨハネによる福音書一章十二節とヨハネ第一の手紙三章一～三節を読むよう生徒たちに求めなさい。（図十を見よ。）誕生による関係は決して解消されえないことは明らかです。子供は父親の命令に従わないかもしれませんし、父親の心を悲しませて父親からさまよい去るかもしれません。しかし、その子は依然として父親の子供です。他の諸々の関係はなくなるかもしれません。仕事の提携関係は解消されるかもしれません。婚姻関係は無に帰すかもしれません。友人たちは分かれるかもしれません。しかし、誕生による関係は解消不能です。


  



  図十
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  この誕生による神との関係の意義を授業の生徒たちが真に理解しないかぎり、クリスチャン生活の行程は遅々とした不確かなものになるでしょう。多くの人はこう考えているようです、「神の命令に故意に背いていない間は、自分はクリスチャンであり続けます。しかし、自分が間違いだと思うことを何かしでかそうものなら、自分は恵みから落ち、永遠の命を失ってしまいます」。再生の時に受けた命は非受造の命――決して変わりえない神の命であること、そして、神は彼らをご自身の子供たちと呼ばれることを、クリスチャンたちが覚えていられたなら、自分たちの揺れ動く感情が神の御前における自分の立場を決めるのを許さなくなっていたでしょう。罪人が自分の罪深い失われた状態を進んで認め、罪から神へと明確に向きを変え、キリスト・イエスにある神の命を取得する時、まさにその瞬間、その人は神の子供になります。なぜなら、永遠の命の領域内に置かれるからです。ですから、その人は今や、霊の中に命を持っており、神が生きておられるかぎり、その命はそこにとどまります。（ヨハ一・十二、ロマ八・十六、十七を見よ。）これが再生の意味です。その人はまた、義とされます。（ロマ八・三〇を見よ。）


  



  義認の定義と例証


  



  生徒たちは義認の意味を学ばなければなりません。それは――神の御前における新しい立場です。新生の前、その人の立場は罪人の立場でした。今は、神の子供の立場です――新約聖書の言葉を用いると、「聖徒」です。この義認は私たちの義しい行いによるのではなく、神に対する私たちの姿勢によります。生徒たちがこれを理解するには、一つの例証が役に立つかもしれません。義認は私たちの選択の結果であって、私たちの良い行いに対する報いではありません。テニスンの「乞食の召使い」という詩を見ると、コフェチュア王が貧しい身なりをした裸足の乞食の少女を自分の女王にしたことを見いだします。結婚前、王に対する彼女の立場は、貧しい乞食の召使いの立場でした。しかし、結婚したとたん、女王になったのです。この身分の変化は、王の妃になることを選んだ彼女の選択のみに基づいていました。結婚後、彼女は自分の立場にふさわしい服を着ることができましたし、王から授かった宝石で身を飾ることもできました。しかし、彼女の身分の変化は、そういう行いによるものではありません。実は、衣服が変わったのは、その前に身分が変わった結果だったのです。「私は哀れな失われた罪人です」と言っていた人でも、次の瞬間には、「私は王の子供です」と言えるのです。


  



  信者の領域


  



  贖う恵みの性質をきわめて注意深く生徒たちに示さなければなりません。恵みは悔い改めた人に神が賜る無代価の好意です。しかし、この好意は神が与えることを願っておられるものです。以下の節を読ませなさい。エペ二・四～十。ロマ五・十五、二一。ロマ三・二三、二四。また、同様の節を探しなさい。


  再生は、クリスチャン生活における、最初の取得の転機です。新しい命の原理が信者の霊の中に入りました。そして、信者の人格は新しい領域の中にあります。信者は「キリスト・イエスの中に」あり、キリストの命が信者の中にあります。信者の状態は全く変更不能です。こう考えないことは、信者を包むこの命の不変的性質を疑うことです。「領域」という言葉を使うことに関しては、Ａ．Ｔ．ピアソン博士の次の引用が助けになるでしょう。「円は私たちを取り巻くが、それはただ一つの平面上の話である。しかし領域は、あらゆる方向から私たちを包囲して包み込む。床の上に円を描いて、その円周内に踏み込むなら、あなたがその円の中にあるのは、ただその床の高さに限られる。しかし、もしその円が領域になりうるものであって、あなたがその中にいるなら、その領域はあらゆる方向からあなたを取り囲む――上下左右からあなたを取り囲む。さらに、あなたを取り囲むその領域はまた、その外側にあるいっさいのものからあなたを分離する。また、そのような領域が強くなるにつれて、その領域はまた、その内側にあるすべてのものを、その外側にあるいっさいのものから守るようになる――外部のあらゆる敵や危険から守るようになる。さらにまた、その領域は、その内側にいる人ならだれにでも、その領域内にあるものを何でも供給する。これは、特に新約聖書が明確に教えている偉大な真理を理解する助けになるだろう。新約聖書全体が示しているところによると、キリストは信者の全生涯及び存在の領域であり、この真理には次のような状態が含まれる：第一に、キリスト・イエスはご自身の命で信者を取り囲んで包囲される。第二に、彼は信者をご自身の中に分離して、あらゆる敵対的影響から隔離される。第三に、彼は信者をご自身の中で、信者の命を脅かすあらゆる危険や敵から守られる。第四に、彼はご自身の中で、必要なものをすべて与えられる」。「キリスト・イエスの中にある」という表現と、「あなたたちの内におられるキリスト」という表現のこの二つ、あるいはこれに相当する表現は、福音の物語全体を示しています。書簡の中でこのような表現が何度も用いられていることがわかります。このような表現のいくつかを、生徒たちに自分で見つけてもらうといいでしょう。エペソ人への手紙の第一章に、このような表現がなんとたくさんあるのかに注意しなさい。


  



  再生された人に関する神の究極的御旨


  



  さて、今、再生された人の生活に関する神の究極的御旨に、教師は注意を喚起する必要があります。すでに見たように、神は世の基が据えられる前から、御子のかたちに同形化されるよう、贖われる人を選び出されました。また、さらに見たように、神が最初のアダムを創造した時、神の御心には栄化された最後のアダムがありました。ですから、贖われた人に対する神の御旨は、その人が栄光の中におられる人のようになることです。


  



  型への同形化


  



  よく知られているように、どの水準にある命も、妨げがなければ、その型と同じになります。言い換えると、生命は最終的に、個々の生命原理の特徴的性質をすべて現すようになります。もし必要なら、教師は型という言葉の様々な定義を説明して、聖書の学びにおけるその二重の用法に関して生徒たちが混乱しないようにしてください。型への同形化のこの法則は、次のように例証できるでしょう――植物の命はほとんど無限の序列、群、族を示しますが、この事実にもかかわらず、元の胚芽には何の違いも認められません。それぞれの胚芽の中には不可視の生命原理が宿っており、その生命原理が創造者の設計どおりに、植物の命に特定の形を与えます。ですから、オークと百合の元の胚芽は全く同じように見えます。顕微鏡を通して調べても、何の違いも見えません。しかし、ある胚芽の中にはオークの命があり、別の胚芽の中には百合の命があります。そして、個々の生命原理にしたがって、この大きく異なる二つの命の形態が発達します。


  動物の命にも同じことが言えます。元の胚芽には何の違いも認められませんが、一つの胚の中にある個々の生命原理が、ある動物を形造って陸に住まわせます。他方、別の胚の中にある生命原理は、ある動物を形造って水の中に住まわせたり、大気中を飛ぶようにします。


  個々の生命原理は、その命の独特な姿を形造るだけでなく、成長条件が満たされるなら、その命がその型に全く同形化されるようにします。例をあげて説明しましょう。百合の小さな緑色の新芽が地面から現れる時、百合の命がその中にありますが、その型にはまだ同形化されていません。その新芽は百合の命の特徴的性質をまだすべて現しているわけではありません。しかし、この美しい百合の命が、艶のある緑色の茎の頂を飾る、素晴らしい芳醇な花によって、完全に現される日が来ます。この百合は今や型に同形化されています。


  創造者なる神は、様々な命の一つ一つが各々の型と同じ形になるよう備えられました。植物の命の水準、動物の命の水準、人の命の水準のどれも、これに違いはありません。諸々の条件が満たされるなら、確かに同形化されるのです。さて、各々の生命水準における、この諸々の条件の性質について考えることにします。


  植物の命は単純な、意識を持たない命です。ですから、成長と型への究極的同形化のための神の備えへの応答は、無意識的で自動的です。百合はただ、太陽の光を浴び、雨水と露を飲み、必要なものを土地から吸収するだけです。同形化のための神の備えに対するこの応答は、ルカによる福音書十二章二七節に見事に示されています。


  動物の命は意識を持つ命ですが、自己意識を持つ命ではありません。ですから、成長のための備えに対する応答は、異なる種類のものです。詩篇一〇四篇二一節とルカによる福音書十二章二四節にこれが示されているのがわかります。神は動物たちに食べ物を備えてくださいますが、動物たちはそれを「集め」なければなりません。百合とは違って、動物たちは移動する器官を持つものに造られています。成熟の成長段階に達するには、移動器官を用いなければならないのです。


  人の命は自己意識を持つ命であり、その成長条件を考えると、次のことがわかります。すなわち、人は選択する力や、肉体能力に加えて知的・道徳的能力を持つ者に創造されているので、神の備えに対する応答は動物よりも高度なものになります。道徳的、知的、肉体的に、型への同形化を実現するには、人は自分のすべての力を用いなければなりません。しかし、人は自分の努力では「身の丈に一キュビト」も加えられません。人はただ、内なる生命原理が型への同形化に成功するよう、神から授かった選択する力を用いるだけです。


  さて、型への同形化のこの法則が、再生された人の命というさらに高い水準で、どのように現されるのかを見なければなりません。新しい生命原理が人の霊の中に導入されたことを、私たちは思い出さなければなりません。瞬間的再生の時まで、人の中には非受造の永遠の命の閃きはひとかけらもありません。この事実については、この一連の学びの第一区分ですでに示しました。しかし、教師はこれを絶えず生徒たちに示し続ける必要があります。なぜなら、多くの人がこの主題に関して誤った観念を抱いているからです。私たちはまた、生物学が告げる事実を思い出さなければなりません――「ある水準にある命は、より高度な水準の命を生み出すことはできない。しかし、ある水準の命がより高度な水準の命をいずれ経験するよう定められているとするならば、そのような命を受け入れるために用意された生命体があるにちがいないし、高度な水準から低次の水準への用意された伝達手段があるにちがいない。それは、直接的・瞬間的賜物として、この新しい命の受け入れを可能ならしめるためである」。この文章と神が記された御言葉は完全に一致します。神・人は伝達手段として用意された方です。そして、人はみな、より高度な水準の命を受け入れるために「用意された生命体」です――これは、この命のための器として創造された霊と、この命を選ぶために創造された力のおかげです。人が意志を用いてこの命を選択するとき、この新しい生命原理は、コリント人への第二の手紙五章十七節で述べられている「新創造」を、人格の中に形造ります。そして、成長条件が満たされるとき、型――栄化された神・人――への同形化が実現されます。


  



  クリスチャンが型に同形化されるための条件


  



  その条件は何でしょう？次のとおりです――全人格を神に完全にささげて、「御旨を願わせ、行わせてくださる」神の御業に絶えず頼ること、そうして、「栄光から栄光へと」造り変えられて、ついにはキリストが人格の中に完全に形造られるようになることです。（ピリ二・十三、二コリ三・十八、ガラ四・十九を見よ。）


  



  全き献身がこの取得の第二の転機の特徴である


  



  このような献身が、信者の生涯における第二の明確な転機の特徴です。しかし、この主題は、クリスチャンの働き人たちによってあまりにも無視されていますし、あるいは、混乱を引き起こしたり、狂信に導くような形で示されています。造り変えの御業のためには、全存在を明確に神に渡すことが絶対に必要です。これまで忠実にこの授業についてきた教師なら、生徒たちを導いてこれを理解させるのに、あまり困難を覚えないでしょう。こうすることが唯一合理的です。なぜなら神は、人の意志に逆らって、その人の人格を「小羊の命」で満たすことはできないからです。もしその人の性格が古いアダムの命を現し続けるなら、その人は栄光へともたらされる子にはなれません。


  すでに見たように、神の贖いの計画はカルバリで法理的かつ決定的に決着がつきました。しかし、クリスチャンがキリストのかたちに同形化されうるようにならないかぎり、「神の贖いの計画は実効上決着がついた」とは言えません。キリストは人類一人一人のために身代わりの苦難を受けてくださいましたが、もし人々がそれによって彼の命にあずかり、彼のかたちに同形化されることが可能になっていなければ、人々に対する神の御旨は実現していなかったでしょう。人類一人一人が、彼とのそのような合一の中に入らなければなりません。それは、彼の死が自分の死となり、彼の命が自分の命となるためです。「『キリストは他者のために死なれた』と述べる時、それには前提条件がある。つまり、そのような人、真の信者は、キリストとの奥義的な活き活きとした合一の中に入らなければならないのである。それは、このようにキリストと一体化されることにより、その信者が自己の命と罪に対してキリストと共に死に、次に、復活の命の力の中で再び生きるためである」（「十字架の意義とメッセージ」から）。恐るべきことに、多くのクリスチャンはキリストの死の身代わりの面しか見ておらず、その生活は口では言えないようなこと――「キリストは私のために死んでくださいました。ですから、私は好きに生きることができます」――を表しています。


  これまで、取得の各転機における聖霊の御業の「方法」について述べてきました。まず、聖霊が「覆うこと」により、ついには欠乏感が呼び覚まされます。次に聖霊は、この必要を満たすものとしてカルバリの幻を示し、信仰を刺激し、意志を力づけます。その後、各人が選択を行います。再生から聖化へと導かれるクリスチャンにもこれが言えることがわかります。


  



  聖化の二つの面


  



  聖化には献身と造り変えの働きが含まれることを見ることにします。献身は瞬間的ですが、造り変えは過程であって、栄化が実現するまで決して終わりません。これを心に留めて、この転機における聖霊の御業を追うことにしましょう。


  再生された人は、勝利の生活が不可能であることを、見始めるようになりました。昔の諸々の習慣が大いに現れて、その人は悲しみます。堅く決意しても、誘惑の時に際して、効果がないことがわかります。このような信者の状態は、ローマ人への手紙七章二二～二四節に、よく描写されています。聖霊は、「自分は何かを必要としている」ことを理解させるのに成功しました。今、聖霊は囁かれます、「もう一度カルバリを見なさい。見なさい――キリストはあなたの罪のために苦しまれただけでなく、あなたをご自身と共に十字架に連れて行かれたのです。あなたの古い自己は、キリストと共にそこに釘づけられ、キリストと共に墓に葬られました。こうして、古い自己は終わったのです。それは、キリストの命だけがよみがえるためでした。自分の人格の中にキリストがよみがえって勝利の生活を送ることを、あなたは望みますか？」。将来被りかねない苦難や損失が心に示されるため、しばらくの間、その人はためらいます。しかし、キリストの切なる愛が勝利して、その人は「はい」と言うようになります。この返事は変更不能であって、すべてを含みます。その人は心の底からこう言います――


  
    「はい、主よ、
 　これは一度きりの大いなる永遠の『はい』であり、
 　私の主が仰せられるすべてのことに『はい』と言います。
 　既知のいっさいのものにも、あるいは、
 　未踏の道の未知のものにもです。」

  


  神の子供の人生で、これは幸いな瞬間です。なぜなら、今や、聖霊は造り変えの御業に自由に取り組めるからです。この造り変えの御業により、キリストのかたちへの完全な同形化が、最終的に実現されます。


  
    注記： この「古い自己」は、ローマ人への手紙六章六節で「古い人」と呼ばれています。聖霊は信者の内側をキリストの命で満たされますが、この御業に自分の全存在を明け渡す信者は、自分の「古い人」――神の権威に逆らってきた古い罪深い自己――は、まさにキリストと共に十字架につけられ、キリストと共に葬られ、決してよみがえることはない、と「勘定」しなければなりません。そして、「古い人」が残した罪の染みから、聖霊は自分の全存在を清めてくださる、と信頼しなければなりません。他方、この新しい居住者は、ご自身にとって完全に満足できるような方法で、信者の存在を造り変えてくださいますが、この事実に信者は安息します。

  


  



  取得の第一と第二の転機の対比


  



  以下の引用は、取得の第一と第二の転機の違いを描写しています。


  「罪に対する勝利を経験することに私たちが失敗しているのは、次の事実のためではないだろうか？すなわち、聖霊の油塗りによって各自内側を満たしてもらう必要があることを、私たちが認識してこなかったためではないだろうか？聖霊の油塗りは私たちのかしらであるキリストの上に注がれ、キリストのからだの各肢体をも含む。確かに、再生される時、私たちはある程度聖霊を受ける。神の御霊なしでは、だれも『再び生まれる』ことはできないからである。しかし、これは聖霊の豊かさを知ることではない。単純な例証がこれを理解する助けになるかもしれない。不快な臭いや蒸気を放つ澱んだ水たまりでいっぱいの一面の沼地を見ているとしよう。そのすぐ上には美しい湖があり、透明なきらめく水を湛えている。この美しい水を見るとき、『この水がその下の荒れ地に流れ込めば、状況は一変するだろうに』と思わずにはいられない。しかし、堅固な石造りのダムが、その実現を阻んでいる。しかし、ある日、そこを通りかかると、そのダムに側溝ができており、今や、この透明な、命を与える水の小川が、下の沼地全体に流れているではないか。すでに大きな変化が起きているが、そこは依然として、きれいな水の小川の両岸とも、見苦しい泥溜まりのままである。『ああ、この水が下に流れて、この場所全体に押し寄せたら、その景観はなんと美しくなるだろう』と、自然に叫ばずにはいられない。少しして、またそこを通りかかると、見よ、なんという変わりようか！だれかがダムに水門を設けて、水が下に向かって流れ出ていたのである。この水は沼地一面を速やかに覆いつつあり、ついには、よどんだ水の泥溜まりはみな覆われて、目に見えるのは湖のきれいなきらめく水だけになった。私たちが『再び生まれる（再生される）』時、それは側溝を設けることにたとえられる。神の命が聖霊を通して私たちの霊の中に流れ込み、私たちをまさにキリスト・イエスにある新創造とする。しかし、ああ、私たちの存在の周辺部分は、実際には、この命によって触れられていないままなのである。私たちが聖霊の内なる満たしと支配に確かに服して、『私はどんな代価を払っても、あなたによってキリストのかたちに造り変えてもらうことを選びます』と告げる時、永遠の御霊は新たな形で私たちの内側にご自身を現されることを、私たちは理解するのである。この聖霊の御業は、水門を開くことにたとえられる」（「一体化」より）。


  この取得の第二の転機の結果を象徴的に示すために、教師は次のようにすることができます。「霊」「魂」「体」の三重丸を記した黒い円板の上にとめられている小さな金色の円板の上に、それより少し大きい金色の円板を置きなさい。その円板からは様々な方向に八本（以上）の光線が伸びていて、体を象徴する円に触れそうになっています。（図十一を見よ。）お望みなら、造り変えの進捗段階を描写するために、同じ形をしたもっと大きな象徴を、後で加えることができます。霊・魂・体を象徴する三重丸を描いてある金色の円形を、部分的に覆われている黒い円板の上に置けるようになるとき、これは将来の信者の栄化を象徴するものとなります。（図十二を見よ。）


  



  図十一
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  図十二
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  取得の第二の転機に関する忠告と警告


  



  この転機に続く外面的顕現に関して、賢明ではない教えがあまりにも多くなされています。そのため、この時、超自然的な現象の大きな表れがあると期待するよう、クリスチャンたちはしきりに導かれています。そして、多くの場合、誠実な人々は大きな混乱に陥ります。このような教えが引き起こす熱狂や苦しみをさんざん見てきたある人が、以下のような忠告を書き記しています。この忠告は授業の生徒たちの役に立つでしょう。


  「神の臨在が『その家の部屋中』を覆うとき、どのような外面的顕現がそれに伴うのか、あるいは、何かの顕現があるのかどうかは、あまり重要ではない。『主はその聖なる宮におられ』、そしてそれ以降、主はご自身の方法で清め、浄化し、ご自身を現される。贖われた人にはこれがすぐにわかる。（中略）この第二の明確な転機は、様々な教師たちの各自の観点にしたがって、様々な名称で呼ばれている。ある人はこれを『第二の祝福』と呼んでおり、別の人は『聖化の祝福』と呼んでいる。他方、他の人々はこれを『聖霊のバプテスマ』と言っている。また、『清い心の祝福』『完全な愛』『油塗り』『ペンテコステ』等として示されることもある。これらの用語はどれも、キリストの贖いの御業の取得の第二段階をある程度描写してはいるが、それに関する真理をすべて適切に言い表しているものは、おそらく一つもない。それゆえ、クリスチャン生活のこの段階で聖霊が啓示される真理に必要不可欠であるとして、どれか特定の用語を受け入れるよう教義的に固執するのは賢明ではない。教えるとき、大いなる単純さが必要である。それは、この経験に関する真理を示すとき、この経験の名称をこの経験そのものよりも、無意識のうちに際立たせてしまわないようにするためである。名称ではなく、明け渡しこそ、肝心なのである。再生された人が、賢明に、はっきりと、明確に、聖霊の完全な支配に委ねるなら、その人はその後、油塗られたキリストと一体化される――聖霊の豊かさと一体化される。そして、その結果、カルバリの十字架と復活の命の力を経験的に知るよう、一歩一歩導かれるようになる。


  聖霊の支配に委ねた内なる結果はどの人も同じだが、その外面的現れは気質や訓練に応じて変化する。外面的にすぐに現れる結果については、注意深く見守る必要がある。なぜなら、この時点におけるサタンの誘惑は、とても巧妙だからである。ほぼどの事例でも、感情が――感情の役目は『内なる』人と『外なる』人との間の交信を仲介することである――この新しい秩序の影響をすぐに受けてしまい、知性が明確に活動できるようになる前に、自分の要望を表現するよう体に要求する。多くの人が、歌を歌ったり、神を賛美したり、手を叩いたり等して、自分の喜びを表すのを、私たちが見かけるのは、この事実による。他方、他の人々の場合、通常の肉体活動がやんで、存在全体が大いに静まり、聖なる畏れと礼拝の表情を浮かべるのを、私たちは目にする。こうした顕現や、命名可能な他の顕現は、合法的なものであり、非難したり、抑えたりしてはならない。しかし時として、自然ではなく、邪悪な類の超自然的力の結果である、と見なすべき顕現もある。サタンは聖霊の真似をしようとしており、神からであると人に信じさせるような顕現を生じさせようとしている。その目的は、クリスチャンの心の中に混乱を生じさせて、造り変えの御業を阻止し、クリスチャンの振る舞いによってこの真理が不信や不評を被るようにすることである。


  感情が著しく刺激される時、存在の深みで神の御声に静かに耳を傾けることと、神が書き記された御言葉に関する知識とが大いに必要である。御言葉を息吹かれた聖霊は、『すべてが礼儀正しく、秩序のうちになされるようにされる』のであって、不作法なことや不必要なことをするよう人を導くことは決してない。これを覚えよ。これを心に留めて、自分が経験する肉体的顕現や、他の人々に見られる肉体的顕現を検証するべきである。その結果、聖霊から発しているように思われた多くの顕現は、肉体的性質によるものであること、したがって、それは自分の霊的状態が高まったことを証明する代わりに、自分の存在の外周部がまだ完全には明け渡されていないことを示すものであることがわかるかもしれない。もし、そのような顕現が続くことを頑なに許すなら、悪霊どもに扉を開くことになるかもしれない。悪霊どもは、きわめて酷い結果を生じさせる諸々の顕現を引き起こすだろう。


  聖霊がこれらの顕現を光で照らされる時、私たちは次のことを見るよう導かれる。すなわち、体の過度の揺れや痙動、体が長い間平伏した状態にあること、その他命名可能な諸々の顕現は、聖霊なる神の真実な深い命が存在の周辺部分を全く満たしているわけではないことを、常に示すものなのである。正常な平伏状態には異常な要素や邪悪な超自然的要素は何もない。そしてそれは、認罪の結果、ひどい罪人にも臨むし、あるいは、偉大な啓示の結果、立派な聖徒にも臨む。しかし、それは長く続かない。後者の例として、ダニエル、エゼキエル、ヨハネについて、聖書は記している。聖霊は人の霊の中に入り、魂の力の中に浸透して支配し、次に、体の力を服従させる。それは、存在全体が実際に神の意のままになるためである。これを心に留めておくなら、不要な外面的顕現は狂信やクリスチャンの未熟さを示すものであることがわかるだろう。成熟した聖徒は静かで、よく落ち着いており、御霊によって支配されているのである」。


  



  聖霊に明け渡すことの内面的結果


  



  さて、聖霊に明け渡した内面的結果に注意する必要があります。第一に、キリストがいっそう現実的になります。聖霊は自分から語られません。聖霊は自分に注意を引かれません。常にキリストの栄光を表されます。（ヨハ十六・十四。）初期の使徒的教会では、聖霊の御業の顕著な特徴が次のことだったことに注意してください。すなわち、聖霊は当時の信者たちに、十字架につけられ、復活、昇天して、栄光を受けた主と一体化されたことを、悟らせたのです。他のこと――しるしや不思議、奇跡や賜物――は、そのような一体化と比べて、二次的なものにすぎませんでした。実に、自分の主と一体化されたことを悟っていなければ、そうした外面的・二次的なものはみな、初期の教会にとってきわめて有害なものになっていたでしょう。


  第二に、新たな光が神が書き記された御言葉を照らします。聖書は、まさに御霊が息吹かれた神の御言葉と見なされるようになります。そして、主が御声を発して語られた言葉であって完全に従う必要があるものとして、大きな敬意と恭しさをもって扱われるようになります。不明確な節から覆いが除かれたかのようであり、新たな美しさと栄光の中でキリストが啓示されます。特に、贖い主としてのキリストの御業に光が当てられ、その栄光が現されます。（ヨハ十六・十五を見よ。）


  第三に、罪に対する実際的勝利が実現し始めます。キリストが私たちの代表として死なれた死は「罪に対する死」だったこと、そして、この死により信者はキリストと一体化されたことを、クリスチャンは認識します。また、キリストが復活して罪が存在しない領域、義が治めている領域に至られたように、信者もこの新しい命によりキリストと一体化されました。そして、信者がこの真理に「信頼する」（あるいは、この真理に基づいて行動する）結果、信者は内住の聖霊により日常生活の中で勝利を得るようになります。信者がこの真理に信頼する時、聖霊は神が仰せられることを確証してくださいます。


  第四に、神の愛が日常生活の中に現されます。それは、他の人々のための自己犠牲によります。今や、義務感からではなく愛から、神への奉仕がなされます。「私は奉仕をしなければなりません」の代わりに、「私は奉仕がしたいのです」と心の中で思うようになります。


  第五に、神の経綸的計画を照らす光が増し加わります。特に、キリストの来臨に関する預言を照らす光が増し加わります。キリストの来臨は聖徒たちのためであり、その王国がこの世に外面的方法で現されるとき、彼は聖徒たちと共に来臨されます。クリスチャンはキリストの再来の光の中に生き始めるようになります。これはクリスチャンにとって理論以上のことです。これは絶えざる明るい見通しであり、期待です。「聖霊はあなたたちに来たるべきことを示されます」（ヨハ十六・十三）。


  第六に、キリストの復活して栄化された命によりキリストと一体化された結果、復活の力を前味わいできることをクリスチャンは認識します。最終的に、この復活の力は、携挙の時、「まばたきする」間に、その体を変化させます。この前味わい、もしくは「保証」（二コリ五・四、五を見よ）は、ローマ人への手紙八章十一節に示されており、内住する聖霊は死ぬべき体を毎瞬生かして、信者が自分に与えられた仕事を完了できるようにしてくださいます。このように生かされるのは、死ぬべき体であって、死んだ体ではないことに注意してください。死ぬべき体をこのように生かすのは、携挙の時の最終的御業ではありません。携挙の時、死ぬべき体は変えられますが（一コリ十五・五二を見よ）、この生かしは日々の経験です。


  第七に、祈りと奉仕に力があるようになります。なぜなら、自分は「すべての力」を持っておられるキリストと一体化されている、と信者は認めるからです。


  



  魂の命の啓示


  



  教師は生徒たちを導いて、この経験は多くの人が考えているような究極的なものではないことを、理解させなければなりません。これはむしろ実際的造り変えの始まりです。キリストの死によるキリストとの一体化がますます深まるよう聖霊は信者を導かれますが、これが進むにつれて、造り変えが段階的に進みます。この死は罪に対する死だけではなく、天然の命、あるいは魂の命に対する死でもあります。クリスチャンの活動のあまりにも多くが魂的な性質から発しているため、真に霊的な人はまれにしか見られませんし、たとえ見られたとしても、理解されません。クリスチャンはみなキリストの中に（in）あり、多くのクリスチャンがキリストのために（for）生きることを願っています。しかし、日々の生活でキリストの（of）現れを持つことは、全く別の問題です。パウロは「私にとって生きることはキリストです」と真に言えましたが、どれくらいのクリスチャンが同じように言えるでしょう。


  神・人が地上で過ごされたとき、彼の中には罪がありませんでした。しかし、ご自身の人間的感情や情愛がご自身の務めを方向付けるのを、彼は絶えず拒否されました。また、啓示された神の御旨を離れて、ご自身の無垢な知性によって導かれようともされませんでした。彼は、この世に生まれた人の中で、もっとも拠り頼んでいる御方でした。ですから、彼の生活はみな神から出ていたのです。


  彼はラザロが死ぬこと、そして、マリヤとマルタの愛と信頼に満ちた信仰が厳しい試みに遭うことを許されました。御父の時が来る前に、優しい同情心からベタニヤに行くことをなさらなかったのです。


  信者を治める聖霊の支配の二次的証拠の一つは、魂の命に関するこの照らしです。このように魂を認識することがクリスチャンの正常な成長のしるしであることを授業の生徒たちに示すなら、自己の命の深みが啓示される時でも、生徒たちは困惑しないでしょう。また、自分の「聖潔」や「絶対的完全」を誇りたくなることもないでしょう。最も成熟している聖徒は最も拠り頼んでいる人であることを覚えておいてください。


  



  造り変えは過程である


  



  献身は新生と同じように瞬間的ですが、造り変えは過程である事実を強調してください。また、「聖霊に満たされる」という表現が新約聖書の中に見られますし、熱心な信者たちもこの表現をしばしば引用しますが、これは最終的なものではありません。これがむしろ示しているのは、信者の人格を満たす方の支配的な力です。新約ギリシャ語に通じている人なら、容易に次のことがわかるでしょう。すなわち、ここで使われている時制から、人格は一度かぎり永遠に聖霊で満たされて、それ以上聖霊の臨在が臨むことはない、という考えは否定されるのです。この語が示す絵図は、決して尽きることのない泉につながっている管であり、それを通して水が常に流れ続けます。水でいっぱいの堅く栓がしてある瓶ではありません。


  「それで最後となるような御霊の個人的満たしの約束は、聖書のどこにもない。我々は満たされるよう命じられているが、これは一つの取得の転機としてであり、日々の刷新の過程に通じるのである」（Ｊ．スチュアート・ホールデン「力の代価」より）。


  ですから、明け渡されたクリスチャンの正常な日々の生活は、次のように描写できることがわかります。「毎時の清めと毎時の満たしのために、毎時の救い主を毎時信じる信仰。救い主に信頼する時、救い主は私を満たしてくださる。救い主に信頼しているかぎり、救い主は私を満たしてくださる。信じ始める瞬間、その瞬間から私は受け始める。信じ続けるかぎり、主はほむべきかな、私は受け続けるのである」（チャールズ・インウード）。


  



  サタンに対する勝利


  



  さて、新たな主題を導入しなければなりません。信者は、罪に対するキリストの死によってキリストと一体化されたことと、自己の命の支配から解放されたことを実証しなければならないだけでなく、サタンに対するキリストの勝利をも実証しなければなりません。多くのクリスチャンはここで失敗します。なぜなら、サタンに対する勝利を実際に勝ち取る必要があることを、全く見ていないからです。彼らはこの勝利のことを、過去形ではなく未来形で語ります。ですから、キリストの昇天の意義に、教師は再び言及しなければなりません。キリストの昇天は、キリストがサタンの空中の領域を通過して、力ある征服者の威厳ある静けさをもって神の右手に「着座」する前に、悪の全勢力をすでに征服していたことを示しています。エペソ人への手紙一章二〇～二三節、コロサイ人への手紙二章十五節、ヘブル人への手紙二章十四節、ヨハネ第一の手紙三章八節を、蛇の頭は砕かれていることを生徒たちがはっきりと理解するまで、何度も何度も生徒たちに読ませなさい。生徒たちがこれを理解して、その結果訪れる自由と勝利の感覚を覚えることができるよう、祈りなさい。


  アンドリュー・マーレーはこの真理を見事に表現して、「目に見えない世界では、十字架は勝利の象徴である」と言いました。キリストはサタンを征服して、サタンとその悪の軍勢を「さらしもの」にされた、と神の御言葉は宣言しています。この事実は、勝利の主と一体化されたクリスチャンは敵のすべての力に勝利できることを示しています。


  サタンは完全に敗北していますが、人を自分の力の中に依然としてとどめておけるよう、自分の敗北を人が知らないままにしておこうとしています。聖霊がキリストの勝利を啓示して、信者がカルバリの勝利者と一体化されたことを見る時、信者は敗北者の手の及ぶ領域を通り超えて、「悪しき者が触れる」ことのない場所に移ります。（一ヨハ五・十八を見よ。）


  それ以降、信者はサタンを敗北した敵と見なすようになります。信者は征服者なる方に結ばれ、この方に完全に拠り頼んで、敗北した敵のあらゆる力に対してこの方の権威を行使します。（ルカ十・十九を見よ。）サタンのことを敗北者として語るよう、生徒たちを励ましなさい。この単純な表現は、この表現を用いている人がカルバリの勝利に関する真理を見いだしたこと、そして、勝利者なる方と一体化されていることを、邪悪な知的存在どもに伝えます。


  目には見えないけれども現実である霊の世界の状況について、聖書がこの主題について光を投じていることをみな、生徒たちがより良く理解するよう、教師は導いた方がいいでしょう。


  サタンは全能、全知、偏在の存在ではないことを、私たちは覚えておかなければなりません。なぜなら、全能、全知、偏在は、ただ神だけの属性だからです。「サタンは神の諸々の属性を有している」と私たちに思わせることを、サタンは好みます。そして、多くのクリスチャンはそのとおりであると思っているかのように話しています。通常、サタンはどこにでもいるかのように述べられています。将軍の指揮下にある軍隊を示すのに将軍の名が用いられるように、サタンの名がその使者どもを示すのに比喩的に用いられています。この点でサタンは将軍のようです――サタンは自分の指揮下にある軍勢を持っています。この軍勢には様々な異なる階級や権力があり、サタンが注意深く立てた戦争計画を実行します。こういうわけで、エペソ人への手紙六章十～十八節は、サタンの指揮下にあって神の民に対抗している、支配者たち、権力者たち、この世の支配者たち、邪悪な霊どもについて述べています。また、クリスチャンの武具についても描写していることがわかります。この節を注意深く学ぶなら次のことがわかります。すなわち、キリストの命を毎瞬取得して、サタンに対するキリストの勝利に関する神の御言葉を信じているクリスチャンは、どの戦いの中でも「圧倒的な勝利者」なのです。


  ここで以下の引用が教師の助けになるかもしれません。「サタンに対するキリストの完全な勝利の真理と、勝利の主と完全に一体化されたという真理を示された贖われた人は、自分が安全な場所にいることを知るようになる。そして、自分の命はキリストと共に神の中に隠されており、それゆえ、悪しき者が自分に触れることはないという事実に頼るようになる。人格的存在としてのサタンについては、なすべきことはただ一つである。それは、確かな勝利の静けさの中に座しておられる昇天した主と一体化された事実に拠り頼むことである。この勝利の姿勢と御霊による絶え間ない祈りはまた、この敗北者の空中の使者どもに強力な影響を及ぼす――この空中の使者どもは強い力を持つ堕落した御使いであり、国々や、自分に割り当てられたそれぞれの地域に対して、特別な力を振るっているように思われる。ダニエル書十章、特に、十三、二〇、二一節を見よ。この箇所で、サタンのこれらの君主たちのふたりの名があがっている――ペルシャの君とギリシャの君である。神の御使いのひとりであるミカエルについても述べられている。（この章とそれに先立つ章を読んで、神の民の祈りとこの空中の活動との間の関係をさらにはっきりと理解せよ。）


  サタンのこの空中の使者どもと直接戦う役目は、贖われた人類ではなく、神の空中の使者たち、聖なる天使たちに委ねられている。しかし、それでも、悪鬼どもに対する権威が我々に与えられており、我々は御霊の導きにしたがってこの権威を行使しなければならないのである」。悪霊ども（あるいは悪鬼ども）は、今日、人々に対してこのように途方もない影響を及ぼしています。この事実は、熱心なクリスチャン全員に、あるものを願う気持ちを起こさせます。すなわち、悪霊どもの罠を取り除く方法に関して神が与えてくださったすべての光と、捕らわれている人々を解放するのに必要な知識です。


  



  悪鬼とは何者か


  



  「悪鬼とは何者か？」という質問があるかもしれません。新約聖書に描写されている悪鬼に憑かれた人々の事例をよく調べると、「悪鬼は被造物の中で天使的階級に属するものである」という考えに行き着きます。さらに、悪鬼を示す言葉は、天使を示す言葉であるアンゲロス（angelos）ではなく、ダイモン（daimon）です。初期の教会教父たちは、「悪鬼は邪悪な死者（人間）である」と信じていましたし、現代の多くのクリスチャンもこの信条を共有しています。ハルデマン博士は最近の著書「死者は生者と交信できるか？」の中でこう述べています、「聖書が教えるところによると、死者の中のある部類のものは戻って来て、生者の体の中に入り込み、それに取り憑く。この者たちは『悪魔ども（devils）』と呼ばれているが、『悪鬼ども（demons）』という言葉を用いるべきである」。


  もし悪鬼憑きという主題を見過ごすなら、私たちが生きている危機的時代にとって決定的に重要な真理を省いたかどで、教師は間違いなく有罪になるでしょう。悪鬼どもにうっかり根拠を与えかねないものについて、授業の生徒たちは注意深く教わらなければなりません。悪霊どもの圧迫に絶えず勝利の内に抵抗するには、カルバリの勝利者と一体化されたことを認識することが絶対に必要です、これを生徒たちは見なければなりません。自己憐憫、高慢、嫉妬、落胆、極端な愛情の霊を示すなら、操るために――完全な憑依には至らずとも――必要な立場を悪霊どもに与えかねないことを、生徒たちは教わらなければなりません。


  狂信的な宗教的見解を抱くことは常に、間違った行いをするのと同じように、悪霊どもに対して扉を開きます。過去数年間、クリスチャンの働き人、宣教士、その他の献身的な神の子供たちが、悪霊どもに操られて大きな被害を受けてきました。この事実は、この路線に沿った必要な教えが差し控えられてきたことを示しています。この主題はあまりにも理解されていないため、「クリスチャンが悪鬼憑きを経験することはありえない」という見解を、多くの人が固持しています。しかし、一オンスの経験は、一ポンドの理論の価値があります。多くのクリスチャンは、存在のどこかの部分に悪霊どもが働いていることに気づいており、新約聖書に記録されているこれらの事例のように解放されないかぎり、この操りは続きます。


  十字架につけられ、復活、昇天し、栄光を受けた主と一体化されたことにしっかりと拠り頼むことにより、そして、絶え間ない賛美により、信者は自分に群がる悪鬼どもの狡猾な働きから安全に保たれます。


  言葉を発しなければならない時もあります――特に、束縛されている魂を解放しようとしている人々の場合や、すべてのクリスチャンに臨む特別な苦難の時にそうです。多くの人が以下の言葉を用いてきましたし、その結果からその価値が証明されています。「私は敗北した敵からのものをすべて拒否します。私は神からのすべてのものに服します。そして、カルバリで流された主イエス・キリストの血を、自分と打ち破られた敵の全勢力との間に置きます」。この言葉を大声で発しないかぎり、その結果は理解できません。語られた言葉は目に見えない世界に力を及ぼすことを覚えておかなければなりません。暗闇の勢力は、私たちの霊の奥底にあるものがわかりません。私たちの霊的・精神的知覚を通して、神が私たちに啓示してくださらないかぎり、そこで何が起きているのか、私たちにもわかりません――しかし、目に見えない知的存在者たちは、私たちの言葉を聞き、私たちの顔を見つめ、私たちの行動に注意しています。ですから、私たちの言葉は神の書き記された御言葉に記録されている事実を常に述べる必要がありますし、私たちの顔は信仰から来る平安と喜びを示すものである必要があります。また、私たちの日々の歩みは御言葉によって整えられる必要があります。決して、落胆の言葉を発したり、書いたりしてはなりません。元気のない「あら、まあ！」という言葉ですら、見張っている暗闇の勢力がすぐに目を付ける落とし穴になりかねません。


  



  賛美の姿勢


  



  神を賛美するというこの問題は、たいていのクリスチャンが理解している以上に、遥かに重要な問題です。何度も繰り返される「主を賛美せよ」という命令には、ある理由があります。賛美がご自身の子供たちに及ぼす影響を神はご存じです。ですから、一度ならず何度も何度も、賛美の言葉を発するよう神は彼らに命じておられます。落胆の言葉が敵に対して扉を開くものだとすると、賛美の言葉はその扉を閉じて鍵をかけるものです。さらに、賛美の言葉は敵を遠くに追いやります。悪霊どもにとって、信頼に満ちた神の子供の賛美ほど不快なものはありません。また、賛美のいけにえほど神に真に栄光を帰すものはありません。「賛美の翼に乗って、あらゆる望ましい感情と神の溢れ出る傾注が、我々の心と生活に臨む。これは我々の愛や我々の賛美ではなく、神ご自身の賛美である。『主を賛美せよ』と命じておられる神に従え。（中略）しかし、『そうしたい気持ちがない時でも、賛美できるのでしょうか？』と言う人がいるかもしれない。神を賛美せよ、なぜなら、それがあなたに対する神の御旨であり（一テサ五・十八）、神はあなたの気持ちに応じて顧みてくださるからである」（エドガー・セルー）。神はご自身の民に神を賛美するよう命じられました。そして、全員が従わないかぎり、特定の状態が実現されることはありません。（詩六七・五、六を見よ。）


  心理学的・生理学的観点から見ると、賛美の価値はとても評価できません。なぜなら、この命令に従う時に霊的・精神的・肉体的領域で実現される有益な結果は一覧化できないからです。クリスチャンたちが絶えず神を賛美し始めるとき、その結果は何でしょう？きっと、偉大な解放が全地で実現されるでしょう。そして、神の民の賛美の響きが立ち上る時、天が清められるのを天使たちは目にするでしょう――そして、神が栄光を受けられるでしょう。しかし、平均的クリスチャンは、「主を賛美せよ」というしばしば繰り返される命令に文字どおり従うのは愚かで狂信的なことである、と考えており、その代わりに、賛美したいと感じる時だけ神を賛美することにしています。


  



  造り変えの心理学的考察


  



  さて、造り変えの主題について、心理学的に考察することができます。教師は生徒たちにローマ人への手紙十二章一、二節を読ませなさい。一節は、全存在を完全にささげることについて述べています。全存在とは、その前にすでに描写されていたものです、つまり、魂と霊の明け渡された能力を現す、明け渡された体です。二節は、造り変えの実際の過程を、思いを新たにすることとして描写しています。この表現をより良く理解するには、精神つまり知的器官と人の三部分の他の能力との関係を説明しなければなりません。


  霊の能力によって、私たちは神、神との関係、各被造物との道徳的関係を知ります。人に対する神の伝達は、直感、すなわち知的器官の行使とは別の直接的知識の形を取ります。しかし、それに基づいて行動する前に、知性が御霊のこれらの直感を取り扱わなければなりません。知性はまた、愛情や感情の要求、肉体感覚の履歴をも扱わなければなりません。ですから、知性の重要性がわかります。


  エデンの園でサタンはエバの知性を攻撃したことがわかります。エバは霊の中に神の御旨に関する直感的知識を持っており、その時まで彼女の知性は神の御旨を注意深く考慮していましたが、サタンは嘘をその直感的知識の代わりにしようとしました。サタンは「神のように（神と等しく）」なるという選択肢を吹き込んで、その可能性についてエバに思い巡らせました。そしてついに、この素晴らしい展望にすっかり幻惑されて、エバは選択する力を用い――致命的行いをしました。


  箴言二〇章二七節に「人の霊は主のともしびである」とあります。再生の時、聖霊なる神によって灯されるのは、このともしびです。すでに見たように、キリスト・イエスにある神の新しい命は、再生の瞬間に人の中に入り、存在全体に浸透すべきものです。しかし、これは新しくされた思いを通してのみ実現します。もしクリスチャンが新しくされるために自分の全存在を神にささげることを拒むなら、新しくされていない思いが霊の直感を扱うことになり、その結果、クリスチャンの成長や造り変えは大きな被害を受けることになります。多くのクリスチャンは自分の思いを神に明け渡すことを拒んでいますが、それでも、「自分は神の深い事柄を理解できる」と思っています。彼らは永遠の真理について語り、宣べ伝え、本を書きます――しかし、彼らはそれらを理解しそこないますし、他の人々を導いてそれらを理解させることにも失敗します。なぜなら、神の事柄は霊的に識別されるものであるのに、彼らの思考は天然的な思いによってなされているからです。これが、多くの人々――彼らが真に「上から生まれて」いることは確かです――の今日の教えの問題に対する解決法であり、これ以外の方法ではこの問題を解決できません。もちろん、再生されていない人々には、新しくされた霊すらありません。彼らはクリスチャン生活に関係あるものを何も理解できません。神とその永遠の御旨に関して彼らが述べることはみな、神の書き記された御言葉に述べられている真理と正反対です。彼らの教えは非聖書的で冒涜的であるだけでなく、非論理的で幼稚であり、新しくされていない人格の暗愚さと弱さをさらしています。


  神に対して「解消不能な包括的承諾」の返事をしたクリスチャンはすぐに、新しくされた知性の力の状態を悟り、それを現すようになります。知性は霊の直感をますます賢く取り扱えるようになります。言い換えると、神・人なる方の知的命がその人の天然的知性の中に現されて、罪に由来する暗闇と弱さから解放し、さらにその天然的力を強めるようになります。


  使徒パウロはクリスチャンたちに、自分を全く神にささげるよう、絶えず懇願しました。なぜなら、そうすることによってのみ、クリスチャンたちは実際的造り変えを経験することができ、それによって「何が善であり、受け入れられる、神の完全な御旨なのかを立証する」ことができたからです。（これらの形容詞の順序と意味に注意してください。）聖霊のこの造り変えの御業がなければ、クリスチャンたちはある程度この世に同形化されていたでしょう。つまり、「この世の神」であるサタンの指導の下にある、巨大なこの世の体系に同形化されていたでしょう。（二コリ四・四を見よ。）


  「同形化する（conform）」とは、「～にしたがって形造る」ことを意味します。例をあげましょう。金属細工師が熱い金属を鋳型の中に流し込むと、その金属は冷えて、鋳型の形を取ります。家政婦がフルーツジュースをゼリーの鋳型の中に注ぎ込むと、それは固まって、ゼリーはその鋳型の形になります。この金属とフルーツジュースは各々の鋳型に同形化されます。私たちの周囲にある巨大なこの世の体系の影響を受けるのは、クリスチャンにとってとても容易です。無意識のうちに、仕事、教育法、社会的慣習、衣服、出費、娯楽、会話といった事柄で、クリスチャンたちは「キリストに従います」と告白しつつも、この世の諸々の道に従ってしまいます。多くの場合、彼らはキリストを第一にすることを真に願っています。クリスチャンはサタンの鋳型に同形化されるのではなく、神の鋳型に同形化されるべきです。神の鋳型とは御子の似姿（ロマ八・二九）、つまり、主イエス・キリストの栄化された人性です。


  「造り変える（transform）」という言葉は、基本的本質の変化を示唆することに注意してください。他方、「同形化する（conform）」は、ただ形の変化だけを表しています。金属が鋳型に同形化される時、その本質は変わりません。ゼリーが鋳型の中に置かれて固まる時、そのゼリーの成分はフルーツジュースと全く同じです。実際には造り変えは何も起きておらず、同形化が起きただけです。


  人は、内側に変化がないかぎり、つまり、その人格の中に新しい命がもたらされないかぎり、神の鋳型に同形化されることはできません。この新しい命の目的は人格全体に浸透することであり、ついには造りかえの結果、完全な同形化が実現します。教師は生徒たちにコリント人への第二の手紙三章十八節の改訂訳を読ませなさい。もし可能なら、ロザハム訳とウェイマス訳を読ませなさい。「主の御霊」のこの造り変えの御業は段階的であること（ある栄光の段階から別の段階へと進むこと）に注意してください。


  



  見つめているものを反射すること


  



  教師はまた、ここで使われている鏡の絵図に注意を喚起しなければなりません。鏡にできるのは、見ているものを反射することだけです。クリスチャンも、自分が見ているキリストを、その程度に応じて、日常生活の中で反射します。もしその顔に覆いがかかっているなら、不完全にしか見えません。ですから、神に明け渡して、その覆いを取り去ってもらわなければなりません。心を覆うこの覆いと、盲目にされた知性に、注意を喚起してください。この章に述べられているように、不信仰なイスラエル人がまさにそうでした。また、神の民との対比に注意してください。「私たちはみな、覆いのない顔で」主を見ます。しかし、私たちはしかるべき明瞭さで主を見ているでしょうか？多くのクリスチャンの知性に覆いがかかっているように思われないでしょうか？彼らは悲しむべき薄明かりの中に生きていて、キリストを不完全にしか反射していないように思われます。威厳ある征服者の輝かしい美しさを絶えず見つめて、自分の生活の中でこの方を反射する特権を持っているのに、その有様なのです。


  鏡と同じように、見ていないものは反射できないことを思い出しましょう。もし身代わりの御業におけるキリストしか見ていないなら、罪とサタンに対するキリストの勝利を現せません。あるいは、言い換えると、あらゆる点でキリストを自分の代表として見ていないなら、聖霊は私たちの日常生活の中でキリストの命を現せません。では、どうやってキリストを見るのでしょう？神の書き記された御言葉がキリストについて述べていることを見つけ出して、自分が読むすべての御言葉を信じることによってです。


  「同形化は目的であり、造り変えは道である。栄光から栄光へ、同形化に向かって上昇する。我々は栄光から栄光へと、御子と同じ形に造り変えられつつある。一歩一歩、自己の不満という恥から抜け出て、小羊の命の栄光の中に入りつつある。栄光から栄光へと進み、ついには同じ形になるのである。（中略）『自分は赦されただけでなく、神の御子の形に同形化されるようあらかじめ天の御父によって定められていた』という意識に人が目覚める時、あらゆるものがその重要性、重み、力を失う。喜びで有頂天になるおそれや、悲しみに打ちのめされるおそれはない。どの環境も、私たちを最初のアダムの悪しきかたちや私たちの悪い性格から、神の御子の完全なかたちにもたらすものなのである」（ストックマイヤー牧師「聖別された者たち」より）。


  



  聖霊との静かな協力


  



  教師は、聖霊との静穏な協力の状況に授業の生徒たちが導かれるよう、造り変えの主題のすべての面を示さなければなりません。聖霊なる神は、神がキリストにあってカルバリで買い取られたものを、明け渡された人にすべて取得させることに決して失敗されません。これを生徒たちは見なければなりません。クリスチャンが日々維持すべき姿勢は、以下の言葉に示されています。「今後、キリストの十字架を、聖霊の御手の中にあるナイフであって、私たちの罪に染まった自己の命をほふるものと見なそうではないか。そして、私たちの栄光を受けた主の復活・昇天の命を、無尽蔵の貯蔵庫と見なそうではないか。この貯蔵庫から聖霊は、霊・魂・体のために必要なものを、毎時供給してくださるのである」。


  ここまで注意深く授業についてきた生徒たちは、「福音」をキリストの身代わりの御業――これは全く尊いものです――に限定しようとはしないでしょう。今後、生徒たちは完全な福音のメッセージを認識して信じることができるようになり、それを生かし出して告げ知らせることを熱心に願うようになるでしょう。


  この授業の教程では、贖いの完全な行程を示そうとしてきましたし、各主題の関連性をできるだけ明確に示そうとしてきました。


  私の願いは、この聖書の学びの方法に従う生徒たちが、全聖書を貫く神の贖いの計画という真紅の紐を見いだせるようになることであり、この贖いの計画が人類に対する神の永遠の御旨に対して持つ関係を認識するようになることです。


  贖いの学びの補足の教程として、旧約聖書の出エジプト記、レビ記、民数記、申命記、ヨシュア記、それから、新約聖書のヘブル人への手紙を学ぶと、大きな益があるでしょう。神の贖いの計画の詳細がすべて、これらの書の中に描写されており、論理的順序で示されていることがわかります。しかし、生徒たちが神の御言葉に述べられている教理的真理を明確に認識していないうちは、型としての贖いを生徒たちに示してはなりません。また、生徒が注意深く書簡を調べて、この教程で示された様々な主題に関して書簡で述べられていることを確認するようになることが必要です。例えば、コリント人への第一の手紙十五章一～四節、ヘブル人への手紙十章十二～十七節、ヘブル人への手紙九章二八節で、自分が宣べ伝えた福音について使徒パウロが述べていることに注意してください。これはこう要約できるかもしれません。キリストは私たちの罪のために死んで、葬られ、復活して、神の右手に昇られました。そして、キリストは再臨されます。これらの決定的な真理が、新約聖書全体を通して、何度も何度も述べられています。これらの発言は「聖書にしたがった」ものであることが常に示されていることに注意してください。神が書き記された御言葉の素晴らしい調和がここに示されています。新約聖書が告げている歴史的出来事を、旧約聖書の著者たちはそれが成就する数世紀前から予測していました。神の贖いの計画の歴史的執行に関する詳細全体が、カルバリの十字架の数千年前に、様々な方法で型として示されていたのです。


  



  学んだ学課の短い要約


  



  学んだ学課の短い要約として、授業の生徒たちは以下の文章を暗記するといいでしょう。


  
    キリストが死なれたのは、人類の罪の問題を解決して、神が子たる身分を、それを受け入れることを選択するすべての人に、常に授けることができるようになるためでした。
 キリストが葬られたのは、古いアダムの命は断ち切られたことが明確に認識されるようになるためでした。
 キリストが復活されたのは、人類が新たな頭首（最後のアダム）をいただくようになるためでした。
 キリストが昇天されたのは、その主権が宇宙中に現されるようになるためでした。

  


  



  信者たちの合一


  



  贖いが必要になった状況、カルバリにおける神の贖いの計画の執行、取得の諸々の転機と結果について考えたので、今、一つの主題に迫ることにします。その主題は、前に述べたものほど重要ではないかもしれませんが、それでも、熱心なクリスチャンにとって大いに重要です。その主題とは、信者たちの合一です。つまり、キリスト・イエスにある神の命を受けた者たちの合一です。


  生物学的には、ある水準にある生物の合一ははっきりとわかります。例えば、動物の命に属する特徴的な基本的性質があり、それは植物の命には見られないものです。すべての動物が備えているこれらの特性は、非常に様々な族があって、この命の現れにも顕著な違いがあるにもかかわらず、造られたすべての動物を統合する役割を果たしています。


  また、人の命の水準でも、固有の本質的合一が見られます。使徒パウロはこの生物学的真理を表現して、神は「一つの血統から、人々からなるあらゆる国民を造り出して、地の全面に住まわせた」とアテネ人に宣言しました（使十七・二六）。


  もし低次の各水準にある命について、この本質的合一が成り立つとするなら、最高の水準にある命――再生された人の命――にも同じ固有の原理が見つかるはずである、と自然に期待すべきではないでしょうか？この合一の存在を、神の御言葉は明確に告げています。なぜなら、エペソ人への手紙四章四～六節に、「からだは一つ、御霊は一つ、あなたたちが召された召しの望みは一つ。主は一つ、信仰は一つ、バプテスマは一つ。万物の神また父は一つ。この方は万物の上におられ、万物を貫き、万物の内におられます」とあるからです。この合一の現れを求めて、ヨハネによる福音書十七章に記録されているあの素晴らしい祈りをキリストは祈られました。「わたしは彼らの中におり、あなたはわたしの中におられます。それは、彼らが成就されて一つとなるためです――あなたがわたしに与えてくださった栄光を、わたしは彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らが一つとなるためです」。


  エペソ人への手紙のこの節は、どの世代、どの経綸の信者も、イエス・キリストにあって神の命を共有していることを示しています。つまり、彼らは永遠の命、つまり非受造の命を持っており、この命は彼らの合一の基礎であることを示しています。


  彼らはまた、全く同じように救われています――「恵みにより、信仰を通して、あなたたちは救われているのです」（エペ二・八）。また、彼らはみな栄化されます（ロマ八・三〇を見よ。）「彼は義としたものを、さらに栄化してくださいました」。しかし、この合一は画一性を意味しません。なぜなら、低次の命の水準ですら諸々の違いが見られるように、この水準の命は、型に同形化される時でも、画一性を生じさせることはないからです。「ある星の栄光は別の星の栄光とは異なる」ように、贖われた聖徒たちの栄化された命も互いに異なります。


  ですから、合一と画一性の違いを心に留めて、信者たちの合一を示す別の尊い節を学ぶことにしましょう。


  



  キリストのからだの有機的合一


  



  コリント人への第一の手紙十二章十二節「体は一つであっても多くの肢体があり、またこの一つ体のすべての肢体が多くあっても、体は一つであるように――このキリストも同様です」。「このキリスト」というこの表現は、個体としてのキリストのことではなく、肢体たちによって完成されるキリスト――団体的キリスト――のことです。これは有機的合一であり、個体としてのキリストはそのかしらです（エペ四・十五を見よ）。そして、御霊の中でキリストに結合されて、その命にあずかっている者たちはみな、肢体たちです。人体の比喩にしたがうと、人体が有機的結合体であるのは各々の肢体を流れる命の血のおかげですから、永遠の命にあずかっている人はみな、この有機的結合体――このキリスト――の肢体でなければならない、と私たちは判断します。


  キリストのからだに関する経綸上の教えがいかなるものであれ、有機的にこのからだは再生されたすべての人を含むものでなければなりません。


  人体――物質的な死ぬべき体――の頭の中にあるのと同じ血が、体の各肢体を隈なく流れています。ですから、その中を命の血が流れている体の一片といえども、「それは体の一部ではない」と言うなら、それはきわめて馬鹿げたことです。なぜなら、肢体は同じ命の血によって結ばれているからです。それと同じように、キリスト・イエスにある神の命は、キリストの奥義的からだのすべての肢体を結び合わせます。ですから、彼の命にあずかっている人は、どの経綸にその命を受け入れることを選択したかにはよらず、このからだ――キリストはこのからだの高く上げられたかしらです――の一員であるにちがいありません。


  



  経綸という言葉の意味


  



  ここで経綸（dispensation）という言葉の意味を説明した方がいいでしょう。この言葉に関してファー博士は言います、「『経綸』という言葉が時の一区分という意味で用いられることはめったにない。この言葉は働きの方法、経済を意味する。この言葉はしばしば時を意味し、時代の同義語として用いられることもある。七つの経綸がある。『楽園の経綸、ノアの洪水以前の経綸、族長の経綸、モーセの経綸、メシヤの経綸、クリスチャンの経綸、千年王国の経綸』である」。


  ごく簡単に言うと、この異なる七つの経綸は、聖霊なる神が人に決定的真理を啓示するのに用いられる七つの異なる方法です。しかし、ここでまた、多様性における一つに注意しなければなりません。さもないと、経綸の教えは啓発するよりも混乱を招くものになりがちです。たとえ方法は違っても、啓示される真理はどの時代も共通しています。各経綸の特別な啓示を注意深く調べるなら、これがわかります。これらの啓示から最終的結論を導くと、啓示された数々の真理は人類に対する神の永遠の計画、つまり、永遠の御子を信じる信仰による子たる身分であることがわかります。


  どの経綸でも、人々は誠実にこう言えました、「神は私たちに永遠の命を与えてくださいました。この命は御子の中にあります。御子を持つ者は命を持ち、御子を持たない者は命を持ちません」。


  楽園の経綸では、この命は園の中央にあった命の木によって象徴されていたことがわかります。人が命の木を選んでいれば、それにあずかれたでしょう。これが人を教える神の最初の方法でした。しかし、人は啓示された神の御旨に従わなかったので、教える別の方法が必要になりました。ですから、私たちは「ほふられた小羊」を目にしますし、今や、この罪を担うものとの一体化が罪深い人に対する神の啓示であることがわかります。


  この時から、神の素晴らしい贖いの計画が、バラの花びらのように、経綸から経綸へと進むたびに、かぐわしさを増しつつゆっくりと開いていき、満開に至るのがわかります。前の経綸に続くどの経綸も、罪の極度の罪深さと、神が愛によって備えてくださった素晴らしい贖いの計画の完全性を、ますます明らかに啓示する役割を果たしてきたことがわかります。どの経綸でも、人が神の子供になるのは、ただ信仰という決定的行いによってでした。再生された人はみな、「私は罪人です――恵みによって救われたのです」と言いました。


  このように、諸々の経綸の統一性がわかります。また、諸々の経綸や時代は、神の永遠の骨組みの一時的足場としての役割を果たすにすぎないことがわかります。また、諸々の経綸をトウモロコシ畑の畝にたとえることができます。収穫の時が来るまで、一つの畝で育っているトウモロコシは、別の畝で育っているトウモロコシと区別することができます。しかし、すべてのトウモロコシが箱の中に貯蔵される時、どの穂がどの畝で育ったのかを告げることは不可能です。ですから、経綸上の諸々の方法や、神の偉大な贖いの計画の遂行の際に明らかに見られる多様性を過度に誇張しないよう、私たちは大いに注意しなければなりません。「多様性は素晴らしい――合一はさらに素晴らしい」（アドルフ・サフィア）。最終的に、この宇宙に見つかる人類は二種類だけになるでしょう――神の永遠の命にあずかっている人と、そうでない人です。


  



  この有機的結合体を完成するには信者全員が必要である


  



  教師はここで、非受造の命を象徴する大きな金色の円板に取り付けた小さな丸に注意を喚起しなければなりません。そして、この丸は贖われた人全員を象徴すること、つまり、キリスト・イエスにある神の非受造の命、永遠の命で満たされている個人の総計を象徴することを説明しなければなりません。この聖徒たちを神の家族と見なすこともできます。この家族のどの構成員も個人的にキリストに結ばれていますから、この聖徒たちがからだ――キリストはそのかしらです――を構成することがわかります。


  人の肉体の形成の比喩にしたがうと、この奥義的からだの形成は隠れた秘密の過程であることがわかります。文字どおりの人の肉体に関する詩篇一三九篇十六節の表現は、この奥義的からだにもよく当てはまります。「あなたの目は、まだできあがらない私のからだをご覧になりました。そして、あなたの書に私のすべての肢体が書き記されました。その諸々の肢体は絶えず形造られていきましたが、その時はまだ何もなかったのです」。


  永遠の御子は偉大な犠牲の御業のために人の肉体を必要とされました。そこで、「あなたがわたしのために備えてくださった体」（ヘブ十・五）と仰せられます。御子はこの贖いの御業を示すために一つのからだを必要としておられますから、このからだについても、御子は「あなたがわたしのために備えてくださったからだ」と言うことができます。そして、神はご自身の書の中にこのからだのすべての肢体を書き記されました。「その諸々の肢体は絶えず形造られていきましたが、その時はまだ何もなかったのです」。というのは、黙示録十三章八節と十七章八節を読むと、ほふられた小羊の命の書にこの世の基が据えられた時から記されていた名について記されているからです。また、エペソ人への手紙一章四節を読むと、この肢体たちは「この世の基が据えられる前から彼にあって」選ばれていたことも記されています。


  体が目に見えないものを表現するためであるように、贖われた人がすべてそろってはじめて、神が人類のために永遠の御子のうちに蓄えられた永遠の命の度量を完全に現すことができます。この命を現すには、あらゆる時代と経綸の聖徒たちが全員必要です。そして、「この世の基が据えられる前から選ばれていた」最後の人がこの命を取得して現さないかぎり、キリストの奥義的からだは有機的に完成されえません。


  「彼らがみな、わたしたちにあって一つとなりますように」というキリストの祈りは、まだ完全にはかなえられていません。


  
    「あらゆる時代のすべての聖徒たち、
 　あらゆる地方と言語の聖徒たちは、
 　その時、こぞって礼拝する、
 　完璧な歌をもって。」

  


  このように、将来のある時、キリストは「ご自身の魂の苦しみを見て満足される」ことがわかります。


  



  聖徒はみな恵みにより信仰を通して救われた


  



  栄化されて贖われた者たちのこの大いなる一団の構成員はみな、「恵みにより信仰を通して」救われました。この事実に教師は再び注意を喚起しなければなりません。どの時代、どの経綸に恵みが取得されたかは問題ではありません――みなが同じように小羊に賛美の歌を歌います。小羊の血により、彼らは自分の諸々の罪から洗われたのです。


  新約の聖徒だけでなく旧約の聖徒も、カルバリの小羊に信仰を置き、それによって永遠の命を受けました。この事実はヘブル人への手紙十一章にとても明確に示されています。今、これを注意深く読まなければなりません。この章を学ぶと、信仰の性質もわかります。信仰とは、それに基づいて行動するほど、神の御言葉を信じることです。ここに述べられている人はみな、神の御言葉に基づいて行動したことに注意してください。「信仰により、アベルはカインより優れたいけにえを神にささげ、それにより、義であるとの証しを得ました。神が彼のささげ物を証ししてくださったのです。それにより、彼は死にましたが、なおも語り続けています」。「信仰により、エノクは死を見ることがないよう移されました。神が彼を移されたので、彼は見えなくなりました。彼が移される前に、神に喜ばれている者と証しされていたからです」。この人々は新約の聖徒たちや今日の聖徒たちより劣っているのでしょうか？彼らの「証し」は私たちの証しより劣っているのでしょうか？決してそんなことはありません。むしろ、彼らの大多数はクリスチャンの大多数よりも進んでいるのです。


  アダムから七代目のエノクについて考えてご覧なさい。彼は主の来臨について預言しました。「主は数千の聖徒と共に来られる。それは、すべての者に裁きを執行するためであり、また、彼らの間にいる不敬虔なすべての者たちに対して、彼らが敬虔さを無視して犯したすべての不敬虔な行いと、不敬虔な罪人たちが主に背いて語ったすべての暴言とのゆえに、有罪を宣告するためである」（ユダ十四、十五を見よ）。悪人は「騙し騙されながら、ますます悪くなる」こと（二テモ三・十三を見よ）、そして、キリストの出現が近づくにつれて、この世は良くなるのではなく、急速に邪悪で不敬虔なものになっていくことを、誰が彼に教えたのでしょう？この同じ聖霊がこれらのことをパウロに啓示されました。聖霊はこれらのことを私たちにも示してくださいます。聖霊に関して、キリストは昇天の前に、「聖霊は来たるべきことをあなたたちに示します」と言われました。キリストはご自身の聖徒たちと共に来臨してこの世を裁かれることを、聖霊はエノクに啓示されました。そうであるからには、キリストはご自身の聖徒たち――備えのできた目を覚ましている者たち――のために来臨して、恐ろしい大艱難の期間が始まる前に、不敬虔なこの世から連れ出してくださるという事実をも、聖霊は同じように明らかに啓示されたのではないでしょうか？そして、エノクはキリストの来臨の光の中に生きたのではないでしょうか？確かに、エノクは洪水前の経綸の中にありましたが、目を覚ましている聖徒たちに劣りません。今日、目を覚ましている聖徒たちは、携挙の用意が整う前に、神に喜ばれているという証しを得ることを求めています。時間的な隔たりは全く何の違いも生じさせません。このエノクたちは、霊、歩み、目的において一つだったのです。


  信仰の英雄たちのこの一覧は長い一覧ですが、完全ではありません。名前を記されていないとても多くの人々が、「信仰を通して良い証し」を得ました。一人一人に神との関係について尋ねるなら、「私は恵みにより信仰を通して救われた罪人です。そのおかげで、神の子供なのです」と答えるでしょう。経綸上、外面的には、旧約の聖徒たちは大昔の時代にいたように思われます。しかし、彼らの信仰告白を聞く時、また、彼らが非受造の（永遠の）命――この命に過去はありません――にあずかった事実を思う時、彼らを身近に感じます。この一つを感じます。


  アベルの名前がこの信仰の巻物の最初に現れます。しかし、神のほふられた小羊に信仰を置いた最初の人は彼だったのでしょうか？「信仰とは、それに基づいて行動するほど、神の御言葉を信じることである」という信仰の定義を心に留めて、アベル誕生の少し前に遡って見てみることにしましょう。


  この一連の学びの別の区分で、ほふられた小羊に関するアダムとエバの姿勢に注意を喚起しました。ほふられた小羊の血が流されたのは、彼らが服を着せてもらうためでした。そして、宣言がなされましたが、それは聖霊なる神の照らしにより、アダムとエバが神の贖いの計画を十分に理解して、神のほふられた小羊に信仰を置くようになるためでした。その証拠は創世記三章二〇節と創世記四章一節に見つかります。アダムは、サタンの頭を砕く「女の子孫」に関する神の御言葉を信じました。それゆえ、信仰を直ちに働かせて、自分の妻をエバと呼びました――この名は、彼女がすべての生者の母、人類の母となることを意味しただけでなく、神が語られた来たるべき方への確信に満ちた期待の表明でもありました。この確信に満ちた信仰の姿勢をエバも取りました。エバはカインが生まれた時、「私は一人の人を得ました――ヤハウェが言われたように」（創四・一、ロザハム訳）と叫びました。


  この主題に関して、きわめて助けになる本である「ヤハウェ・キリスト――記念すべき御名」からの引用を示すことにします。「カインが生まれた時のエバのこの叫びは、『私は彼を得た、来たるべき方を』と訳した方が原文により忠実な表現になるだろう。ヤハウェ（Yahveh）という言葉はハバ（Havah）という古代の語根から派生したものである。この語根から、当初の『息をすること』という『本源的意味』を通して、ヘブル語の二つの動詞『在る』と『望む』が生じた。『息をすること』から、存在のしるしとして、『在る』が派生し、『息をすること、あるいは、あえぎ求めること』から『望む』、『願う』が派生した。これに照らして見るとき、『私は彼を受けた、約束された方、待ち望んできた方となるべき者を』というエバの叫びは、二重に意義深い」。カインは「約束された方」ではないことを知って彼らは落胆しましたが、それでも、三番目の子供につけたセツという名が明らかに示唆しているように（創四・二五を見よ）、神の御言葉を信じる信仰を失いませんでした。そして、セツの子孫からこの女、マリヤが生まれ、その子イエスこそアダムとエバの信仰の対象だったのです。彼らの名がヘブル人への手紙十一章に言及されていないのには、明らかな理由があります。彼らは人類の祖でした。彼らの罪は、遺伝の法則のゆえに、人類一人一人に影響を及ぼしました。彼らの信仰は個人的な問題であって、人類の状態に何の影響も及ぼしませんでした。アダムは最初の代表者でした。ですから、代表者としての性格を帯びているアダムの行いだけを、神の書き記された御言葉の中に明示する必要があったのです。彼の信仰は個人的行為であって、彼自身にしか影響を及ぼしませんでした。代表者としての性格を帯びていなかったのです。これは、アダムの長子であるカインが神のほふられた小羊に信仰を置くことを拒否した最初の人である、という事実によって明示されています。


  



  小羊の婚宴


  



  「キリストのからだ」という絵図によって示されている信者たちの有機的合一について考えたので、今、愛と献身的愛情の観点から、信者たちの合一について考えることにします。この主題に関して、聖霊は別の比喩を用いておられます。それが最も完全に述べられているのは黙示録十九章七節と黙示録二一章九～二七節であることがわかります。これらの節では結婚式の絵図が使われており、贖われた者たちの主との関係および相互の関係に関する、きわめて尊い数々の真理を伝えています。


  結婚の真の意義は二者の合一です。この二者は同じ命の水準にあり、その心は不滅の愛によって永遠に結ばれます。この結婚は、小羊なるキリストと栄化された信者たちとの結婚です。「その花嫁は用意を整えた」という御言葉は、この婚宴は花嫁の準備にかかっていることを意味するように思われます。ああ、花嫁が用意を整えるのを、小羊はこんなにも長く待ち続けてこられたのです。この団体的花嫁を構成する者たちの中には、大艱難の期間に自分たちの地的展望を滅ぼされてはじめて、用意を整える者もいるでしょう。


  黙示録七章九節を読むと、この短いけれども恐ろしい大艱難の期間の間に、「いかなる人も数えられない大群衆」を見ます。この人々の名は世の基が据えられた時から小羊の命の書に記されていました。彼らは神の贖いの栄光の計画の完全な輝きを直ちに悟ります。そして、自分たちが見たものをすぐにすべて取得し、さらに恐ろしい艱難の諸々の災いから連れ出されて、御座の前に、小羊の前に立ちます。彼らは白い衣を着て、手にはシュロ（勝利の象徴）を持っています。そして、自分たちより前に来た贖われた者たちの歌に加わります。全聖書の中でこの節ほど、神の優しい言葉にできない愛が示されている幸いな節はありません。この節を注意深く読んでください。そして、大艱難の勝利者たちのこの大きな一団に関して使われている一つ一つの言葉に注意してください。なぜなら、いま私たちが祈っている人々の何人かが、そこにいるだろうからです。


  ミード氏はきわめて助けになる黙示録の注解の中でこう述べています。「意義深いことに、この最も輝かしい出来事（小羊の婚宴）を、霊感を与える真理の御霊は、四章や五章ではなく、まさにここ（十九章）に置かれた。というのは、『神の教会、キリストの花嫁は、四章の幻で告げられている時の前に、一度かぎり永遠に世から完全に取り去られる』と信じている者たちが正しいとするなら、そのために別の箇所を割り当てる必要があるように思われるからである。この人たちは、『大艱難の間に生じる聖徒たちや殉教者たちはキリストのからだではなく、贖われた者たちの別の部類に属する』と確信しているが、このような見解を支持する御言葉は全聖書の中に一つも見つからない。それだけでなく、この学びの課程で指摘してきた多くの事柄からわかるように、この大艱難の期間中に救われた者たちはみな、『からだの肢体仲間』なのである。このからだはキリストの教会、『長子の教会』である。そして、いま考えているこの節こそ、これを示すさらなる決定的証拠なのである。なぜなら、この落ち穂拾いの携え挙げで最後の聖徒が携え挙げられるときはじめて、『その花嫁は用意を整えた』という宣言がなされるからである」。


  教師は、「キリストの花嫁」というこの主題を、キリストのからだの主題同様、単純かつ論理的に扱わなければなりません。「からだは命と性質における一つを物語り、花嫁は相互の愛と献身的愛情による合一を物語る。これには全く何の矛盾もない」（マックス・Ｉ・ライヒ）。


  



  信者はどのようにしてこの花嫁の一員になるのか


  



  すでに見たように、キリストの命を受け入れる瞬間、人はキリストのからだの肢体になります。そして、キリストに対して「解消不能な包括的承認」の返事をする時、花嫁の姿勢を示す、キリストとの深くて愛に満ちた、あの心の合一の中に入ります。愛は感情以上のものです。愛の試金石は、どう感じるかではなく、他の人のために何をなすかです。ですから、小羊の婚宴の前に、キリストと有機的に一つである人は各々、愛と献身的愛情によってキリストと一つになります。さらに、各聖徒は、この結婚が執り行われる前に、栄化されます。すなわち、各々の創造された人格は神の非受造の命に満たされます。地上の体さえも不死性を帯びます。各々の人格は滅ぼされるのではなく、罪を取り去られて、永遠の命に満たされます。これに注意してください。


  「宴」という言葉は、長いあいだ待ち望み、熱心に望んできた結末の成就を喜ぶことを意味します。小羊の花嫁が「神の栄光」を放ちつつ小羊の傍らに立つ時、言葉ではこの花嫁の美しさを描写できません。


  
    「彼は、喜びであり顧みの対象である花嫁を導く、
 　幸いな歌をもって御父の御座へと。
 　曇り無き目で花嫁は自分の神を見る、
 　顔と顔を合わせて神を見、見るところにしたがって歩む、
 　過去のように信頼しつつ歩むだけでなく、
 　自分の目で永遠の光を見つつ。
 　偉大な救いの奥義が示される、
 　無限の愛のこの高貴な幻の中で。」

  


  



  大淫婦――小羊の花嫁の対極


  



  さて、キリストの贖いの御業の顕現に関連して起きる次の出来事に、聖書を学ぶ生徒の注意を向けさせなければなりません。


  この艱難の期間の間、この世は一連の未曾有の災いを通りました。その頂点が小羊の花嫁の対極である大淫婦の滅びでした。バビロンと称されている都の絵図が示されています。バビロンという言葉はバベルから派生したものであり、混乱を意味します。この絵図から、黙示録十七章と十八章に描かれている、サタンのこの世の体系の包括的性格がわかります。


  生徒はこの「バビロン」を文字どおりの都と思ってはなりません。そう思うなら、この象徴を理解しそこないます。文字どおりの都が示されているわけではないことは、いくつかの節により、特に十八章二四節により証明されます。この節を読むと、「彼女の中に、預言者たちと地で殺されたすべての者たちの血が見いだされた」とあります。この句により、この都は再建された文字どおりのバビロンを意味する、という考えは排除されます。それに加えて、文字どおりのバビロンの都は決して再建されない、と神は言われました。（イザ十三・二〇を見よ。）しかし、この恐るべき予測はバビロン州やバビロニアにはあてはまりません。この州には、バビロン市陥落以降、全く住人がいませんでしたが、この都の跡地は今日に至るまで残っており、瓦礫の山です。この廃墟に関して、ある著者はこう述べています。「バビロンを襲った破壊以上に徹底的な破壊は想像することができない――その跡地ですら議論の的だったほどである」。著名な学者であるジョン・アーカートは、「預言の不思議さ」という比較的最近の本の中で、バビロンの都の廃墟の現状について数ページ費やしています。この都の現状は、イザヤ書十三章二〇節の預言が文字どおり成就したものだというのです。シースはこの悪魔の花嫁―都のことを「神からの組織的離反の集団全体」と述べています。この句は、この節全体を解釈するための鍵を私たちに与えており、聖霊は比喩的・絵図的方法でサタンによって建造される都を示しておられることがわかります。この悪魔の花嫁―都は、神のほふられた小羊に信仰を置くことを意図的に拒んだ人々から成ります。


  小羊の婚宴が天で祝われている間、大淫婦は下界で破滅に直面します。言い換えると、サタンの巨大なこの世の体系は終わりを迎えます。そして今キリストが、栄化された従者たちと共に地に戻って来て、「敵をご自身の足の足台とされます」。そして、すでに存在していたけれども、それまで目に見えなかった王国を地上で現されます。


  



  キリストとその従者たちによる地上の統治


  



  うめいている全被造物は、今や、「腐敗の束縛から解放されて、神の子供たちの栄光の自由の中に入ります」。（ロマ八・二一を見よ。）アダムが罪により支配権を失った結果、被造物である動物や植物は言いようのないうめき声を発するようになり、諸世紀を通してそのうめき声が聞かれました。しかし今、すっかり一変します。なぜなら、最後のアダムとその「子孫」、贖われた多数の人々が、今や全土で支配権を行使するからです。獣たちはもはや互いを餌食としなくなり、イザヤ書十一章六～九節、六五章二五節に描写されているエデンの状態に戻ります。トゲ、イバラ、雑草が地を苦しめることはもはやありません。植物は、正常な青々と茂った美しさと、創造時の豊穣さを、再び祝います。


  詩人たちが夢見た政治的・経済的・社会的状態、そして、政治家たちや改革者たちが熟考してきた政治的・経済的・社会的状態が、今や実現します。そして、この栄光の千年期により、かつてなかったほど、カルバリにおけるキリストの贖いの御業の成果が現されます。教師は、この幸いな時の理想的な諸々の状態を描写している数々の節に注意を喚起しなければなりません。その時、


  
    「彼の祝福は溢れ流れる、
 　呪いの見つかる所を遥かに超えて。」

  


  例えば、イザ十一・四～九、三五、六五・二一～二五、ミカ四・一～四。


  



  新しい天と新しい地


  



  しかし、千年期がどれほど栄光だったとしても、それはキリストの贖いの御業の最終的顕現ではないことがわかります。罪は人類を荒廃させ、被造物である動物や植物に大きな変化をもたらしただけでなく、地球自身にも大きな傷跡を残しました。


  前に、この惑星の混沌とした状態について考えましたが、それはサタンの罪の結果でした。人の罪は、私たちの地球に大きな地形的変化や気象的変化をもたらしたため、神の再構成の御業が再び必要です。私たちはこれを覚えておく必要があります。


  この主題について詳説することは賢明ではないかもしれませんが、それでも、生徒たちの注意をペテロ第二の手紙三章五～十三節に向けてもいいでしょう。この節では、「かつての世界」の水のバプテスマと、今の世界を待ち構えている火のバプテスマとの対比が示されています。


  自然科学の学生ならよく知っているように、この種の大火災を示唆するものには事欠きません。そして、この破局が差し止められているのは、ただ奇跡的介入のおかげであるように思われてきました。しかし、この破局は千年期の後にならないかぎり起きえないことを、私たちは知っています。その時、神の時が到来して、この地球をあらゆる罪の痕跡から完全に清めます。地球は滅びないことを、詩篇一〇四篇五節、一一九篇九〇節、伝道の書一章四節等の節に見られる神ご自身のお告げから、私たちは知っています。また、この出来事の後にも、地上に諸国民がいることからもわかります。（黙二一・二四～二六を見よ。）


  「どんな大変動や災害が新たにこの惑星に降りかかったとしても、それはノアの洪水ほど酷くはないことは確かである。なぜなら、当時、神は契約を結んで言われたからである、『わたしは人のゆえにもはや再び地を呪わない。わたしは、このたびしたように、すべての生き物を再び打つことはしない』（創八・二一、二二）」（シースによる「黙示録講義」より）。


  注記：Ａ．Ｔ．ピアソン博士の「誤りなき多くの証拠」の中の「大洪水の理論」に関する記事を生徒が注意深く読むなら、この記述をよりよく理解して評価することができるでしょう。


  諸元素が溶解する（あるいはバラバラになる）この期間の間、神が地上の被造物をどのように顧みられるのかはわかりません。しかし、神はそうすることを約束してくださいましたし、そうしてくださるでしょう。


  黙示録二一章を読むと、新しい（あるいは新しくされた）天と地について記されています。今、神が贖われた子供たちの最終的出現を見ることが許されます。それは書き記された御言葉の最後のページに示されています。


  「聖徒たちとイエスの殉教者たちの血に酔っている」（黙十七・五、六）大淫婦が最初に示された時、それは「バビロン」の性格を啓示するためでした。バビロンの性格とは「神からの組織的離反」です。そしてその次に、バビロンの都が、この組織的離反の完全な終局的顕現として示されました。それと同じように、しみのない衣を着て輝かしい美しさを放つ小羊の花嫁が最初に示されます。それは、信者の一団の愛と献身的愛情を啓示するためです。今、この「聖なる都」は、その体系的・究極的出現により、信者たちの一体性を現します。


  



  聖なる都――小羊の花嫁


  



  「これは神の都であり、同時に人の都でもある。この都の長さ、幅、高さは文字どおり等しい、と読者は一瞬たりとも思ってはならない。これは比喩的表現であり、霊的観念を伝えるものである。（中略）奇妙なことに、この都は人々から建てられているかのように描写されている。この都は群衆なのである。（中略）贖われた人々から建てられているこの都は、万民に開かれているが、神と親しい者だけが中に入れる。この都はまた、花嫁の都でもある。新エルサレムは小羊の花嫁である。そして、妻が夫のものであるように、信仰と愛の聖なる婚姻によって小羊のものでない者たちは、この神の都の中に分け前を持つことは決してないし、持つことを決して願わないであろう」（Ａ．Ｔ．ピアソン博士の「聖書と霊的批評」から）。


  エペソ人への手紙二章十九～二二節に描写されている「聖なる都」が「生ける石たち」から建てられているように、この栄光の都は贖われて栄化された人々から建てられています。この都に合一だけでなく多様性も見ることができます。文字どおりの都の場合、その中にある建物の大きさは均一ではありません。大きいものもあれば、小さいものもあります。この都の場合も、広い住まいもあれば、比較的小さいものもあります。しかし、みな同じように神の栄光にあずかり、最も高価な宝石の光で輝きます――水晶のように透明です。使徒パウロ、ペテロ、ヨハネのことを、多くの聖徒たちと比べて、高層ビルと見なすことができます。また、エノク、エリヤ、他の旧約の聖徒たちのことを、大きな構造物として思い描くこともできます。しかし、この都のどこにも、完全な洗練された調和に欠ける住まいはありません。


  とりわけ、この都は神の住まいです。この学びの開始にあたって、建造物の比喩と親子の比喩という二つの比喩の奇妙な組み合わせが見られるいくつかの節に注意しました。ここでもこの二つの比喩が再び見られますが、完全に解き明かされています。ここでは、世の基が据えられる前から「選ばれていた」都が示されており、「その設計者と建設者は神です」。そしてまた、贖われて栄化された大群衆も示されています。彼らを神は御腕に抱いて、栄化された子らと呼ぶことができます。「見よ、神の幕屋が人々と共にある。神は彼らの中に住み、彼らは神の民となる」（黙二一・三）。


  そして今、キリストは「自分の魂の苦しみを見て、満足する」ことができます。なぜなら、呪いは取り除かれ、彼に贖われた者たちは御顔を見、その御名（彼の御性質を意味する）がその額に記されていて、永遠に彼に仕えるからです。


  今、私たちは神のパラダイスを見ます。エデンのパラダイスはその予型でした。この神のパラダイスでは、「水晶のように輝く命の水の川が、神と小羊の御座から流れ出て」います。ここにはまた、命の木もあります。エデンの文字どおりの木ではなく、文字どおりの木が象徴しているものです。もはやケルビムと回る炎の剣で守られていません。カルバリのいけにえが永遠にその道を開いたからです。興味深いことに、ここ（黙二二・二、十四）で使われているギリシャ語は、植物が生長した文字どおりの木を意味するのに使われるデンドロン（dendron）ではなく、木からできているもの――文字どおりには木材や梁――を示すキシロン（xylon）です。同じ言葉がガラテヤ人への手紙三章十三節でも使われており、それゆえ、カルバリの十字架を示唆します。ですから、この節でこの言葉が使われているのはとても意義深いです。なぜなら、これは次の事実を啓示しているからです。すなわち、罪深い人が命の木の実にあずかることは、カルバリの贖いの御業をすべて取得することを意味するのです。言い換えると、これは神のほふられた小羊とその死と復活の中で一体化されることです。「その葉は諸国民の癒しのためであった」という表現は、この幸いな時代に贖いの成果が全面的に取得された良い結果について述べたものであり、今日の諸国民を特徴づけている自己中心性、嫉妬、憎しみ、争いがなくなったから実現されたのではないでしょうか？


  命の木への生得権は罪により失われました。しかし、自分の衣を小羊の血で洗った者たちは今や、贖いのおかげで、命の木から自由に食べる権利を持ち、こうして門を通って都の中に入ります。門は閉ざされることはありません。招くかのように開かれたままです。これは私たちに次のことを示しています。代々の時代に至るまで、小羊の命を受け取る者はだれでも、カルバリにおけるキリストの贖いの御業を取得できるのです。


  



  クリスチャンが持つべき姿勢


  



  私たちは贖いの取得と現れについて時代毎に辿ってきました。今、神が私たちに与えてくださったこの素晴らしい啓示の観点から、クリスチャンの持つべき姿勢について考えることにしましょう。


  クリスチャンは、十字架につけられて復活した勝利の昇天の主と一体化されたことを絶えず認め、主の命に毎瞬しっかりと拠り頼まなければなりません。主の贖いの御業の完全さを、主の来臨前に、主が望んでおられるように十分に示すには、そうしなければなりません。


  聖霊なる神は、主が勝利されたように勝利する「小さな群れ」を用意されつつあります。この勝利者たちについて、「彼らは小羊の血と証しの言葉によって勝利した。彼らは死に至るまで自分の命を愛さなかった」（黙十二・十一を見よ）と言えるようにならないかぎり、キリストは戻ることを望まれないでしょう。


  黙示録二章と三章の、勝利者たちに対する数々の約束に注意してください。これらには重要な意味があります。


  独善的主張は、キリストの来臨を待ち望んでいるクリスチャンに似つかわしくありません。ですから、最初の携挙の時に誰が携え挙げられるのかに関する特定の見解を受け入れるよう、教師は固執してはなりません。おそらく、東洋の収穫期や、それに関連した様々なささげ物についてさらに注意深く学ぶなら、今日の多くの先端的理論は大変革されるでしょう。


  考慮すべき主要な問題は、各自用意は整っているのか、昔のエノクのように神と共に歩んでいるのか、ということです。クリスチャンは覚えておかなければなりません。神・人の命はそのからだの各肢体のためであり、瞬間毎のものなのです。


  クリスチャンは「栄光の中にあるこの人の命」を、ひたすら、絶えず、生かし出さなければなりません。これは辛い張り詰めた生活ではなく、むしろクリスチャンの正常な生活です。私たちは他の人々にこの命を流す経路であり、そうする時、自分も新鮮にされます。


  これは幸いな生活です。なぜなら、自分の必要を悟って、全く拠り頼むからです。その結果、自己の力や自尊心から守られます。


  日々毎瞬、私たちは自分のあらゆる必要のために、彼の豊かさから汲み出します。


  絶えず、私たちは歌うことができます――


  
    一人の人が栄光の中におられます、
 その命は私のためです。
 彼は純粋で聖く、
 勝利を得ており、自由です。
 彼は知恵があって、愛情深く、
 優しい方です――
 栄光の中にある彼の命が、
 私の命でなければなりません。

一人の人が栄光の中におられます、
 その命は私のためです。
 彼はサタンに打ち勝ちました、
 束縛から彼は自由です。
 命の中で彼は支配しています。
 彼は王にふさわしい方です。
 栄光の中にある彼の命が、
 私の命でなければなりません。

一人の人が栄光の中におられます、
 その命は私のためです。
 彼には何の病もなく、
 何の弱さもありません。
 彼は強くて活力に満ち、
 快活な方です。
 栄光の中にある彼の命が、
 私の命でなければなりません。

一人の人が栄光の中におられます、
 その命は私のためです。
 彼の平安は不変であり、
 彼は忍耐強い。
 彼は喜びと輝きに満ち、
 見ることを期待しておられる、
 栄光の中にある彼の命を、
 私が生かし出すのを。

  


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。誰でも自由に複製・配布することができます。


  



  オリーブ園クリスチャン古典ライブラリー


  二〇一六年九月　記
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